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午前10時00分 再開 

○七夕委員長 

 おはようございます。 

 本日の出席委員は９名で、全委員が出席してお

ります。 

 ただいまから、平成24年度各会計決算審査特別

委員会を開きます。 

 本日は、審査日程に基づきまして、最初に認定

第１号平成24年度網走市各会計歳入歳出決算につ

いてを議題とし、経済部、観光部、農業委員会、

水産港湾部、建設部及び企業会計を除く水道部の

所管分の細部質疑を行います。 

 次に、この日程第１号の細部質疑が終了した

後、認定第２号平成24年度網走市水道事業会計の

利益の処分及び決算についてを議題とし、追加説

明があるときは説明をしていただき、その後、水

道事業会計の細部質疑を行うということで議事を

進めますので、承知を願います。 

 それでは、早速、本日の日程であります、認定

第１号中、経済部、観光部、農業委員会、水産港

湾部、建設部及び企業会計を除く水道部の所管分

の細部質疑を行います。 

 まず最初に、経済部、観光部、農業委員会の所

管分の細部質疑から入ります。 

○井戸委員 

 おはようございます。 

 私から何点かお聞きいたします。成果報告書の

61ページになります。 

 網走フェア開催事業ということで、127万4,000

円の予算に対して124万8,000円という、おおよそ

予算どおり執行されたということでありますけれ

ども、札幌市内の大手ホテルで開催されたという

ことで約１万2,800人が網走の食材を味わったと

いう結果で出されております。 

 この中で、実際、食された方々がどのような感

想を持ったのかという部分をお聞きいたしたいと

思います。 

○嶋田商工労働課長 

 昨年は11月から１カ月間、札幌のホテルオーク

ラで開催されておりますけれども、ホテル内にご

ざいます和食、洋食、中華の３店舗でこのフェア

が展開されておりまして、お客様から実際に食さ

れたというお話しは直接は伺っていないのですけ

れども、私も期間中、洋食と中華のお店のほうで

食事をさせていただきまして、洋食でありますと

シジミチャウダーとか、ステーキのソースに行者

菜のソースを使ったりといったようなことで、そ

の食材の特徴を生かした食事が提供されておりま

す。 

 また、中華のほうにつきましても中華まんじゅ

うに行者菜が入っていたりというようなことで、

そういったインパクトのあるような食事が提供さ

れているというような印象を持っております。 

○井戸委員 

 そうした中で具体的な素材というか、魚だとか

野菜だとかという分類の中で、そういった何か具

体的な調理された方からの声はどういった声が上

がっていたのかお聞きしたいと思います。 

○嶋田商工労働課長 

 このフェアは平成23年度から実施しておりまし

て、昨年が２回目ということになります。 

 23年度に実施した際は10月の１カ月間というこ

とで、昨年は11月ということで実施されておりま

すけれども、昨年は和洋中のそれぞれの料理長が

直に網走に来られて、こちらのほうの食材、畑と

か出向いて行って、実際に栽培されている状況を

視察されてというようなことで、かなり積極的に

このフェアには取り組んでいただいております。 

 行者菜につきましては、２年続けて食材として

使っていただいておりまして、ほかにもシジミも

そうですけれども、ほかにも釣りキンキとかも食

材として使っていただいているというような状況

で、その網走の食材に関してはかなり高い評価を

いただいているところでございます。 

○井戸委員 

 実際、調理される方が網走の食材を網走に来て

ある程度見ていただいた上で調理をしていただい

ているということで理解させていただきました。 

今年度、観光のほうで取り組まれた春カニ合戦だ

とか、ああいった食材のテーマを一つ決めて、あ

のような形でやっていくということも一つの手な

のかなというような気がするのですけれども、そ

の辺はどうお考えですか。 

○嶋田商工労働課長 

 ことし初めて春カニ合戦というイベントが行わ

れておりますけれども、網走は食材が豊富にある

と、どれをとってもほかの町には引けを取らない

ような食材ばかりがたくさん揃っているという中

で、これをまた一つに絞って何かをやっていくと

いうこともまた選択肢としてはあるのですけれど
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も、こういった札幌圏で行われているイベントに

つきましては、やはりやり方としては一つに絞る

という方法もあるかもしれないですけれども、よ

り多くの網走の食材を知っていただくという意味

で、引き続きこれまでと同様な形でいろいろな食

材を使っていただきたいというふうに原課として

は考えております。 

○井戸委員 

 課長の言うとおり、幅広い食材がありますの

で、そういったものを紹介するという意味では非

常に効果的なのかなという気もしますが、またそ

れと同様にこの時期にこれが最高においしいとい

う食材もあるという部分で、そういったＰＲもで

きるのかなというような一つ考えを持ちましたの

で、その辺ちょっとお話しさせていただきまし

た。 

 続きまして、62ページになりますけれども、空

き店舗活用事業の補助金ということで、平成23年

には199万円の予算に対して168万円の決算であっ

たように記憶しております。 

 この平成24年度は350万円の予算に対して267万

5,000円の決算となったということですけれど

も、この背景にはこうした要望が多かったのかな

という部分を推測しますけれども、23年から24年

までの空き店舗が増加してきたというような形で

示されておりますけれども、どのようにふえてき

たのかという部分をちょっとお聞きします。 

○嶋田商工労働課長 

 空き店舗の数についてなのですけれども、こち

らの調書の今後の方向性というところで増加して

いる状況にあるというふうに書かれております

が、平成24年度につきましては２店が閉店された

ということで、昨年の12月時点で13件の空き店舗

がございました。 

 ことしに入りましてから、ことしの３月にカ

フェが１店開店いたしまして、またさらに６月に

はパソコンとミニ四駆のお店が開店したというこ

とで、今時点としてはまた元の状況に戻っている

といいますか、11店の空き店舗という状況になっ

てございます。 

○井戸委員 

 順調に空き店舗が埋まってきているというとこ

ろですけれども、一方、ニーズに合った空き店舗

がないという声も若干聞かれますれども、その辺

はどういった認識をされているのかお聞きしま

す。 

○嶋田商工労働課長 

 商店街の中にある空き店舗11件というのは大き

さなどもさまざまというようなこともございまし

て、開業される方の意向に沿わないというような

場合もあろうかとは思います。 

 平成25年度の新規事業といたしまして、新たに

企業される方を対象とした企業側の補助金を今年

度新たに創設いたしまして、この中心市街地に範

囲を限らず市内全体で新規に小売業、あるいは飲

食店を開業される方を対象とした事業も始めてご

ざいます。 

 それで、ことし６月になるのですけれども、既

に４条通のすぐ３条側のほうに元喫茶店があった

ところに、この補助金を使ってビストロレストラ

ンをオープンされています。また、同じく３条東

１丁目のところにも和食の居酒屋がこの補助金を

使って６月にオープンしたというようなことで、

空き店舗のこの補助金以外にもそういった新規の

開業の補助金というのも活用されているところで

ございます。 

○井戸委員 

 だんだん浸透しながら、少しずつ成果もあらわ

れてきているのかなというふうには思います。 

 ただ、今ある形のものを利用していくという部

分ではなかなかニーズとマッチングするというの

は難しい部分もあるとは思いますけれども、情報

を詳細でわかりやすく、広く伝えていただきなが

ら進めていただきたいというふうに思います。質

問は終わります。 

 続きまして、成果報告書の62ページになりま

す。まちなかイベント情報発信検討事業というこ

とで、これも補助金ということですけれども、さ

まざまな形で情報発信し、そして楽しい中心市街

地を印象づけるという部分で大変よいものだなと

いうふうに思うのですけれども、過去にもコミュ

ニティーＦＭ局の検討が市民レベルで行われてき

た経緯もございます。なかなか、資金、スポン

サー等の部分で前に進まなかったというふうに記

憶しております。 

 補助金という形ですけれども、これはどういっ

た結果というか、成果が出されたのかという部分

をちょっとお聞きしたいと思います。 

○嶋田商工労働課長 

 このまちなかイベント情報発信検討事業につき
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ましては、三つ、３本の柱といいますか、メ

ニューがございまして、一つにはミニＦＭの試験

放送ということで、これは流氷まつりの会場内で

実施したものであります。 

 ただ、ミニＦＭの場合、電波が100メートルし

か届かないような電波しか発信できないというよ

うな状況もございまして、なかなか成果としては

目に見えるような成果というような結果は特に得

られてはいないのですけれども、ＦＭにつきまし

ては今後は民間レベルで地域ＦＭの開局について

調査、研究をされ初めていると、そういう取り組

みが今、始められているという段階にございま

す。 

 また、二つ目のインターネット、これはユース

トリームを使った試験放送なのですけれども、こ

ちらにつきましては夏まつり、それから夕市まつ

り、花火大会、七福神まつり、流氷まつりといっ

た、この五つのイベントで会場内を練り歩いて生

放送をするような形での試験の中継放送を行った

ところでございます。 

 これにつきましても、ユーストリームですので

経費的には、人件費は別として経費的にはさほど

かからないということで、こちらも継続して実施

していくところでございます。 

 また、三つ目のかわら版の発行ということで平

成24年度につきましては紙媒体のあばなびという

かわら版を、これは商店街の方が中心となって事

業としてはＴＭＯ事業委員会が実施したわけなの

ですけれども、24年度は流氷まつりの開会に合わ

せて一度発行いたしました。 

 こちらも今年度になってからも引き続き７月の

夏まつりと９月の七福神まつりのタイミングに合

わせて今年度、二度発行しておりまして、今年度

中はあと２回、11月と２月の流氷祭りに発行する

予定ということで伺っております。 

 これにあわせて、フェイスブックのあばなびも

ことしの２月に立ち上げまして、こちらのほうも

随時更新されております。 

 そういった取り組みが24年度のこの事業の枠に

とどまらず、25年度も引き続き民間レベルで継続

されて行われているという状況でございます。 

○井戸委員 

 なかなかミニＦＭに関しては非常に課題も多く

て、なかなか難しいという部分は私も伺っており

ますけれども、いろいろこういった結果を踏まえ

てあらゆる世代が、年代の方々が幅広く情報を入

手できるということを取り組まれているというこ

とで今後、期待したいというふうに思います。 

 続きまして、成果報告書の71ページの修学旅行

誘致促進事業というところでお聞きをしたいとい

うふうに思います。 

 エージェントプロモーションやセミナーでのプ

レゼン、個別商談と多くの誘致活動を行ってきて

おりますけれども、どのような形のどのような売

り込みを、何を売りとしてというか、この網走の

売りとしてＰＲしてきたのかという部分をちょっ

とお聞きしたいと思います。 

○田口観光課長 

 修学旅行誘致促進事業ですけれども、幾つかプ

ロモーションに行っておりますが、昨年８月の７

日、８日には道央圏、札幌を中心とする中学校に

対しまして修学旅行の誘致に伺っております。 

 これは、東日本大震災が発生しまして道央圏の

中学校がそれまで東北に行っていた修学旅行が東

北に行かず道内に回るということになりまして、

昨年、それから一昨年と札幌、苫小牧、小樽の旅

行エージェントを中心にプロモーションに行きま

した。 

 昨年は、苫小牧、小樽のほうは東北、関東に

戻ってしまっておりましたので、札幌を中心にプ

ロモーションを行っております。 

 網走の修学旅行の魅力としましては施設が多い

ということもありまして、天候に左右されない観

光ができますし、また体験でも大曲湖畔園地など

の農地を持っているということから、そのような

ものを活用していただきたいと、さらに町がコン

パクトですので、自主研修もある程度できるとい

うメリットも紹介してプロモーションを行ってき

たところでございます。 

 さらには、ことしの２月ですけれども、北海道

観光振興機構主催の首都圏関西圏教育キャラバ

ン、これにも参加してきておりまして、首都圏、

それから関西の高等学校を中心とした学校に対す

るプロモーションを首都圏、関西圏の旅行エー

ジェントに行ってきております。 

 売りにつきましては、同じように体験観光、そ

れから施設等の見学について売りとして行ってき

たところでございます。 

○井戸委員 

 中学生の修学旅行の東日本大震災の影響でこち
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らのほうに来たということで、せっかく来ていた

だいたということで、網走の魅力をしっかりとＰ

Ｒしていくというのが大事なことだというふうに

思います。 

 例えば市内の中学生だと修学旅行先で主に印象

に残っている札幌のほうに行く修学旅行の中だ

と、ニセコでのラフティングだとか、なかなかそ

うやって家族旅行などでも体験しづらいダイナ

ミックというか、そういった体験型の内容が非常

に人気があるというふうに聞いております。 

 そうした中で、キャラバンを行っていく中で、

そういったいろいろなニーズがあると思いますけ

れども、特に多かったニーズというのはどのよう

なものだったというところをお伺いします。 

○田口観光課長 

 やはり学校としましては、子どもたちに自主研

修をさせたいということでありまして、その交通

手段等が課題となっているというふうに言ってい

ました。 

 網走の場合は、施設めぐりバス等がありますの

で、それを活用した自主研修が可能だということ

でそこには興味を持っていただいたというふうに

思っています。 

○井戸委員 

 小さな町ならではの特色を生かした部分が心を

捉えるという部分も、そこら辺もすごく実は気が

つかなかった部分かなというふうに思います。 

 施設見学だとか、網走はいっぱい見せるところ

もありますので、当市において体験という部分で

もいろいろな体験が幅広くできるというメリット

があると思いますので、持ち前の当然、食、そし

て自然と体験とも、こういった部分をつなげた部

分でコンパクトなものを売りとして行っていただ

きたいというふうに思います。 

 私からは以上です。 

○金兵委員 

 私のほうからも何点か質問させていただきま

す。 

 まず61ページの網走フェアの開催事業について

お伺いさせていただきます。 

 井戸委員のほうから何点か質問がありましたの

で、かぶらないところでお伺いしておきますけれ

ども、まず平成23年度が10月に開催されていて、

24年度が11月の１カ月間開催というふうになって

いたのですけれども、この事業をずらしたという

のは何か理由があるのですか。 

○嶋田商工労働課長 

 開催時期につきましては、こちらから要望した

というようなことではなくて、ホテルオークラの

ほうで毎月、町をテーマにして毎月、何らかの

フェアをやっていくといった中で、昨年度は11月

に網走を取り上げたいというような希望がござい

まして時期がずれたということになっておりま

す。 

○金兵委員 

 これは、そうしたらホテル側からの要望で時期

がずれただけということですね。 

 それで、この平成23年度も来られた方が6,000

名ということで、24年度が１万2,800名という、

倍というふうになっていますけれども、これにつ

いて原課としてはどのように捉えられているかお

伺いします。 

○嶋田商工労働課長 

 平成23年度6,000名弱の入り込みがあったとい

うことなのですけれども、それでも前年度対比の

入り込みでいきますと、それぞれのお店、11％か

ら多いところで23％増しというような状況になっ

ておりまして、10月自体の入館者といいますか、

入り込み自体がもともと少ない時期であるという

ことが言えると思います。 

 24年度につきましては、１万2,800人というこ

とで、こちらのほうも入り込みにつきましては各

お店で６％から９％の増というような形になって

ございます。 

○金兵委員 

 前年度対比と比べると網走フェアの開催の効果

が十分な増加が見られたということだったという

ふうに思って理解させていただきます。 

 それで、これは地場産品の販路拡大を図るため

に、網走の魅力や食材をＰＲするということが目

的というふうになっていますので、例えばこの札

幌のホテルのこのフェアをやった結果、何か網走

の製品が札幌のほうに拡大されたという実績とい

うのは何かあるのでしょうか。 

○嶋田商工労働課長 

 このフェアをきっかけにそういった販路拡大が

図られたかどうかというところは原課としては把

握はしていないのですけれども、このフェアと同

時期に札幌駅前の地下歩行空間で網走観光と物産

展ということで２日間のイベントを実施しており
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まして、こちらも地下歩行空間では去年が２回目

となっております。そこには海産物や珍味など幅

広く商品を展示即売という形でやっておりますけ

れども、お客様のその反応を見ますと、やはり網

走のこれをきょうは買いに来たと、これが目当て

で買いに来たというようなお客さんがふえてきて

いるという実感はしております。 

○金兵委員 

 網走産の食材がこれによってか、さまざまな努

力事業によってだというふうに思いますけれど

も、ＰＲをされているという現状は感じられたと

いうことだと思いますので、これについては理解

させていただきたいと思いますけれども、やはり

ＰＲして、やはりそれの先というのが多分、最終

目標だというふうに思いますので、それについて

も今後、いろいろと考えていただかなければいけ

ないかなと。 

 また、そこで網走フェアに行かれた方、たまた

まホテルオークラに行ったら網走フェアをやって

いたというお客さんもいるでしょうし、網走フェ

アをやっていたから行ってみようと思うお客さん

も、そのレストランに行かれたお客さんにもさま

ざまなタイプのお客さんがいるというふうに感じ

ております。 

 例えば網走フェアをやっているからと言って行

かれたお客さん、網走に興味を持っているので、

また今度、網走のほうに来てもらうような取り組

みというのも今後、必要になってくると思いま

す。 

 例えばなのですけれども、その辺をホテルオー

クラのレストランでそういうことが可能かどうか

わからないですけれども、先ほど井戸委員からの

質問の中でお客様の声は余り聞いていないという

ようなこともありましたので、例えばどのような

形でできるかどうかわからないけれども、アン

ケートをしてみるというようなことは考えてい

らっしゃらないのかお伺いいたします。 

○三島経済部長 

 網走フェアにつきましては平成23年度から札幌

のホテルで取り組んできている事業でございます

けれども、当初の目的は札幌において、札幌に住

んでいる方、観光客に網走の味覚を食していただ

くということとあわせまして、そこで網走をＰＲ

して、そして網走に食べに来ていただくというこ

とを目的として開催をしてきております。 

 札幌のホテルにおいて情報誌を媒体としたＰＲ

も含めまして行っておりますので、その情報誌を

見て来ていただいているお客さんもたくさんいる

というふうに聞いております。 

 ですから、今後はお客様の網走の食材に対する

どういう印象を持ったかということのやはり声も

聞いていく必要もあるのかなというふうに思って

おりますので、ホテル側のほうとも検討しながら

進めてまいりたいというふうに考えております

し、またこのホテルの料理長の考え方として、一

般の消費に回っていない隠れた食材というものが

ないかということで、網走に食材を探しに来てい

るということもございます。 

 昨年度につきましては、24年度につきまして

は、私も食べたことがないような白貝でしたで

しょうか、そういった貝類も実際に調理に挑戦を

していただいて、食材として提供していただいて

いるということもありますので、隠れた素材を出

していくということでも、このホテルの取り組み

というのは市としても評価しているところでもご

ざいます。 

○金兵委員 

 たしか、こちらは平成25年度も継続されている

事業だったと思いますし、期間中、来られたお客

様の数を見ても大幅にアップしてるということで

大変、私としても評価させてもらっているのです

けれども、実際問題、先ほども言いましたけれど

もＰＲが目的ではなくて、先ほど部長から答弁あ

りましたが来てもらうというものを裏といいます

か、最終的な目標であるということでしたので、

さまざまな取り組みを行っていただきたい。 

 例えばなのですけれども、今、部長のほうから

アンケートしてというか、アンケートをするとい

うような声を聞くような機会を捉えていきたいと

いうことでしたので、こういうことが可能だろう

かわからないですけれども、アンケートをしても

らって、その中から抽選で当たった方を網走にツ

アーで呼ぶみたいな大がかりなこと、おもしろい

ことをやってみてもいいのかなというふうに思い

ますので、さまざまいろいろ考えていただきたい

なということで、次の質問に移りたいと思いま

す。 

 続きまして、65ページ、薬用作物栽培促進事業

補助金についてお尋ねします。 

 こちらもずっと続けていかれている事業だとい
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うふうに理解させていただいていますけれども、

平成24年度の状況と評価についてお伺いさせてい

ただきます。 

○川合農政課長 

 平成24年度の薬用作物の補助金についてであり

ますが、こちらのほうは今、南部地区を中心に薬

草作物のセンキュウを栽培しておりますが、２団

体に回転リフトを１台ずつ、また２団体に各１台

ずつ収穫機を購入の助成をしております。 

○金兵委員 

 確か、平成24年度、夏はとても暑く秋がなく突

然寒くなったというような過酷な状況だったと思

うのですけれども、収穫実績としてはどうだった

のでしょうか。 

○川合農政課長 

 平成24年度の収穫実績でございますが、面積で

24.31ヘクタールの栽培をしておりまして、収穫

でいきますと、重量でいきますと８万4,292トン

の収穫をしております。 

○金兵委員 

 平成23年度のときも実績出していただいている

かと思うのですけれども、作付面積もふえていま

すし、収穫量もその分ふえているということで気

候の影響もそれほどなく収穫ができたのかなとい

うふうに思いますけれども、原課としてはどんな

考え方ですか。 

○川合農政課長 

 平成23年度は17ヘクタールで栽培しておりまし

て、６万4,895トンの栽培、収穫をしているので

すが、収量的には圃場間の差はいろいろございま

すけれども、24年はやはりちょっと天候のほうも

厳しいということもありまして、350程度の反収

でありました。 

 23年度は373ありましたので、若干ではござい

ますが収量のほうは落ちてはおりました。 

○金兵委員 

 天候の影響もあって若干下がっているのかな

と、それでもそれほど大幅に下がっていないとい

うような状況だと思います。 

 今後、市としてこの事業、まだまだ継続してい

くのかなと思いますけれども、もっとよりふやし

ていきたいというような方向性はお持ちなので

しょうか。 

○川合農政課長 

 こちらのほうは製薬会社のほうの意向もあるも

のですから、当初50ヘクタールということも言わ

れていたのですが、いろいろなところでの確保も

してきているところでもありまして、網走のほう

では今、25ヘクタールと少しでも拡大していく方

向ではいるところではあります。 

 また、網走のほうでもこのセンキュウの部会と

いうのが組織もされてきたところでもあります

し、今後も拡大していくのかなと、拡大していき

たいなというふうにも考えております。 

 また、国のほうでも薬用作物には力を入れてい

く方向でもありますし、この薬用作物の補助金と

いうのは平成25年度までの事業なのですが、今後

の方向につきましては生産者部会と、農協なり、

製薬会社、市と協議をしながらまた方向性を詰め

ていきたいと思っております。 

○金兵委員 

 こちら薬用作物はもともと中国のほうで大幅に

つくられていたのですけれども、こちらのほうの

気候に適しているのではないかということで、こ

ちらに来たという経緯もあります。 

 また、そのできたものについて品質がよいとい

う評価も出ているということですし、今後、国の

ほうでも力を入れていきたい、また高収益を期待

できる作物だと、今後、ＴＰＰの問題もあります

し、今後、農業の厳しい時代に入っていくか、

今、いかないような対策を私どももしていかなけ

ればいけないのですけれども、いろいろとありま

すのでこういった作物についてより積極的に力を

入れていただきたいというふうに思います。 

 次に、68ページ、鳥獣害防止対策事業について

お伺いいたします。 

 こちらは毎年、ずっと継続されている状況だと

いうふうには理解させていただいておりますけれ

ども、まず平成24年度、捕獲件数がここに出てお

りますけれども、被害状況がどうだったのかまず

お伺いしたいと思います。 

○川合農政課長 

 平成24年度のエゾシカの農作物の被害状況であ

りますけれども、全体でいきますとバレイショ、

テンサイ、麦、豆類、デントコーン、牧草、トウ

モロコシなどを合わせますと6,147万5,000円の被

害というふうになっております。 

○金兵委員 

 たしか平成23年度もそういう金額だったのかな

というふうに思っておりますけれども、やはりシ
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カについては順次駆除していかなければいけない

というふうに思いますけれども、このシカ捕獲件

数についての推移というのをお伺いしてもよろし

いでしょうか。 

○川合農政課長 

 平成24年度につきましてはシカの捕獲は313

頭、23年度はそれよりもちょっと多くて394頭、

その前、22年度につきましては242頭となってお

ります。 

○金兵委員 

 今年度もまたそれであれば300頭か350頭ぐらい

になるのかなというふうに思いますけれども、

今、ハンターの数が減ってきているという状況も

あります。 

 それとまた、ハンターが入りやすい状況をつ

くっていったらどうかという質問も以前、一般質

問のほうでさせていただきましたけれども、その

辺について平成24年度、またそれ以降で取り組ま

れていることということについてもお伺いいたし

ます。 

○川合農政課長 

 ハンターの数が少なくなっているということも

ありますので、市としましても銃、銃刀法の免許

を取るときに予備講習に対しては助成をしており

まして、ハンターの数を増加したいというふうに

も考えております。 

 また、今年度から新たに緊急捕獲対策事業とい

うのも始まりましたので、そちらのほうで捕獲の

ほうが強化されてきておりますので、そちらのほ

うを活用しまして捕獲のほうは詰めていきたいと

考えております。 

○金兵委員 

 シカ対策のほうについては、そのようにしてい

ただきたいなというふうに思います。 

 あともう１点、キツネなのですけれども、キツ

ネの捕獲件数についての推移はどのようになって

いますか。 

○川合農政課長 

 キツネの捕獲の推移でございますが、平成22年

度では97頭、23年度は92頭、24年度にいきますと

116となっております。 

○金兵委員 

 捕獲件数も伸びてきているのかなというふうに

思いますけれども、キツネに関して私、最近よく

キツネに会うことがふえまして、私の家の庭もキ

ツネにトウモロコシがやられてしまったという被

害も出ております。被害金額には入っていないと

思いますけれども、本当にキツネの数が多くなっ

たなというふうに思います。 

 それで、キツネの被害が農作物という街中を歩

いていることが最近多くなっております。そして

またキツネは夜行性ですので、夜歩いていること

が多いのかなと思いますけれども、このキツネの

捕獲について今後というか、平成24年度でふえて

いるということは何か23年度から24年度にかけて

取り組みを強化されたのかなというところは評価

するところでありますけれども、それについて24

年度でこんなことをやられた、今後こうしていく

というようなことがあれば教えていただけます

か。 

○川合農政課長 

 キツネの捕獲についてでありますが、農政課と

しましては、やはり農作物の被害を抑えるために

畑に、圃場に出たときにキツネの捕獲をするとい

うことで箱わなの設置をしていたところなのです

が、やはり最近、おっしゃるとおり市内のほうに

も出てきているということもありまして、キツネ

はエキノコックスという病原も持っているという

こともありまして、農政課だけではちょっと対応

できないということもありまして、生活環境課の

ほうとも協力をしながら箱わなの設置をしていま

して、今年度からはまた生活環境課と協力をしな

がら、連携しながら市内にも箱わなのほうを設置

してきております。 

○金兵委員 

 そうしましたら、その箱わなの設置のほうをふ

やしてきたので捕獲件数がふえたという理解で、

今後もふえていくのではないかというような捉え

方でよかったですか。 

○川合農政課長 

 はい、市内のほうの捕獲のほうも今、強化して

おりますので、今後もキツネの捕獲のほうは市内

にふえたものについては捕獲できていくというふ

うに考えております。 

○金兵委員 

 加えて今後も取り組みを強化していただきたい

なというふうに思いますけれども、このキツネも

そうです、最近、熊の出現も多くなってきたとい

うような情報もあります。 

 これらは森に食料が不足してきて、森林伐採な



 

－ 122 －

どによる環境の変化によるものではないかなとい

うふうに思います。 

 この同じ68ページの下のほうにも森林整備補助

金というのもありますので森林整備もあわせて進

めていっていただかなければいけないのかなとい

うふうにも考えております。 

 それら動物が街中におりてこないような森づく

りの必要性があると思いますけれども、どのよう

な観点から取り組まれているのかお伺いしたいと

いうふうに思います。 

○川合農政課長 

 まず熊のお話しでありますが、最近の新聞報道

でもありますとおり、森のほうにえさがないとい

うことで、ことしは街のほうにおりてくるのでは

ないかというふうにも言われておりますが、今の

体制でいきますと熊の目撃情報がありましたら猟

友会と合同でパトロールしてきまして、近くには

看板を設置してホームページ、報道などで注意喚

起をしております。 

 また、最近、熊の目撃件数も多くなりましたの

で、網走市内５カ所には熊の箱わなを設置して捕

獲のほうを考えているのですが、ちょっとなかな

かかからないというところではありますが、引き

続きしていきたいというふうに思っています。 

 またもう一つの森林の整備ということですが、

やはり森林のほうにいきますと伐採をして、植

林、造林をしていくということもありますが、伐

採をして天然更新をされているという方もござい

ますので、天然更新をされている方につきまして

も有利な造林事業というのがありますので、そち

らのほうで造林を進めていっていただきたいとい

うふうにも思っていますし、天然更新の場合であ

りましたら５年後には市のほうでも位置を確認す

ることになっておりますので、更新がされていな

い場合は指導もするということになっております

ので、そういうことをしながら森づくりも進めて

いきたいと考えております。 

○金兵委員 

 農作物で被害が出てしまえば、被害が出てくる

ようであればやはり鳥獣に関しては捕獲していか

ないといけないというのもありますし、森林のほ

うが整備されていって、そのまま動物たちが農作

物、森のほうで収まってくれればというか、そう

いう被害を出さないでいただくというのがいいこ

となのかなというふうに思いますので、人間と動

物が共存できるような森林づくりを進めていって

いただきたいというふうに思います。 

 次に、70ページ、サンゴ草群生地再生事業につ

いてお伺いいたします。 

 サンゴ草、詳しい説明はいらないのかなという

ふうには思いますけれども、けさの新聞にもちょ

うどサンゴ草のほうが３分の１、３割ほど復活し

てきたということで、見ごろがもうすぐ迎えます

よというような新聞記事がありましたけれども、

平成24年このような実績がありまして、今、現状

ということでありますけれども、それについて原

課としてはどのように捉えられているかお伺いい

たします。 

○田口観光課長 

 能取湖卯原内のサンゴ草ですけれども、平成22

年に地域が土を入れたりをして、23年度から生育

がよくなくなっているということで、昨年、24年

度におきましては、23年度にも入れた土をすき

取ったりしていたのですけれども、さらにまだ昨

年、乾燥化が見られた状況がありましたので、そ

れを解消するため若干、土をすき取り、さらに園

地内に呼び込む水をつくったりした工事をやった

ところです。 

 その成果があらわれまして、今回、その工事を

行った部分についてはおおむね生育が良好になっ

てきたというふうに考えておりまして、この取り

組みを今後、継続していきたいというふうに考え

ております。 

○金兵委員 

 そうですね、この取り組みが正しかったという

ことは今現在、証明されつつあるのかなというふ

うに思いますけれども、この事業をずっと続いて

いますけれども、回復のめどというか、目標とい

いますか、今、３割程度ということでございます

けれども、いつぐらいには完了しそうだというよ

うなものはあるのでしょうか。 

○田口観光課長 

 園地全体を三つの地域に区分しておりまして、

平成24年度やった地域と、それからことしは木道

の左側と、それから若干、先の部分と、さらに来

年はそのさらに先の部分を工事していきたいとい

うふうに考えておりまして、その工事の結果が出

るのは再来年ということで、そこを工事の終結点

と目指して取り組んでまいりたいというふうに考

えております。 
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○金兵委員 

 そうしたら再来年が工事の最終年ですので、３

年後には戻っていることを希望されながら進めて

いくということですよね。 

○田口観光課長 

 工事は昨年とことしと来年でやります。ですか

ら、工事は来年で終わりまして、サンゴ草の回復

が達成されるのが再来年を目指しているというこ

とになります。 

○金兵委員 

 そうしたら２年後の回復を目指してというよう

な状況で今後、進めていかれるということですけ

れども、私もこの間、サンゴ草祭りのほうに参加

させていただきました。やはり、あそこの場所が

明るくなっているとほっとするといいますか、よ

かったなという思いをしてきたのですけれども、

以前、サンゴ草祭りといえば観光バスがとまって

いるというようなことがあったのですけれども、

ことしに関してはちょっと観光バスの姿が見受け

られなかったのかなというふうに思いますけれど

も、今現在、３割ほどではありますけれども、回

復してきたことへのＰＲというのもあわせて行っ

ていかなければいけないではないかなというふう

に思いますけれども、どのようにお考えですか。 

○田口観光課長 

 サンゴ草の生育が不良になってから、主に首都

圏の旅行会社、道央圏の旅行会社もそうなのです

けれども、サンゴ草地域、卯原内地区に送客をし

てこないような状況になっております。 

 また逆に旅行エージェントとしてもどこに送っ

ていいのかが困っている状況もございました。 

 今回、サンゴ草の育成が順調に回復しておりま

すので、今後、エージェントに向けてはサンゴ草

が回復に向かっているということでＰＲを進めま

して、集客を図っていきたいというふうに考えて

おります。 

○金兵委員 

 せっかく回復してきていますので、観光客の方

に戻ってきてもらうような施策というのは、やは

り必要になってくるというふうに思いますので、

そこはやっていただきたいというふうに思うの

と、回復過程をこのようなことがありましたの

で、市民の方も知らない方もまだまだいるのかな

と思いますので、市民に知らせていくということ

も必要になってくるのかなと。こういう経過が

あって、こういうふうに戻りましたよというのも

一種の事業といいますか、ＰＲ活動していくこと

もあってもいいのではないかなと思います。 

 例えば、回復の過程、こんなことやりました、

あんなことやりました、こういうふうになりまし

たよというようなことをパネルにして、エコセン

などでパネル展ということで、それを逆にＰＲに

結びつけるというような取り組みがあってもいい

のかなというふうに思いますけれども、いかがで

すか。 

○田口観光課長 

 サンゴ草の生育の回復については、おおむね順

調にはきているのですけれども、まだ本当に回復

が始まったばかりという状況もございますので、

もうしばらく回復の工事を進め、実態を見なが

ら、最終的にはそのようなことをしていきたいと

いうふうに考えております。 

○金兵委員 

 最終的にそのようなことがお考えなら、今から

ちょっと準備をしていかないと、最後の年だけの

パネルというのも、それはそれでちょっと寂しい

ものがあるので、そういうこともあわせて考えて

いただきたいなと。 

 欲を言えば、２年後に回復するというのは私も

思っておりますので、それが順調にいって、その

様子をドキュメンタリー番組か何かテレビで取り

上げてもらうのが一番いいＰＲ活動だと思います

ので、そのような大きなことも考えつつやって

いっていただきたいというふうに思います。 

 これで質問を終わります。 

○栗田委員 

 農政関係についてちょっと質問をさせていただ

きます。 

 鳥獣のほうは先ほど金兵委員のほうからあった

とおりなのですが、多分、もっと基本的なことで

解決策をねらっていかないと、今のやり方を踏襲

しながらというのはなかなか難しいかなと。特

に、その被害を聞くと多大なる被害が出ていると

いうことで、特にシカが問題だろうと思います。 

 この辺に関しては、各自治体それぞれ苦慮され

て、その取った食肉の関係等の方向性も考えてい

るようですけれども、現在、やはり考える中でハ

ンターに対する報酬が余りにも低すぎるというの

が根本的にやはり問題なのかなと。もちろん、ハ

ンターの方が高齢化しているのと、少なくなって
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いるのもよく聞いてはいるのですけれども、出動

したから必ず取れるという種類のものではないの

で、から歩きが非常に多いということで、その辺

の対策をしっかりしてあげないと、やはりただで

走って歩けるわけではないので、その辺の対策等

をどのように考えているか、まずお聞きしたいの

ですが。 

○川合農政課長 

 ハンターの報酬が低いのではないかということ

ですが、先ほどの金兵委員のときにもお話しをし

ましたが、今、捕獲をしますと１万円の捕獲料金

というか捕獲料が出るのですが、国のほうでもや

はり有害鳥獣対策というのが必要だと、被害も大

きいということで、ことしから３年間、緊急捕獲

対策事業というのができまして、その中で１頭当

たり8,000円を上乗せして捕獲のほうを促進、促

していこうと、被害のほうを防止しようという計

画になっておりまして、網走市もその事業を活用

しまして、今、１頭当たり１万8,000円の捕獲が

出るような仕組みにしております。 

 そういうことで、ことしからやっているわけな

のですが、この事業が始まったということで捕獲

のほうも春先から増頭しておりまして、やはり春

というのは出産期の前でありますので、お腹にま

だシカの子供がいるというところで捕獲をすると

いうことで、より有効的なものにもなっているの

かなということもありますので、この事業を活用

しながら猟友会とは捕獲のほうを詰めていきたい

と思っております。 

○栗田委員 

 若干のベースアップというか、上がっていると

いうのはわかるのですけれども、それでも安いで

すよね。実際、出てこれだけ１頭捕獲して、その

処理も全部しなくてはいけなということを考える

と、まだまだ僕は安いのかなという気がします。 

 それは引き続き、いろいろな形で努力していた

だいて、なるべくその対価に合うような労賃が差

し上げられるようなシステムを考えていただきた

いなと思うのと、やはり今、言われた春先の駆除

に関してはスノーモービルを使えないというのが

やはり一番のネックになっているのではないかな

と思うのです。それは、いろいろな規制の関係

で、主に聞くところによると営林署関係のほうの

規制があるようなことを聞いているのですが、そ

のスノーモービル等を利用することによって、か

なり捕獲というのを効率的にでるのではないかな

と思うのですが、その辺についてはどうでしょう

か。 

○川合農政課長 

 捕獲の方法等でありますけれども、スノーモー

ビルを使えば捕獲のほうも効率的にできるのでは

ないかということもありますが、その辺につきま

しては森林管理所とも話をしながら、あと猟友会

とも話しながら進めていきたいと思っています

し、あと夜間には発砲できないということもあり

ますので、そういったところもできるだけ緩和で

きるようにしてもらいながら効果的な捕獲の方法

を進めていきたいと考えております。 

○栗田委員 

 ぜひともいろいろな規制があると思うのですけ

れども、そこをずっとクリアしないと、いつまで

たっても効率的なことができないので、現実的に

固雪というか雪のあるときに機材を使えないと非

常に苦しい話なので、それによって高齢者の方は

中まで入られない等もいろいろ出てくるのでしょ

うから、また搬出についてもやはり、かなり効率

的になるということで、その分を考えるとぜひと

もその辺は研究、調査、その他の各官庁要請をし

ていっていただきたいと思います。 

 鳥獣に関しては終わります。 

○七夕委員長 

 ここで、暫時休憩といたします。 

午前10時57分 休憩 

 

午前11時07分 再開 

○七夕委員長 

 休憩前に引き続き、再開をいたします。 

 質疑を続行いたします。 

○栗田委員 

 続きまして、飲料水の供給施設の整備に関する

ことに対してお伺いをいたします。 

 平成24年度に、これは多分、ボーリングの管等

の整備をしたということなのですが、成果の中に

は書いてありますが、新設の工事をしなくてはい

けないということで、多分25年度やっているはず

なのですが、その辺についてちょっと御報告願い

ます。 

○川合農政課長 

 飲料水供給施設の整備事業でありますが、こち

らのほう、今、管理としては嘉多山地区と音根内
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地区を管理しておりまして、嘉多山地区では７戸

39名の飲料水の供給施設を管理しております。 

 こちらのほうが平成24年度の事業であります

が、道道の横断管が鉄管であったものですから、

車の振動などで鉄さびが落ちて、それが各家庭に

届いているということもありまして、その配水管

の布設がえ工事を行ったものであります。 

 また、その後、調査をしました結果、井戸のほ

うが閉塞しているということで25年度に新たな井

戸を掘削しまして、新しい水源にしましてにごり

をなくした水道の供給をしているところでありま

す。 

○栗田委員 

 この上水道関係のほうの話になると所管がか

わってくるのですけれども、これは農政がやるべ

きことかどうかは別にしましても、今、たまたま

この担当しているということですから、この地

域、実は嘉多山地区も音根内地域もやはり水道の

要望が、上水道、もしくは簡易水道を何とかして

ほしいという要望が強いのですけれども、今後の

方向性として、こういうふうにボーリングによっ

て供給している部分については、ある程度、供給

できていると思うのですが、最近のいろいろな地

下浸透汚染の関係もあって、なかなか地下水をそ

のまま飲料水にするという部分では危険性も少し

出てきたのかなというふうに考えますので、将来

に向けてどういう、これは農政でそのものを言え

るどうのこうのではないでしょうけれども、現場

サイドとしてどのように考えているかなというこ

とをお聞きしたいです。 

○三島経済部長 

 農政課で所管しています２カ所の飲料水供給施

設についてですけれども、毎年、水質検査等を行

いながら適しているかどうかということで供給を

しているところでございますが、地域の方々から

は先ほど委員がおっしゃったように違う形での施

設、浄水ですとか簡易水道という声もあるという

ふうには聞いておりますけれども、担当の所管部

としましては、現在あるこの飲料水供給施設を適

正な維持管理のもと供給していくというふうに考

えているところでございます。 

○栗田委員 

 現状を考えるとそういうことになろうかなと思

うのですが、戸数が７戸、今の部分だけでも聞く

と７戸39名ですから、その部分に簡易水道という

のはなかなかコスト的な部分で、またできたとき

の受益者の負担という部分でも厳しいのかなとい

う気がします。 

 ただ、ほかの地域ではもう既に簡易水道等整備

されている部分があったときに変な言い方ではな

いですけれども差が出てしまうと、その地域地域

でそういう格差が出てしまうという部分はいかが

なものかなという気もしないではないです。 

 できることならば、多少のその受益者の方々の

多い負担も了解を得た上でちゃんとした安全、安

心な水の供給というのはやはり、その地域に住む

人たちにとっては必要不可欠であり、今後、未来

永劫にやはり第１次産業の基盤として農業を従事

してもらうためにはやはり、その地域に住んで営

農をしていただかないとだめだという原則があり

ますので、その辺も踏まえながら、これは所管が

またがっていろいろあるでしょうけれども、市と

してしっかりと将来性を考えていただきたい要望

をいたします。 

 続きまして、農地・水保全の関係なのですが、

これは実は1,200円から900円に減額して今、現状

があると思います。ある程度、地元の人たちとの

協力体制、いろいろな制度的な運営体制が整備さ

れてきつつあり、大変、有効になっているのかな

と思いますけれども、心配なのはこの制度の先が

どこまで続くかというのが非常に問題なのです。

国のほうと負担割合もありますし、市のほうでも

負担していますので、そんなことを考えると、こ

の中、知ってのとおり愛護組合の関係の予算も多

分、一緒になっているのかなと思うのですけれど

も、その辺の将来についての見解をまずお聞きし

たいと思います。 

○川合農政課長 

 この今、農地・水保全管理対策事業であります

が、現行の事業につきましては平成24年度に始ま

りまして、今のところ28年度までというふうに

なっております。 

 今、政権交代もありまして、いろいろ制度の見

直し等も進んでくるのかなというところもありま

すが、その辺の動きを見ながらということにもな

りますが、この制度はやはり地域の農村環境を整

備するというところでは、やはり重要な事業だと

いうふうに考えておりますので、国の動向を見な

がらこの事業については引き続きしていただける

ように要請のほうをしていただきたいと考えてお
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ります。 

○栗田委員 

 そういう状況の中で、要は今まで区会ごととか

いろいろな集団ごととかの中で、個人的に皆さん

ボランティアでやっていただくところに一定の費

用が対価されるということで、その部分では非常

にいい政策だと思います。 

 今、心配されているのは、特にこれは農村地域

になるのですけれども、ゲリラ豪雨等による河川

の増水、氾濫、崩壊、管理道路等の崩壊等、いろ

いろなそういう問題も含めた中でやはりこの事業

がこれからも積極的に推進されなくてはいけない

だろうというふうに私も考えております。 

 これも何度か質問といいますか、お願いをして

いたのですが、各地域である程度のしばりという

のがこの事業はあると思うのです。その中で、例

えば例を挙げると網走川湯線も昔の豊栄中学校の

前に、昔斉藤商店というお店があったのですけれ

ども、あそこがもう崩れて非常に危険な状態とい

うか、もう人間も入れないので危険とは言えない

のかもしれませんが、美観的にも全て含めてひど

い状態なのですが地権者が何としてもそれを片付

けないという現状があるのですけれども、区会の

中でも区長たちにお話を聞くとやってもいいのだ

けれども、了解がとれればみんなで片付けたいの

だみたいなこともあるのですが、それがこの政策

に合致するかは別にしても、そういう環境の中で

入れ込んでいることが可能かどうかということを

まず聞きたいと思います。 

○川合農政課長 

 その廃棄、廃屋といいますか、この地域のこの

農地・水保全管理事業でできるのかということで

すが、その辺ちょっと、これは地域の環境整備と

いうことで使われるものですから、その個人の方

の所有物に対してできるかというと、なかなか厳

しいものがあるのかなというふうには考えており

ます。 

○栗田委員 

 わかっていて聞いているのですけれども、たま

たま横に河川があったり、いろいろその敷地は完

全に個人の所有権がついているでしょうし、ただ

洪水のときはそれを巻き込んで河川をふさぐ可能

性もあるというようなこじつけもできないことは

ないだろうということもあるのですが、もう

ちょっと柔軟に対応できることがないのかなとい

うふうなことなのですが、個人の所有権ですか

ら、それがはっきりしない限り難しいのだという

見解でよろしいですね。 

○川合農政課長 

 やはり個人の所有物なので、やはりそのあたり

はちょっと難しいのかなというふうには考えてお

ります。 

○栗田委員 

 ほかの部署でもいろいろ廃屋対策といいます

か、いろいろな法的なことも考えていらっしゃる

ので、それは連携しながらということになろうか

と思いますが、それは了解をいたしました。 

 続きまして農業基盤施設の事業なのですが、

293万円ですか、これは藻琴川流域の排水ポンプ

の設置等だと思うのですが、実はこれをつけたこ

とによって早速、先週来の降雨に対して稼働して

いたという実績もあろうかと思います。 

 これは非常に常設でああいうものを置いてもら

うということはいい成果だったなというふうに考

えます。その管理等でまだしっくりきていない部

分があろうかと思いますけれども、その辺を設置

して、まずは稼働実績、それについてどのような

ものを設置して、どういうふうに稼働しているか

というのをまずお知らせいただきたいと思いま

す。 

○川合農政課長 

 こちらの農業基盤施設管理事業でありますが、

藻琴川の流域の排水溝にポンプを設置しておりま

して、こちらのほうは平成25年度までの計画で４

基、農業用としては設置する予定となりまして、

24年度には３基目を山里のほうに設置しておりま

す。 

 設置としましては、ポンプを置く架台を一つつ

けるのと、そこにポンプを１台配置して、大雨等

で排水が藻琴川に流れて飲み込めないという場合

に対応するようにポンプは設置しております。 

○栗田委員 

 そもそも原課のほうで押さえているのは、どう

してこういう、言うならば水がはけていかない

と、逆流してしまう原因になったのかというのは

御存じなのでしょうか。 

○川合農政課長 

 今、今回も台風18号で水の冠水の被害があった

ところですが、やはり水路が多くなった場合に雨

が、降雨が多かったりする場合にやはり藻琴川の
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水位も上がりますし、山里のほうからといいます

か、山の上のほうからの水も排水も流れてくるも

のですから、その辺が集まりまして飲み込めない

ということがあるというふうには考えておりま

す。 

○栗田委員 

 そこは、それは一般的な話なのですが、その原

因というか、ああいうことが起きだしたというの

は最近の話なのですね。 

 認識として持っていてほしいのですが、やはり

一番大きな要因は河口、川の口のところにつくっ

た沈砂池が影響しているということは事実として

あるということなのですね。 

 それは直接、市の事業ではないですけれども、

藻琴湖の保全という感覚で漁業権、その他の申し

合わせで農家サイドも納得した上でつくった話な

のですけれども、そこが根底にあるということは

理解しているということでいいですか。 

○川合農政課長 

 その藻琴川の下流に沈砂池をつくっているとい

うことは、こちらのほうでも認識しております

し、そういう沈砂池の浚渫等についても藻琴川の

環境保全対策連絡協議会というところで開発、

道、市、大空町、農協、漁協などの関係機関で情

報の共有を図りながら藻琴川の環境保全というの

には努めているというふうに考えております。 

○栗田委員 

 押さえておいてほしいのは、あそこで水位が極

端に上がってしまったということが事実としてあ

るわけです。 

 そのために、今までは私もあそこの地域にずっ

と住んで、子どものころから住んでいますけれど

も、いまだかつて昔も大雨はありましたし、大き

な台風もありました。そういうときにも、そうい

う状況にはならなかったということですから、そ

れは最大の要因であるということは認識として押

さえてほしい。 

 では、それに対する対策として、こういうふう

に設置をして常設をすると、すごくスピーディー

に対応していただいているなと感心しています。

こういう対応がやはり必要なのかなと思います

し、本来であると市がそこまでしなくてもという

ところもあるのでしょうけれども、常設のもの

で、多分、発電機などはリースで借りてきて常設

で置いておくことはできないので、持ってきて

らっしゃると思うのですけれども、ほかの地域で

も多分、何カ所かあると思いますので、そういう

対応等はやはり今のいい成功事例だと思うので

す。あれをつけることによって、今まで手でやる

ことによっていろいろと時間もかかって、時間勝

負のものもあるので、あとちょっと心配なのは水

門の管理とか、その辺を農家サイドとしっかりと

打ち合わせをしながらやっていただければ、冠水

被害というのは大分防げるのかなと思いますの

で、その辺は要望して、一つの成功事例として私

は評価したいと思います。 

 以上です。 

○川合農政課長 

 先ほど、金兵委員の質問の中で、薬用作物のセ

ンキュウの作物の生産量のところだったのです

が、私のほうで単位のほうをちょっと間違って説

明しましたので、そちらのほうを訂正させていだ

きたいと思います。 

 先ほどトン表示で御説明したのですが、セン

キュウの生産実績でありますが、平成23年度は６

万4,895キロ、24年度は８万4,292キロということ

で、私のほうでキロとトンの間違いをしておりま

した。訂正させていただきます。失礼いたしまし

た。 

○七夕委員長 

 金兵委員、よろしいですか。 

 では次、山田委員。 

○山田委員 

 私のほうから何点か質問させていただきます。 

 まず、商工労働の件なのですけれども、成果報

告書59ページ、中小企業人材育成補助金というと

ころなのですけれども、毎年、質問をしているの

ですけれども、この中小企業大学と呼ばれる研修

でありますけれども、非常に有効な取り組みだと

いうふうに思っております。網走市と限らず、商

工会議所、信金も取り組んでいると、そういうこ

との事業であります。 

 去年ぐらいまでは３日間コースが多くて、なか

なか参加しづらいというところもあったのですけ

れども、最近見ますと２日間コースで行っていま

すので参加しやすい環境ができたなというふうに

思っています。 

 この事業がなぜいいかというと、中小企業の社

員とか経営者がいろいろな経営上のこととか、あ

るいは労働上、モチベーションを上げたり、学ん
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だりする場所であると、さらに異業種交流もでき

ると、そういう場所であるというふうに思ってい

ます。 

 今期、４事業者８名ということなのですけれど

も、今期というのは平成24年度なのですけれど

も、この業種的にはどういうような業種の方が、

事業者があるかとか質問いたします。 

○嶋田商工労働課長 

 平成24年度に４事業者、８名の方が受講されて

おりますけれども、正直申し上げまして業種はば

らばらでございます。事務系から建設業、機械装

置とか、毎年なのですけれども限られた業種とい

うことにはなってございません。 

○山田委員 

 業種ばらばらで理想的なのですけれども、ここ

数年、統計を見たところ、私は見ていないですけ

れども、見たところやはり同じ事業者ばかりか、

あるいは新規でどんどん出てきているのか、その

辺をお聞きしたいのですけれども。 

○嶋田商工労働課長 

 平成24年度の場合で申し上げますと、新規で受

講された会社は４事業者のうち１事業者でござい

ます。また、25年度に入りましてからも、今年度

も、25年度も多くの方の申し込みがございまし

て、25年度の場合は４事業者が新たに申請があっ

たと、８月末現在で25年度、８社からの申し込み

がございまして、そのうちの４事業者が新規の申

し込みということになっております。 

○山田委員 

 今、聞いたところ少しずつ知れていると、周知

できているということで大変、喜ばしいと思いま

す。 

 恐らく、コースが２日間コースになったので参

加しやすくなったなというふうな感想を持ってい

ます。 

 この事業は非常に有効ですから、今後も続けて

いってほしいというふうに希望するものでありま

す。この事業に関しては、ここまでにいたしま

す。 

 次に、地域公共交通調査・検討事業負担金とい

うことで、63ページ、一応、この事業は９月、今

年度、平成25年９月30日で終了することになって

おりますけれども、これから結果が出てくるのだ

ろうと思いますけれども、現在、考えている中で

この事業というのは継続すべき事業かどうかとい

うことは今のところどのように考えておられます

か。 

○嶋田商工労働課長 

 ただいま委員からお話しがあったことし９月ま

でというのは、現在、実証試験運行を行っており

ます西山通線と二ツ岩線の実証試験運行のことで

はないかというふうに考えますが、この２路線に

つきましては10月からは民間事業者の主体による

運行ということになりまして、ある意味、活性化

協議会の手から離れるといいますか、その二つに

ついてはそうなるわけなのですけれども、平成23

年３月に地域連携総合計画を策定いたしまして、

協議会としてこれからも地域公共交通の維持確保

のためにまだまだ検討していかなければならない

ということがございます。 

 市内におきましてもまだ地域公共交通が空白、

あるいは不便地帯というふうになっている地域も

まだまだございますので、そちらのほうについて

もどうしていくかということも今後の課題となっ

ておりまして、そういった意味ではこの地域公共

交通調査・検討事業というのは継続していく考え

でございます。 

○山田委員 

 今、おっしゃっていたとおりです。次からは、

このコミュニティーバス、西山通等については民

間業者でやっていただけるということで、ある意

味で網走市の取り組んだものが民間事業者もそれ

を受け継いでやってくれるというきっかけづくり

になったということは、交通弱者にとっては喜ば

しいというようなことに思います。 

 公共交通の使命というのは、交通弱者の救済と

いうわけではないですけれども、やはりよそから

来た人たちもバスのない町というのはなかなか行

けないわけです。ですから、この辺はなかなか厳

しいかもしれませんけれども、状況を見て続けて

やっていただきたいというふうに願っています。 

 私のほうで東京農大のお母さんとか、そういう

人と会うことがあるのですけれども、やはりバス

がすごく重要らしいです。私たちは網走に住んで

いるので車がよく８割以上利用しているのですけ

れども、向こうの方は車というよりも公共交通と

いうことなものですから、バスのない町は困ると

いうか、行きづらい町というふうになっています

ので、ぜひその辺、見守っていただきたいと思い

ます。この質問に関してはこれで終わります。 
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 次に、69ページの植樹祭実施事業なのですけれ

ども、この事業は非常に息の長い事業でありま

す。昭和33年から行っているというふうに書いて

ありますが、網走でも伝統行事のようなもので、

これを楽しみにしている市民が結構多いと。こと

しも去年もそうなのですけれども、大曲湖畔園地

で植樹をしているのですけれども、あっという間

に終わって、何か物足りないなというような感じ

で帰る場合があると、それはたくさんの方が参加

しているからいいのですけれども、それで長年

やっているのですけれども、この湖畔園地以外と

いうか、湖畔園地の目標はどの辺で終わって、次

はどういくのかというような疑問というか思いが

あるのですけれども、その辺はどのように考えて

いますか。 

○川合農政課長 

 植樹祭実施事業でありますが、委員もおっしゃ

るとおり伝統ある行事でありまして、55回を迎え

ているということで、こちらのほう、大曲湖畔園

地のほうでは今やっている最中でありますが、平

成22年からやっているところでございますけれど

も、敷地のほうももう手狭になってきているとい

うこともありまして、あとできても１年できるか

どうかということもありまして、今後については

大曲湖畔園地も含めて、あと天都山なりも市有物

件がありますので、天都山なり呼人というところ

も検討して来年に向けて実施のほうは進めていき

たいと考えています。 

○山田委員 

 湖畔園地、僕も何回か行ったのですけれども、

そろそろかなと思ったのですけれども、伝統行事

という、これは伝統行事ではないのですけれど

も、そういう意味合いがあって毎年、お年寄りも

含めて楽しみにしています。 

 そういった意味では、何か参加するとボラン

ティアをしているような感じにもなるし、町に緑

がたくさんあったらいいなというお年寄りや若い

人もたくさんいますので、ぜひこの辺、ずっと続

けていけることを希望いたします。 

 ここは、その辺でなのですけれども、次は観光

課所管の73ページのチャーター便誘致対策事業補

助金の質問をいたします。 

 予算書、決算書を見た限りでは、この事業自体

は本当に成功だったのかなというような数字を見

ただけで感じるのですけれども、結果800人ぐら

い誘致しようという中で32名だったというところ

で、ちょっと残念な結果かなというような感じが

しました。 

 そこで、まず航空会社が韓国のジンエアーに

絞ってやられていたと思うのですけれども、この

辺の経緯をちょっとお答えいただきたいと思いま

す。 

○田口観光課長 

 チャーター便の誘致についてですけれども、昨

年のチャーター便の実績は、この韓国のジンエ

アーの１回、１回といいますかお客様を連れて来

て１回、そしてまた連れ帰って１回で、計２回と

いう形になるのですけれども、これだけの実績と

なっております。 

 私ども、チャーター便の誘致につきましては、

プロモーション等を行いまして積極的に行ってい

るところですが、残念ながらそこから実績が生ま

れたわけではなくて、今回のこの韓国のジンエ

アーにつきましては、北見のＪＴＢが独自に動い

てこのチャーター便を運航したという実績になっ

ております。 

○山田委員 

 北見のＪＴＢが動いていただいていたのですけ

れども、私ちょうど事業がやってみなければわか

らないから、別にやって悪いとかではなくて、や

はりやって失敗であったとしてもやったほうがい

いと、ただこれ失敗かどうかの評価かわかりませ

んけれども、できればもっと集める形をとって、

多分、北見であるから網走はそういうふうに応援

したわけではないけれども、網走にぜひ来てほし

いから、北見で募集すると多分、北見のほうに脚

光、宿泊客がたくさん泊まっていたのかなと思う

のですけれども、この辺、乗合するときもっと網

走をＰＲできるような形にしてほしいなというふ

うに思っています。 

 それで、次の展開も方向性ということで考えて

おりますけれども、なかなかチャーター便は来な

いと思うのですけれども、市としても取り組み、

今後も含めてどのように考えますか。 

○田口観光課長 

 このチャーター便誘致対策事業補助金ですけれ

ども、この補助金の内容としましては女満別空港

を利用したチャーター便に乗ってきたお客様が、

網走に宿泊した場合、１人当たり2,000円をその

旅行を計画したエージェントに支払うものとなっ
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ております。 

 それで、チャーター便を誘致するに当たりまし

ては、何らかのインセンティブが必要ということ

が考えられまして、このような制度をつくったわ

けでありますが、残念ながら実績的にはこのよう

な結果となっているところでございます。 

 今後におきましても、チャーター便の誘致につ

いては積極的に進めなければならないという認識

から、この補助金は一つのチャーター便を誘致す

るフックとして必要というふうに認識しておりま

すので、継続してまいりたいというふうに考えて

おります。 

○山田委員 

 今、答弁があったように、私も１回きりでこう

だからではなくて、粘り強くやることによってふ

えていく可能性が高いと思いますので、その辺、

継続して取り組んでいただきたいというふうに

思っております。 

 このチャーター便に関してはこの程度なのです

けれども、次の質問に移りますけれども、73ペー

ジ、同ページですけれども、芸能プロダクション

タイアップ事業補助金について質問いたします。 

 この取り組みは観光事業ですから、網走を売る

と、その手段は考えられることは何でもやってい

くということは必要であります。 

 今回、吉本興業の芸人さんが単年度で網走を

売ったり、自分を売ったりする形でよくやってく

れたのではないかというふうには思っておりま

す。 

 しかし、これ単年度で終わると何かお祭りが終

わったような感じになってしまうのですけれど

も、これはむしろできるものであれば吉本興業の

芸人、吉本網走ではないですけれども繰り返し新

しい住みます芸人が来れるような形にできないも

のかなというふうに思うのですけれども、その辺

はいかがでしょうか。 

○田口観光課長 

 芸能プロダクションタイアップ事業ですけれど

も、これは委員のおっしゃるとおり吉本興業から

芸人さんを派遣していただき、１年間、住みます

芸人ということで活動していただきました。 

 一つの話題づくりもありますし、その芸人によ

りまして網走をＰＲしていただくということで

やったわけですけれども、本人の努力も相当あり

まして、一生懸命やっていただきましてかなり活

動していただきまして、市内では知名度が上がっ

たと思います。 

 全国的にはどうかというとなかなか難しいので

すけれども、吉本興業というバックボーンがあり

ますので、そこで行っているインターネットとか

活用しまして、全国にも情報を発信しておりまし

て、またテレビにも数少ないですけれども出たり

もしまして、多少ならずとも網走の知名度を上げ

るのに貢献していただいたと思います。 

 ですけれども、この事業につきましては今回で

終了という形を考えておりまして、今までつくっ

てきました吉本興業との連携とか、こういうもの

を今後さらに発展させていく方向で考えていると

ころでございます。 

○山田委員 

 今おっしゃったとおり、非常に効果があったと

いうふうに思います。彼がいたときにナインティ

ナインの岡村さんとかジミー大西さんとか来て、

長いビデオ放映になったと。彼らがハローケイス

ケさんと偶然会ったようにしているけれども、実

は多分、裏で合わせるようにして網走を売ってい

たという、１人でも芸人がいると全国放送で見ら

れて、そのＤＶＤや何かは結構売れていると、私

も東京の人に見せたりしますと、やはり見たこと

あるとかという人もいます。 

 ですから、できれば芸人がいて、去年あたりい

ろいろな網走の人たちに聞きますと喜んでいたよ

うな雰囲気がありました。ですから、できるので

あれば何回も言いますけれども吉本さんとパイプ

ができたのですから、継続して１年置きでもいい

です。そういう形で来られたほうがいろいろなＰ

Ｒをするよりもいいのではないかなというような

感じがあります。 

 言われたようにパイプを通して今後、考えると

は言っていますので、ぜひこのような事業を続け

るようにお願いますということで、私の質問は終

わります。 

○平賀副委員長 

 それでは質問をさせていただきます。 

 最初に商工労働の関係のところから質問してい

きたいと思います。最初に、成果報告書の59ペー

ジの花火大会魅力アップ事業補助金のところで伺

いたいと思います。光と音の一大ページェントを

目指していくということで、非常に評価の高いも

のというふうに私も思っておりますけれども、ま
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ず最初に確認したいのは花火の打ち上げがふえた

ですとか、音響が強化されたとかいろいろ書いて

あるのですけれども、網走市として予算を掛けた

部分というのはどこになるのを確認したいと思い

ます。 

○嶋田商工労働課長 

 花火大会魅力アップ事業の市の補助金200万円

の使われ方ということでありますが、打ち上げ花

火にかかる経費というものが大体1,200万円

ちょっとかかっているのですけれども、それが市

のこの200万円を使って例えばイベント全体の魅

力を図ってほしいということでの補助金の意味合

いなものですから、当然、その花火の打ち上げの

数がふえたということにも使われておりますで

しょうし、警備員の強化という面でも使われてい

るということで、どれにということでの目的を

限った補助金ではないということでございます。 

○平賀副委員長 

 いわゆる包括的な補助金として出しているの

で、そこの実行する団体のほうでそこを判断をし

て適切に使われているということなのだというふ

うに理解をさせていただきます。 

 やってみて非常によかったと思うのですけれど

も、どのような評価をされていて、それが今年度

もいい形でやられていますけれども、どのような

形でその評価が生かされて改善をされてきたのか

という、取り組みの状況についてお伺いいたしま

す。 

○嶋田商工労働課長 

 まず、この平成23年度に市が補助金出さない中

で実行委員会の予算の中でやっていたときは、こ

の音楽と連動したプログラムというのは１曲であ

りました。 

 その評価が大変好評だったということで、24年

度、市のほうでも200万円の予算をつけてもっと

魅力を図ってくれというようなことで、24年度は

この連動したプログラムが２曲にまたがりまし

て、これもまた大変、好評をいただいていたとい

うところでございます。 

 これにつきましては、25年度もさらに今度はス

ポンサー企業のほうからそのスポンサー料を値上

げするので、この連携したものを、プログラムを

採用してほしいというような要望もあったという

ようなことで、25年度はさらに１曲ふやして３曲

のプログラムが実施されたということになってお

ります。 

 また、24年度については、音響の機材が若干ふ

ぐあいといいますか、音が届かなかった部分も

あったという反省に立って、25年度についてはそ

この部分をさらに強化いたしまして、25年度につ

いては音響の面でも高い評価をいただいていると

ころでございます。 

 また、24年度からは２条通を一部通行どめにい

たしまして、歩行者、観覧者の安全確保に努めた

ということで、入場者も24年度が４万人、25年度

は４万2,000人ということで、年々ふえてきてい

る状況でございます。 

○平賀副委員長 

 この平成24年度の予算200万円がきっかけと

なって、一般の市内の事業者さんからの予算の提

供というのですか、企画の提供含めてかもしれま

せんが、呼び水になっていったということを含め

て評価をされていると、そういうことでよかった

ですか。 

○嶋田商工労働課長 

 そのように評価しております。 

○平賀副委員長 

 理解させていただきました。さらなるものに高

めていくことも、期待を含めて市民のほうも見て

いると思うのですけれども、今後、いろいろな状

況踏まえて、さらなる取り組みをというところで

今まで実施をして、何か考えているところがあれ

ば伺いたいのですけれども、いかがでしょうか。 

○嶋田商工労働課長 

 この花火大会、平成25年度の分についてようや

く決算ができたばかりということですので、来年

度の取り組みについてはこれからまた実行委員会

のほうと詰めていきたいというふうに考えており

ます。 

○平賀副委員長 

 音と花火と光という形で取り組んでいるところ

は、相当ふえてきているなというふうに思いま

す。道内でももちろんですし、全国的にもポピュ

ラーになってきているなというふうに思います

が、そことどうやって差別化をしていくのかとい

うことも大事なのだろうなと思います。 

 規模的に予算を幾らでも拡大するというわけに

はまだいきませんから、創意と工夫が必要だと思

うのですけれども、例えばまだ取り組まれていな

いだろうなと思うことを考えていくと、音と光を
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組み合わせるということではプロジェクション

マッピングなんていうのも一つ方法としてはある

のだというふうに思います。建物に映すというこ

とが基本になっているものですけれども、湖面、

水面があったり、岸壁があったり、使えないこと

はないのだというふうに理解をしているのですけ

れども、そういった面でも光という部分ではよく

レーザー光線なんかあるのですけれども、ありが

ちなので調べてみると花火大会でそういうものを

使われたというケースはどうやらないようですの

で、そのようなこともぜひ検討していただきたい

なというふうに思います。そこは一つの提言とし

てとどめておきます。 

 次の質問に移ります。物づくり関係のこと全般

について伺いたいと思いますが、新製品のプロ

モーションですとか、ものづくり総合支援事業で

すとか、それぞれ事業を行い、それぞれの実績が

あるというふうに思います。予算の決算額を見て

も、満度に使われているものがあれば、そうでも

ないものもある状況です。 

 基本的には、さまざのな答弁、質疑の中で食に

関する物づくりというものを力を入れていきたい

のだという答弁があったところですけれども、そ

この観点に絞っていくとどのような評価をこの物

づくりの各種補助事業に対してされているのか伺

いたいと思います。 

○嶋田商工労働課長 

 ものづくり総合支援事業ということで、食に限

らず支援というのは幅広くやってきておりますけ

れども、やはりその中でも食というのはやはり裾

野が広いということで特に力を入れている部分で

はありますが、2011年に漬け物グランプリで優勝

をしたというような賞品も出ておりますし、食に

関してはコンスタントにといいますか、毎年、そ

れぞれ特色のある賞品開発というのは進められて

いるというふうに考えています。 

○平賀副委員長 

 漠然とした考え方というのはわかるのですけれ

ども、それぞれの事業が効果を、食に関する商品

開発するという部分では、一定程度、今年度、24

年度果たしてきたというふうに各種支援の事業の

予算を捉えていらっしゃるのかどうかを伺ったの

ですけれども、もう一度答弁をお願いいたしま

す。 

○嶋田商工労働課長 

 予算に対しまして執行された金額が少ないとい

う部分については、やはりこれは事業者の取り組

みに対して支援を行っているということでもあり

まして、なかなか数多くの取り組みが、取り組み

の拡大といいますか、取り組みが行われているの

ですけれども、それがどんどん拡大していくと、

いっているというような状況にはないのかなとい

うふうには思っております。 

○平賀副委員長 

 いろいろ課題があるからなかなか広がらないの

だろうなと思います。もちろん、先ほどいろいろ

と言った大地のりんごの成功例だとかももちろん

あるので、全く成功していないとか、そうではな

いのですけれども、課題がやはりあるからだなと

思います。 

 一方で、そのものづくりの食に関する気運とい

うのは市内の事業者とか、それから大学、東京農

大を中心としたものづくり創成塾など高まってい

るのですけれども、高まっているのだけれどもな

かなか一歩踏み出すものが出てはくるのだけれど

も、数としてはまだまだで、何年かかかっている

のだけれどもなかなか日の目を見ないものがふえ

てきているのです。 

 そういったことを考えたときに、まず市内の事

業者とどう連携するのかというのももちろんです

けれども、東京農大のものづくり創成塾の流れと

の連携というのもしていかなければならないので

すけれども、その辺とも連携についてはどのよう

に考えているのでしょうか。 

○三島経済部長 

 平賀委員のほうからものづくり、食とものづく

りということでのお話しですけれども、平成24年

度の事業につきましてはスタートアップ事業につ

きましても新製品創出支援事業につきましても、

食に関する事業に対する実績ということにはなっ

ておりません。 

 先ほどからお話しのありますとおり、やはり食

とものづくりというものは観光も含めてですけれ

ども、当然、これから重要になってくると思いま

すし、これまでも重要であったというふうに思い

ます。 

 １次産業で生産される食材、素材をどうそれを

生かした製品をつくっていくのかということが課

題だというふうに思いますけれども、６次産業化

も含めて１次産業で生産されたものを２次産業へ
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つなげ、そして３次産業へつないでいくと、こう

いった考え方、これからも市としても考えていか

なければいけないだろうというふうに思います。 

 そういう中で、農大の創成塾ですとか、さまざ

まな方々と相談をしながら網走の将来にわたって

の物づくりをどうしていくのかということは考え

ていかなければいけないというふうに思っており

ます。 

○平賀副委員長 

 恐らく把握はしているのかなとは思うのですけ

れども、現在ものづくり創成塾を中心に物をつ

くっている状況はどの程度の状況まで進んでいっ

て、どういう課題があるのかということは、商工

労働課のほうでは一定程度把握されているので

しょうか。 

○嶋田商工労働課長 

 ものづくり創成塾の成果発表会ですか、ことし

の場合でいきますと１月にあったかと思うのです

が、そういったところに出席をして現状の把握に

努めているところです。 

○平賀副委員長 

 会議を開きながらやられていると思いますけれ

ども、そういったところに市の関係者が出席でき

るはずなので、商工のほうもそこに出席をした上

で状況を把握する必要があると思いますので、そ

のことを指摘をさせていただきたいというふうに

思います。 

 中間成果の発表会だけではなかなかどんな課題

があって、進行状況はどうだとか把握するのは正

直難しいです。日常というか、定期的に行われて

いる会議の中にもしっかり一度出していって、そ

の状況の把握に努めてほしいと思います。 

 実際にそこである課題について、やはり今、出

てきているのは生産拠点をどうするのかというこ

とと、それからロット数の調整がなかなか難しい

というところで悩んでいる方々が圧倒的なのかな

と。もちろん、商品をどうやったら売れる形に持

ていけるのかだとか、できた製品をどうやって加

工して、何に使えば販売できるものになるのか、

そういうもうちょっと前で悩んでいる方々もい

らっしゃいますけれども、そこでつまづいている

ものも大分ふえてきているというふうに思ってい

ますので、これらの今ある事業、そういった部分

の解決にどう生かせるか含めて農大と積極的に情

報交換をしていただきたいと思うのですけれど

も、いかがでしょうか。 

○嶋田商工労働課長 

 兼ねてより拠点整備とかロット数のお話しは

伺っておりますので、今後も農大のほうと連携を

とりながら、そういった問題点などの把握に努め

てまいりたいと考えておりますし、今年度の事業

で市内の事業者、これは食に限らないのですけれ

ども、製造業を主に市内の事業者がどういったよ

うな今、課題に直面していて、それを解決するた

めにはどういった支援が必要なのかといったよう

なアンケート調査を近々行うこととして、今、準

備を進めているところでございます。 

 そういったこともあわせて、いろいろなアンテ

ナを張りめぐらせてそういったほうの状況把握に

努めていきたいと考えております。 

○平賀副委員長 

 農政のほうになるかもしれませんけれども、例

えば農協さんなどでは大根を主体にしたソースで

すか、あわゆきでしたか、あれをつくったりして

います。 

 あれもロット数をどうするかということだとか

を問題になっているはずなのですけれども、つく

る場所をどこにするだとか、そういうところの調

整を網走市内の事業者が一定程度、調整に力を発

揮して、商品化に結びつけているという実績も実

はあるはずなのです。そういうところのコーディ

ネートをする場所がしっかりしていれば、実際に

規模の大小、資本の規模の大小もありますけれど

も、網走の製品がそういった形で製品ができると

いう実績もありますので、農政も含めて食という

ことでは水産もありますけれども、農政の製品も

ありますから、ぜひその部分含めて支援の事業者

や農大の創成塾などとも連携とか、情報の把握に

はぜひ、もっと積極的に努めてほしいと思います

ので、ぜひそういうことを要望して、次の質問に

移りたいと思います。 

○七夕委員長 

 ここで昼食のため、休憩をいたします。 

 再開は、午後１時といたします。 

午後０時00分 休憩 

 

午後１時00分 再開 

○七夕委員長 

 休憩前に引き続き、再開をいたします。 

 平賀委員の質疑を続行いたします。 
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○平賀副委員長 

 それでは、続けさせていただきます。 

 成果報告書の一番最後、96ページに国の補正予

算にかかわる経済対策の事業一覧が載っています

ので、この中から伺いたいと思いますが、体験観

光メニュー創作事業について取り組み状況と成果

がどのようになっているか伺いたいと思います。 

○嶋田商工労働課長 

 体験観光メニューの創作事業でありますけれど

も、事業成果といたしましては学習体験を中心と

した観光ニーズが高まる中、既存の体験メニュー

を整備、リニューアルするとともにスポーツ観光

等、新しいメニューの創造を行ったところであり

ます。 

 また、体験メニューガイドブックやウェブ作成

を行い、全国に情報発信をしているところでござ

います。 

○平賀副委員長 

 それが、その事業に取り組んだことでこういう

ことが進んできましたとか、状況が変わってきた

こととですとか、何か取り立てて成果とかあれば

伺いたいと思います。 

○田口観光課長 

 この事業で新たな体験メニューを創造するとい

うことで、観光協会が行った事業としましては、

小清水町と連携しました熱気球フリーフライトア

ドベンチャー、熱気球を使った体験メニュー、そ

れからガイドウォークとしましては美味しい、楽

しい歴史散策、それとか街なか朝散歩などの新し

い商品を創成しておりまして、これを網走の体験

観光メニューの一つとして売り出したという状況

にございます。 

○平賀副委員長 

 まだ創造して始めたばかりですから、これから

だというふうに思いますけれども、そういう制度

が上がってあればいいというふうに思いますの

で、ぜひ取り組みを進めていくのと、情報発信を

とにかくまずは努めていただきたいと思います。

進めていただきたいというふうに思います。 

 それでは次の質問に移ります。成果報告書の60

ページの農政課の所管について何点か伺います。 

 最初に特産品産地ブランド形成事業ですけれど

も、種々取り組みが進められてきていることも理

解をしておりますし、ぜひ進めていただきたいな

と思いますが、こうした取り組みをされたことに

よる成果というのはどのように認識をされている

のか伺いたいというふうに思います。 

○川合農政課長 

 平成24年の産地ブランド事業の取り組み成果に

ついてでありますが、まず産地ブランド形成事業

といたしまして、ＪＡオホーツク網走が事業実施

主体として実施しましたオホーツク網走産の表示

をしたカット野菜の鮮度閉じ袋Ｐ－プラスの作成

をしたということで、今まで北海道産という表記

があったものがオホーツク網走産ということで、

産地が見えるようになってきたということでブラ

ンド、網走という名前が表記されてきたのかなと

いうふうにも考えておりますし、また長芋部会で

はカット長芋の市場調査、販路拡大に向けた市場

との意見交換をしに行きまして、このＰ－プラス

を使った販売についていろいろと販路拡大に向け

た研究をしてきております。 

 また、青果部会におきましても網走産のＰＲ、

道央圏でやりまして販路拡大、また消費者ニーズ

の収集をしてきているということであります。 

 また、もう一つの特産品の復旧事業というとこ

ろで、今、特産品として期待できる北海道では網

走唯一という行者菜、またマタタビの普及促進に

も取り組んでおりまして、業者菜につきましては

認知度を向上させるために報道機関、いろいろな

報道関係に取り扱ってもらえるように働きかけて

おりますし、札幌のほうにも行って販路拡大をし

てきているということで、一般の大きい量販店で

の引き合いも出てきたということで、行者菜につ

いてはまた３戸の農家しかつくっていなかったの

ですが、拡大されまして６戸の農家で栽培してく

るということで、量のほうも確保できてきたのか

なと思っております。 

 また、マタタビにつきましてはなかなか量がふ

えてはこないのですが、網走に来なければ食べら

れないというような演出をしていきたいと考えて

おりまして、24年につきましてはリーフレットを

つくって今後、販売というか、認知度を高めてい

きたいと考えております。 

○平賀副委員長 

 わかりました。つくった製品が売れていくとい

う形も含めて、取り組みをぜひ進めていただきた

いと思いますが、事業者さんによっては自分たち

のほうでホームページなどを活用しながらイン

ターネットの通販をされているようで、例えばマ
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タタビを使ったアイスなどされているようです

し、実際にいろいろなところのイベントに出店を

されて、道内外問わず販売しているようなものも

あるというふうに思います。 

 そのほかに多分、ゆうパックを使って、そうい

う形でやられている部分もあると思うのですけれ

ども、そういった取り組みも含めて市として積極

的に紹介をしていくという、地域の民間の事業者

なりが取り組んでいるという、紹介していくとい

うこともあわせて事業としては大切だと思うので

すけれども、その辺についていかがでしょうか。 

○川合農政課長 

 いろいろな方に認知していただくということも

必要だと思っておりまして、網走市のホームペー

ジの中にも行者菜の料理なり、網走市内で業者菜

が食べれる店を紹介しておりますし、マタタビに

ついてもマタタビを使ったお菓子だとかをつくっ

ているところについては紹介をしていっていると

ころです。 

○平賀副委員長 

 紹介はされているということですけれども、実

際にリンクをホームページですと張って、イン

ターネットで通販をしているようなページに、申

し込みができるようなページにアクセスが円滑に

できるということも大切だというふうに思います

ので、その辺はもう随時確認をしながら、そう

なっていない部分があればそこは調整を図って、

販売促進とブランドの向上につながるという取り

組みをぜひしていただきたいと思います。 

 やはり、その市のホームページの信用力という

のですか、そこからつながるものというのは結構

大きいというふうに思いますので、ぜひ積極的に

活用していただきたいなと思います。 

 次に、同じ65ページの麦類乾燥調製貯蔵施設の

ことをお伺いしたいと思いますが、麦類の乾燥場

として使われている部分についての質問というよ

りは、それ以外のことでちょっと伺いたいのです

けれども、ここの乾燥場が使われている期間と使

われていない期間というのが多分あるのですけれ

ども、使われている稼働期間、使われている期間

というのはどのくらいの期間だというふうに理解

すればいいでしょうか。 

○川合農政課長 

 麦類の乾燥調製貯蔵施設につきましては、麦の

受け入れからということになりますので、本格的

な麦の受け入れは秋まき小麦が７月の末あたりか

ら稼働してきております。 

 また、その乾燥調製には時間もかかりますの

で、11月の半ばごろまでは稼働しております。 

 また、貯蔵のほうはサイロのほうにしておりま

すので、そちらのほうは通年で保管しておりま

す。 

○平賀副委員長 

 必要に応じて保管しているものを取り出してと

いうこともあるのだというふうに思うのですけれ

ども、常に稼働している期間を考えるとそう長く

はないのだと思います。 

 ここの施設が相当大きいものですから、一つは

稼働している時期はなかなか危険性もあるので一

概には難しいかなとは思うのですけれども、一度

以前の経済建設委員会で視察させていただいた経

緯がありましたけれども、観光客の方々に何らか

の手段で安全性を担保しながらですけれども施設

の稼働中に見ていただくのも一つの方法なのかな

というふうに思ったのですけれども、観光資源と

しての活用というのはこれだけ大きいものですか

ら、できないのかなというイメージを持っている

のですけれども、その辺はどう考えているので

しょうか。 

○川合農政課長 

 観光施設としてどうかというお話ですが、実際

に稼働しますと麦乾の施設の中では麦のくずとい

いますか、そういうものが飛散しておりまして、

なかなか中で観光客の方が見れるような状態では

ないので、そちらの観光としての視察ということ

ではちょっと難しいのかなと思っております。 

○平賀副委員長 

 稼働中はなかなか難しいということで理解はさ

せていただきます。 

 それでは稼働していない時期、貯蔵施設として

は通年使われているのですけれども、それ以外の

時期についてはただあるだけの施設という形に

なってしまっているのですが、非常に大きな施設

なのです。何かにそこを使えないのかなというふ

うにいつも思うのですけれども、以前はそこでイ

ベント会場にされたことがありましたけれども、

そういうことも含めて何らかの活用が休んでいる

時期というのですか、稼働してない時期にできな

いものかなというふうに思うのですけれども、そ

の辺は何か考えているのでしょうか。 
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○川合農政課長 

 今、申し上げましたとおり、稼働中は難しいと

いうこともありますし、今まではこの産業施設と

いうことでもありましたので、そういう考えを

持ってはおりません。 

○平賀副委員長 

 私もこうしたらいいという具体的なものが即

あってというわけではないのですけれども、世の

中にはいろいろな方々がいるなと思うのですが、

工場見学ツアーですか、工場マニアという方々が

いらっしゃって、そこの配管の美しさを見たりす

るのが楽しいらしいのです。私にはちょっとよく

わからないのですけれども、そういったニーズも

あるようなのです。だから、そういった形でも使

えるのかなとか、イベント会場ですから先ほどプ

ロジェクションマッピングの話をしましたけれど

も、被写体として使うには十分な大きさがあるの

で、そこでそういった事業を新たにつくっていく

ですとか、せっかくあるものですから生かさない

ものはもったいないなと思うのですけれども、何

らかの検討をしてみてはと思うのですけれども、

いかがでしょうか。 

○川合農政課長 

 こちらの施設は指定管理でＪＡオホーツク網走

のほうに指定管理制度で管理をしていただいてい

るところなのですが、やはり非常に高い建物であ

りまして、危険も伴うということもあります。そ

ういうこともあるので、今までもそういうことを

考えていなかったのですけれども、指定管理のＪ

Ａオホーツク網走と一度協議をして考えてみたい

と思います。 

○平賀副委員長 

 どのように使えるのが一番いいのかということ

を含めて、検討してみないとなかなかわからない

ことだというふうに思いますので、すぐ何かの答

えを求めているわけではないのですけれども、た

だせっかくあれだけの大きなものがどんとあるの

で、何かに生かさない手はないのかなというふう

に思っているものですから、ぜひ観光とも連携を

しながら検討していただきたいと思います。 

 続いて、成果報告書の観光関連の質問をしてい

きます。 

 まず最初に、観光部としての初めての決算とい

うことになるのだというふうに思います。初めて

の決算に当たってどのような所感をお持ちなのか

伺いたいと思います。 

○田口観光部長 

 平成24年度に観光部が設置されて、平成24年産

が初めての決算というお話でございます。 

 この間、組織の体制が観光部長、平成24年度は

観光部の次長、課長以下、係、係員という形で８

名体制でやってきたわけでございますけれども、

その平成24年を振り返っていくと、いろいろな課

題も平成23年のあの震災以降、また平成24年にお

きましてはインバウンドの関係につきましては中

国の尖閣なり、それ以外のもろもろの問題という

ことで、結構、毎年いろいろなことはあるのです

けれども、そのようなこともあって、その中で新

たな体制でやってきたということでございまし

て、全体的には総括的には観光部の部長職が観光

部を専門に担当するということで、昨年はそうい

う形で進めましたけれども、そういった面ではマ

ネジメントの部分ではいい影響、いい環境で進め

られてきたのかなということと、また民間観光協

会なりとの連携についてもとってきているという

ことなので、すぐすぐには目に見えた効果という

ことが言えるかどうかはわかりませんが、いい状

況の中で今後も観光振興について進められていく

のではないかというふうに考えております。 

○平賀副委員長 

 観光部としての進むべき道としてはほぼ上々

だったということなのかなと、さまざまな要素あ

りますけれども、おおむね上々だったのかなとい

うことだと思います。 

 観光部ができるというときにいろいろ指摘をさ

せていただいたのですけれども、商工だとかとの

連携がうまくとれるのかだとか、よその町で同じ

ような状況があったときになかなかうまくいって

いない部分が種々あったものですから、そういっ

た点についてどのようになっているのかなと一番

気になるところですけれども、その辺については

どういう認識をされていらっしゃいますか。 

○田口観光部長 

 他の部との連携ですが、経済部の中に観光が

あって、商工労働があって、農政があって、その

ほか１次産業でいうと水産港湾部があるというこ

とで、それが観光部が別立てになるということ

で、その連携についての懸念があるということで

はないかというふうに思いますが、網走市の場

合、御案内のとおりそれほど大きな組織ではない
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というふうに考えておりまして、またマネジメン

トをする部長職、課長職、その下の係長職以下係

員ということでは、連携についてはそのつどきっ

ちりとっているということでありますことから、

観光部ができたことによって連携が薄くなるとい

うことでは全然なくて、逆にいろいろな連携を密

にとっていけるような環境になったのではないか

というふうに思っております。 

○平賀副委員長 

 理解をさせていただきました。観光部の状況に

ついてはまた状況を見ていかなければならないも

のだと思いますし、その辺については、今の時点

では理解をさせていただきたいと思います。 

 次の質問に移ってまいりますが、次に成果報告

書の71ページです。宿泊プラン創出事業補助金と

いうことで、単年度で事業の終了だと思って観光

人口の増加は図られたというふうになると思いま

すけれども、この事業を単年度で終了してしまっ

たのはなぜなのかについて改めて伺いたいとおも

います。 

○田口観光課長 

 この事業につきましては、平成23年度の東日本

大震災の影響もありまして宿泊客が落ていると、

特に閑散期の入り込みが落ちているということ

で、補助金を出すことによって集客を図っていこ

うということで取り組んだものでございます。 

 基本的に、団体につきましては対前年、平成23

年度で比較しまして人増で1,000人以上、増客が

あれば１人1,000円の補助、それから個人におき

ましては対前年５％以上、もしくは100人以上の

増があれば１人当たり1,000円の補助ということ

で取り組みを行ったところでございます。 

 結果として、団体対象では２者、それから個人

対象では３者がクリアをして補助金を合計333万

2,000円出しているわけですけれども、閑散期に

人を集めるという状況におきまして、どうしても

旅行商品の価格が低いものしか集まらない状況に

なりまして、客のほとんどが一つのホテルに集中

するような状況もあったり、それから次年度に向

けてこの事業を取り組んだほうがいいかどうかと

いうことを観光協会等初め、各団体に問い合わせ

たところ、この事業よりももっとほかの閑散期の

対策を打ってほしいという意見もありましたの

で、１年で終了させていただきました。 

○平賀副委員長 

 この事業については、一定の効果はあったのだ

けれども、長い目で見たときの効果という面では

必ずとも高くないというところもあって、業界や

直接の利害関係者との調整結果、これはもう終え

たほうがいいという判断をされたということです

ね。 

 そういう判断であれば、トライ・アンド・エ

ラーの一つだというふうに理解しますので、ひと

つやってみて増加も一応あったということですか

ら、全く市の失敗だということでもないですし、

理解をさせていただきました。 

 希望があるのであれば、この種の事業はむしろ

やったほうがいいのかなと思ったものですから、

そういう状況であれば理解させていただきます。 

 次に修学旅行の誘致促進に先ほど触れられてい

ましたけれども、結果がどうだったのかなと、こ

の事業やったときの結果はどうだったのかなとい

うことがちょっと聞けなかったので、その点だけ

伺いたいと思います。 

○田口観光課長 

 先ほどもお答えしました修学旅行の誘致対策事

業ですけれども、道央圏の中学校に対するプロ

モーションの結果としましては、残念ながら札幌

の学校もことしにつきましては東北、それから関

東のほうに大半が流れてしまったという状況と

なっておりまして、一昨年に比較しますと昨年は

残念ながら集客は落ちてしまったという状況に

なっております。 

○平賀副委員長 

 引き続き事業に取り組まれているということで

すけれども、それを奪回していくためにどういう

工夫をされようというふうになっているのでしょ

うか。 

○田口観光課長 

 道内の中学校についてはこのような現状ですの

で、道外につきましては継続的に行っていきたい

というふうに考えておりますし、また道東圏の小

学校の修学旅行が実は以前は網走に多く来ていた

のですけれども、それが帯広に流れたりしている

部分があるということで、それを何とか網走のほ

うに振り向けるような取り組みを今年度から既に

始めているところでございます。 

○平賀副委員長 

 理解をいたしました。引き続き、可能性のある

ところを中心に予算のウエートを調整しながら
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やっていただきたいと思いますが、以前も多分、

申し上げたと思うのですけれども、関東圏の養護

学校などでもこちらに来る修学旅行のニーズが

あって、実際に来ている方々もいらっしゃるはず

ですから、その辺もうまく検討しながらやってい

ただきたいなと思います。 

 次に、72ページの外国語観光情報発信事業です

けれども、これまで中国語を中心に、あるいは英

語を中心に対応されてきたというふうに理解をし

ていますけれども、大分その観光客の方々のイン

バウンドの外国からいらっしゃる観光客の傾向も

変化が出てきたなと思いますけれども、それにつ

いてはどのようにこの事業を通じて捉えていらっ

しゃるでしょうか。 

○田口観光課長 

 外国語観光情報発信事業ですけれども、現在

行っているのは、中国向けのブログを発信してい

る状況となっております。 

 残念ながら、先ほど来、出ておりますけれど

も、尖閣問題で観光客が中国からの観光客は減少

の傾向にはありますけれども、潜在的日本への旅

行需要というのは高いものがありますので、これ

につきましては観光協会のほうに職員を配置させ

まして、このブログの情報の発信を継続している

ところでございます。 

 ただ、全体的に見ますと今までは東アジアが中

心の外国からの観光客が多かったのですが、最近

は東南アジアのほうにも波及しているといいます

か、シンガポール、タイなども最近は日本に来る

ようになっておりますので、そちらについても各

種、メディア等を利用しまして集客に向け努力を

しているところでございます。 

○平賀副委員長 

 東南アジアへのウエートが徐々に移ってきてい

るのかなと、それは親日の国が多いということ

と、それから経済の発展だとかＥＵのような経済

の共同体がつくられようとしているところだと

か、さまざまな要因があってウエートが高くなっ

てきていると思います。 

 中国の場合は特にチャイナリスクの問題がいろ

いろあって、なかなか難しい状況がしばらく続く

なと思いますので、ウエートとしてはそちらにイ

ンバウンド広報の関係は移していかなければいけ

ないのかなと思うのですけれども、その辺は今

後、その外国語観光情報発信事業の中で何らかの

対応はされていく考えはあるのでしょうか。 

○田口観光課長 

 外国語観光情報発信事業におきましては、当

面、ことしにつきましても台湾人の方を観光協会

のほうで雇用していただきまして、情報を発信し

ておりますので、ことしは中国、台湾を対象に情

報を発信していきたいというふうに考えておりま

す。 

 なお、中国宣伝ＰＲ事業、雑誌も出しておりま

して年２回、中国向けの雑誌を出していたのです

けれども、今年度からは一部シンガポールにかえ

るなどしまして、全て中国ではなくて他の国も対

象としたプロモーションを行っているところでご

ざいます。 

○平賀副委員長 

 その辺は情報を精査しながら適時、変更かけて

いっていただきたいなと思いますので、伺わせて

いただいたのですけれども、同じくその外国語の

関係でいくと、市内の表示の問題ですとか、それ

から飲食店のメニューの表示の問題ですとか、さ

まざまな問題がまだまだあるのかなというふうに

思っています、コミュニケーションボードを以前

入れたりして、取り組みは一部あるのは承知して

いるのですけれども、まだまだ課題はあるなと思

うのですが、その辺については観光としてはどう

お考えでしょうか。 

○田口観光課長 

 外国語看板につきましては、大きな道路にかか

わる看板につきましては平成23年、24年度で５カ

国対応について完了してきたところでございま

す。 

 今後につきましては、各飲食店等も含めまして

外国語、日本語と外国語を対応したパンフレット

等が、オホーツク総合振興局からつくられており

ますので、そういうものを配付しながら各店の対

応についても取り組んでいきたいというふうに考

えております。 

○平賀副委員長 

 これまでの取り組みは進んできているのもわか

るのですけれども、それでもまだまだかなと私の

中では思っている部分がありますので、特に飲食

店に入ったときに何食べたらいいかわからない状

況があると思いますが、その辺についてはまだも

う少し工夫がいるのかなと思いますが、一方で東

南アジアに移っていくことを考えると、英語の認
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識率の問題というのが引っかかるかなと思ってお

ります。 

 これは、この網走だけの問題ではなくて、特に

タイからの方々がどんどんふえている状況だと、

道内全体で全然対応ができていないところだとい

うふうに思っているのですけれども、その辺につ

いてもいち早く取り組みを進めるべきだというふ

うに思うのですけれども、この辺についてはいか

がでしょうか。 

○田口観光課長 

 タイにつきましては、ほとんどの方がタイ語を

使っていて、英語も第２言語ということで使う方

もおられるというふうには聞いているのですけれ

ども、タイ語が多いというふうに聞いています。 

 しかし、網走市内的に見ますと、まだ先ほど平

賀委員のおっしゃったとおり飲食店等、まだ英語

対応すらできていないところもありますので、ま

ずはそちらから対策を練っていきたいというふう

に考えます。 

○平賀副委員長 

 こういうものは細切れにやると経費も大変なの

で、やるなら一度に対応するようにできるだけ求

めていったほうがいいのだというふうに思いま

す。タイに関すると網走は道内でも８番目の来客

の多さというふうになってきていますし、今後ふ

えていくのだというふうに思うのです。 

 なかなかこれまでとは違う状況があるのだな

と、その団体客のほうがむしろ少ない、グループ

客の方、さらに個人旅行を何人かでやるという方

の形態が圧倒的に多いというのがタイあたりの特

徴ですから、そうすると今までの対応の仕方とは

また違う。一方で課題も出てきて、例えば道央

圏、千歳だとかに宿泊するのだけれども、網走や

あるいは富良野だとか、そういうところに観光に

行きたいというふうに思って、なぜかそこに泊

まっているという方が意外にいたりするようです

から、まだ情報がうまく伝わっていない部分も相

当あるようです。網走も先ほど申し上げたように

一定数の人気があるところですから、しっかりと

情報を伝えるという努力をすれば、早くやったも

のがいい思いをするというのは言い方悪いですけ

れども、早くやればそれなりの効果を生み出すと

いうこともありますし、タイでは北海道という表

示があちこちにあって、北海道は相当人気になっ

ているということが現状としてありますので、ぜ

ひそこは力を入れていただきたいというふうに思

いますので、提言をさせていただきいと思いま

す。 

 次に、同じく73ページの首都圏の観光のプロ

モーションについて伺いますが、実績として二つ

挙げられていますけれども、これをやったことに

よる効果というのは例えばどのように認識をされ

ていらっしゃいますでしょうか。 

○田口観光課長 

 首都圏観光プロモーション事業ですけれども、

まず最初に株式会社京急百貨店の観光プロモー

ションですが、これは平成23年度に初めて京急の

ほうに行きまして、プロモーションをやってきま

して、そのときにいろいろとコネクションをつ

くってきまして、昨年は大々的に網走展をやって

いただいたという状況になっております。 

 現地では流氷の展示、クリオネの展示、さらに

は網走の３施設、流氷館、それから監獄博物館、

北方民族博物館のジオラマとか、もしくは北方民

族博物館のカヌーの模型とか、そういうものを

持っていって、大々的に網走をＰＲし、そして特

に冬の流氷観光を中心としたＰＲをしてきたとこ

ろでございます。 

 また、現地では神奈川テレビの放送局にも伺っ

たり、新聞社なども行きまして広くＰＲをしてき

たところでございます。これらの成果につきまし

ては、なかなかはかりにくい部分はあるのですけ

れども、相当数のＰＲを行ってきておりますの

で、少なからずの効果があったものと考えている

ところでございます。 

○平賀副委員長 

 向こうでも結構話題になっていたようで、網走

出身の方々を中心にこういうことをやられていた

のをたまたま見たよだとか、報道があったよだと

かということもありました。 

 こういうことはぜひ積極的にやっていく必要が

あるのだと思います。特に国内の誘客が落ち込ん

できているような状況もどうやらあるようですの

で、このＰＲについては一定程度、力を入れてお

かなければならないなというふうに思いますが、

やり方についてはいろいろ考えなければいけない

のかなというふうにも思います。 

 効果の面でいろいろ検討した結果やられていな

いのでしょうけれども、例えば空港でのＰＲとい

うのも、もちろん人がたくさん集まりますから必
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要になってくると思いますし、帯広なんかでは山

手線の中の広告を全て帯広の広告にして、帯広山

手線ジャックみたいな形で仕掛けてやっているよ

うなこともありますので、いろいろな工夫をして

いただきたいなというふうにも思うのですけれど

も、今後どのような考え方でこの首都圏のプロ

モーションには臨まれるのでしょうか。 

○田口観光課長 

 先ほど申しましたとおり、この観光プロモー

ションというのはなかなか成果の見えにくい部分

がありまして、どれがいいのか、なかなか難しい

部分があるのですけれども、首都圏からの集客と

いうのは網走観光にとって非常に大きなウエート

を占めている部分がありますので、今後さらにい

ろいろと研究を進めてまいり、継続した首都圏Ｐ

Ｒは続けていきたいというふうに考えておりま

す。 

○平賀副委員長 

 ぜひ周辺の自治体ともこの辺は連携しながら進

めていただきたいと思います。恐らく、知床です

とか、そういう周辺の観光を含めたパッケージで

宣伝していったほうがさらに効果は高まるだろう

というふうに思いますし、ブランドでいくと網走

も確かに高いのですけれども、その上にオホーツ

クがあるというところもいろいろ調査の結果でわ

かっていると思いますので、オホーツクとしての

ＰＲにぜひつなげていただきたいなというふうに

思いますので、いろいろな角度から検討していた

だきたいと思います。 

 次に、先ほども質問ありましたが芸能プロダク

ションの件ですけれども、この事業の主たる目的

は、私は網走を対外的にＰＲというか、宣伝効果

を対外的に出すということだったというふうに思

いますが、その面についての評価というのはどう

なっているのか伺いたいと思います。 

○田口観光課長 

 先ほども申し上げさせていただきましたけれど

も、昨年、住みます芸人として網走に来ていただ

きましたハローケイスケさんが個人的にも積極的

にブログの配信ですとか、イベントを自分で起こ

したりとかやっていただいております。 

 吉本興業をバックボーンとした動画配信という

のも毎日のようにやりましたので、これは少なか

らずの対外的なＰＲになったものと考えておりま

す。 

○平賀副委員長 

 その辺はいろいろ評価が分かれるなというふう

に思っておりまして、網走市内の状況については

高く評価するところです、いろいろな意味で盛り

上がりが出てきてよかったのではないかなと思う

のですが、対外発信となるとやや当初の想定より

は弱かったのではないかなというふうに思いま

す。特に、ブログの話もありましたけれども、動

画もありましたけれども、一体どの人が見ていた

のかなというのは率直に言って疑問です。決して

多くないのだということだと。 

 対外的な発信から考えると、この事業について

は当初より考えていたほどの効果にまではならな

かったのではないかなと思うのですけれども、そ

の辺は率直にいかがですか。 

○田口観光課長 

 先ほど吉本の動画配信の話もしましたけれど

も、そのほかにもローカル局の部分ではあります

けれども、テレビの放送とかにも出ていますし、

またことしの１月だと思いますけれども、吉本の

著名な芸人を網走に集めた吉本の興業なども行わ

れているという、これはやはりハローケイスケが

いたから行われたということで、一定程度の効果

はあったのではないかなというふうには考えてお

ります。 

○平賀副委員長 

 そこは、いろいろな形で評価も分かれるもので

す、それこそはっきり言ってなかなか効果という

のはわからないものですから、一概には言えない

部分もあると思います。 

 それで、素朴な疑問なのですけれども、それだ

け頑張ってくれたハローケイスケはなぜ網走の観

光大使ではないのでしょうか。 

○田口観光課長 

 観光大使につきましては、網走市観光協会が任

命しているものですけれども、今後、ハローケイ

スケさんの扱いについてどのようにするか、観光

協会ともちょっと協議してみたいというふうに思

います。 

○平賀副委員長 

 ポスターで見るとまたいらっしゃるし、ハロー

ケイスケさんが頑張ってくれたのであれば、今後

も頑張っていただくということが大事なのかな

と、せっかく呼んだ、こういうことをやったので

すから、もう１回いらっしゃるようですから、そ
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の機会を捉えて適時、話題づくりも含めて考えて

いく必要があるのではないかなと、せっかく来た

のであればというふうに思っておりますので、そ

れについては必要な検討をしていただきたいとい

うふうに思っております。 

 私からは以上です。 

○飯田委員 

 今の平賀委員の住みます芸人、ハローケイスケ

さんについてちょっと一言。評価としてはおおむ

ねいいということなのですけれども、私の見てい

る範囲で網走市内で活動もいいと、対外的にもも

う少しというようなことも含めた感想なのです

が、私もときたま道の駅に行って観光協会の窓口

にいる日も多かったのです。実情聞きますと、や

はり観光協会もハローケイスケを全面に出してと

いうような入り口で、ただ役割からするともう

ちょっと外に出てやれる企画がやはりちょっと少

なかったのではないかと。それが１年間の中でど

うしても中にいて、受付のところにいるのがもっ

たいないというような市民の声が聞かれまして、

予算そのものは実際、彼の生活から、生活という

か１人の人間が暮らしていくのには大変、少ない

額なのですね、本当は。ただ、そういう意味から

も、彼は歩きまして網走の個人的なマップをつ

くって非常に勉強しているというような面がある

のですけれども、中にとどまっているときのほう

が、僕たまたま見ているのがそういうときだっ

た、イベントでは出ていましたけれども、多かっ

たのですけれども、そういう意味で観光協会の使

い方がそれなりの使い方、どういう使い方がいい

のか、その辺は私はわからないのですけれども、

もうちょっと違う、外に出てやるような企画が１

年の中でほしかったなと。 

 せっかく１年ですから、そのような企画があれ

ばなと思ったのですけれども、今の平賀委員のこ

とも含めまして、実際１年間、終わってからも来

ていますよねイベントに。だからそういうことも

含めて今後、そういう考えはただ観光協会に落と

すのではなしに、どういうような遺産を生かすか

ということ含めて一言お聞きしたいと思います。 

○田口観光課長 

 ハローケイスケさん、住みます芸人の使い方と

いうことですけれども、対外的には結構、出てい

たのです。ほとんど、市外で行うイベントには連

れて行っておりましたし、また市内のイベントに

ついても、流氷まつりで雪像つくったりですと

か、夏の間は自分でキャンプをやって、市民を集

めてキャンプをやってみたりとか、いろいろやら

れていたので、結構頑張っていたのではないかな

という評価ではありますけれども、飯田委員の

おっしゃるような意見があるとすれば、それはそ

れも一つの意見なのかなというふうに思います。 

 今後につきましては、せっかく彼がつくってく

れた絆、パイプがありますので、今度、11月30日

も吉本のライブがありますけれども、そのときに

来たりしていただきますけれども、来るたびに何

らかのイベント等を行うとか、そういうことも検

討していきたいと思いますし、ハローさんのつな

がりをもとにした吉本との連携も一層深めていき

たいというふうに考えております。 

○飯田委員 

 わかりました。 

 次に、流氷館特別会計。平成23年度は震災があ

りまして入館者が落ち込んだと、この24年度決算

では回復したということなのですけれども、実

際、何点かお聞きしますけれども、前年の23年度

が11万人、24年度が12万8,000人となっています

けれども、この中で個人と団体、23年度と逆転し

ているのですね。 

 23年度が個人が７万人、それから団体が４万

1,000人で、24年度は個人が４万8,000人、それか

ら団体が７万9,600人となっているのですけれど

も、その逆転傾向はどう見ていますか。 

○田口観光課長 

 流氷館の入館者の内訳ですけれども、確かに

今、飯田委員のおっしゃるとおりの個人と団体の

内訳となっておりますが、流氷館におけるこの団

体数がふえたというのは、メディア系の旅行会

社、これは先ほどの宿泊プラン事業と絡むのです

けれども、そういうメディア系の比較的安価な旅

行で来ている会社なのですけれども、そこが大量

に入ってきていただいたという状況がありまし

て、流氷館の団体数がふえたのが一つの要因だと

いうふうに考えております。 

○飯田委員 

 その傾向は平成25年度の前半は変わりないです

か。 

○田口観光課長 

 一部業者によっては、昨年よりも減っている部

分はありますけれども、その傾向はまだ残ってい
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るというふうに考えております。 

○飯田委員 

 その中で、有料入館者ということで、その有料

入館者の中で平成24年度は入館者対策としまして

市民、観光客を市民が伴ってきた場合の対策を

やったと、それを含めて実績と評価と25年度にど

うつなげるかというのは、どのような施策を持っ

てやりましたでしょうか。 

○田口観光課長 

 昨年度来、市民、それから観光客の入館者数を

ふやす対策の一つとしまして、市民が観光客を連

れてきた場合には、その市民が無料で流氷館に入

れるという取り組みを行いまして、一定の集客数

を得たというふうに考えております。 

 今年度につきましても、その成果をもとに同様

の取り組みをこの夏、行ってきたところでござい

ます。 

○飯田委員 

 実際、市民が観光客を伴った場合は市民は無料

で、それを子どもの夏休み対策だとか、さまざま

結びつけて、最終的には有料入館者収入を増すと

いう目的だったと思うのですけれども、その兆し

というのは急にはそう効果はあらわれないと思う

のですけれども、兆しはどうですか。 

○田口観光課長 

 流氷館の入館者数の関係なのですけれども、昨

年、一昨年に比較すると好調に推移したわけです

けれども、本年度におきましても昨年を若干上回

るような状況で推移してきました。 

 ただ、夏においては８月においては若干ですけ

れども昨年よりも下回っておりますけれども、一

昨年等と比較しますと好調に推移してきたのでは

ないかと、好調と言えるかどうかは全盛期の部分

を考えると疑問な部分はあるのですけれども、一

昨年と比較しますと何とか好調に推移してきてい

るのではないかというふうに考えております。 

○飯田委員 

 実際、網走だけよくなったのではなくて、道

東、この近隣、北海道もある程度よくならないと

網走がよくならないのですけれども、そういう傾

向というのは同じような傾向があらわれているの

ですか。 

○田口観光課長 

 正直なことを言いますと、首都圏とか本州では

観光ブームと言われておりまして、非常にたくさ

んの観光客がふえているという状況がございます

し、道内においても道央圏とか道南は昨年よりも

多くの増加数となっていると聞いています。 

 残念ながら道東はそこまでその影響が波及して

いない、何とか昨年を維持しているか若干プラス

というような状況で推移していると思います。 

○飯田委員 

 流氷館自体は入館料収入が減りました。減って

備蓄もなくなりました。 

 そういう関係で繰り入れして、持っている特別

会計です。実際、平成23年度は大変で24年度に回

復して、25年度は維持しながら上昇さすというよ

うな前からの御答弁というか、総体的に見てです

ね、26年度は次につながる飛躍をしようとなる

と、今ある施設での工夫しながらの営業努力が私

は必要だと思うのです。 

 そういう面において、今、道東が大変だと、北

海道全体がある程度、いいのだけれども道東も大

変な場合、網走の努力というのもよほどしないと

上昇につながるようなことならないと思うのです

けれども、今の傾向からするとどのような目標持

たれていますか、24年度の決算から見て。 

○田口観光課長 

 平成24年度の決算でいきますと、23年度と比較

しましていろいろな努力の成果がありまして、ふ

えたというふうに感じております。 

○飯田委員 

 言ってみれば実際、流氷館の入館者数は結果的

には平成22年度に戻ったと、22年度というのは13

万3,000人ですから、これが一つの目標になるの

ですけれども、これに戻りつつあるぐらいで、本

当に大変な現状には変わりないです。 

 そういうことからも、やはりよほどのその努力

を規模だけ、流氷館の建てかえをすればある程

度、来るというようなことの計画なのですけれど

も、今頑張っておかないと、それが新しいのには

私は結びつかないと思うし、その営業努力が指定

管理者制度によって観光振興公社になると思うの

ですけれども、そういうことが今、頑張らないと

何ぼ施設が建てかえても、私はそうはうまくいか

ないと思います。 

 あと、実際、一般会計からの繰り入れあるので

すけれども、リニューアル時の償還が何年までか

かるというのは、24年で終わりました、25年以降

は残っているものはあるのですか、ないですか。 
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○田口観光課長 

 今、借りて返済しております起債につきまして

は、平成16年の点字をリニューアルしたものと、

それから平成18年のハイビジョンをリニューアル

した２本がございまして、そのうち平成16年の起

債につきましては今年度で償還を完了することと

なっております。 

 もう一つの平成18年のハイビジョンのリニュー

アルの起債につきましては、平成28年度、平成29

年３月31日で一応、償還を終えることとなってお

ります。 

○飯田委員 

 実際、今までは入館料収入を積み立てて、運営

経費を引っ張った残りを積み立てて、それでリ

ニューアルとその年のもしか赤字が出た場合はそ

れを補填しながらやってきたのが平成21年度のと

きから事実上なくなりまして、一般会計からの繰

り入れを行っているという現状です。 

 これでいくと、平成28年度まで18年リニューア

ルのやつが残るということになりますと、まだま

だ本当にこの流氷館が前の私、本当に質疑したと

きに今の流氷館は準公営企業債を使っているので

すね、この準公営企業債というのは、公営企業に

比べて縛りは非常にゆるいのですけれども、建設

のとき、基本的には入館料で返していく、償還し

ていくということなのです。 

 私は、できた当時で30万人が入っていて、しば

らく20万台に落ちていったのですけれども、その

ときの入館料収入で積み立てていたので償還と運

営もしていたということは私は評価しますけれど

も、もともとそういうような施設だということか

らすると、やはりそういうので本来の目的を達す

るものですから、やはり施設としてはしっかりと

営業努力をしないと評価されないと思うのです。

一般会計から、網走観光の核ということで繰り入

れのときの説明があったのですけれども、そうい

うような意味で、それはそれで営業努力をすると

いうことはしっかりと肝に銘じてもらいたいと思

います。 

 基本的には私ども指摘した当初目標は自助努力

をしなければならない性格なものですから、この

会計については、私は非常に厳しい意見を持って

いるということで終わりたいと思います、特別会

計は。 

 それから、ことし行われましたマラソンの試走

と収穫祭の前段に平成24年度にトレイルランが行

われました。これも議論しましたけれども、実

際、トレイルランの評価というものは原課ではど

のように行っていますか。 

○田口観光課長 

 昨年の９月に網走でトレイルランを行うために

モニターツアーを実施しまして、実際に首都圏か

ら10名、それから網走市内からも数名参加してい

ただいて、我々がつくりましたトレイルランコー

スについて試走していただいたところでございま

す。 

 コースとしましては呼人探鳥遊歩道コースと、

それから能取のバイラギ林道コースの２カ所を

やったところでございます。呼人探鳥遊歩道コー

スにつきましては、コースが狭いし木道を通ると

いうこともあって、トレイルランのコースとして

は難しいのではないかなというふうに判断したと

ころでございます。 

 バイラギ林道コースについては、林道を走ると

いうことでなかなかいいコースではないかなとい

うふうに感じていたのですけれども、トレイルラ

ンとしては難易度が低すぎると、単なる林道コー

スということだったのです。それで、単なる砂利

道を走る状況になっていましたので、飽きがきて

しまうというランナーの意見でした。 

 ただ、そのときに使いました能取岬のコースと

か、それから砂浜のコースとかは景観が物すごく

よく、これを使ったマラソンを考えたほうがいい

のではないかなという意見がありまして、それを

参考に次年度以降、取り組みを進めていきたいと

いうふうに考えているところでございます。 

○飯田委員 

 実際、向こうのほうから10名ほど招聘してやっ

たのですけれども、その人方の意見なのですか、

今のは。 

○田口観光課長 

 アンケート等をとりましていただいた意見でご

ざいます。 

○飯田委員 

 そういうことからことしは先日行われた海と大

地の収穫祭プラス親子の行事とマラソンの試走に

なりました。一般質問でも出ていたのですけれど

も、モニターツアーではないですけれども、こと

しは試走で来年は網走マラソンということがひと

り歩きしています。 
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 そういうようなマラソンというのは、これから

今回参加した、ことしの予算特別委員会のときに

は意見をいただいて、また違うはっきりしたもの

にしていきたいと言ったのですけれども、実際、

ことしの網走の食を売りに第一にやりたいと、試

走からつながるマラソンはどのようなマラソンを

まず目指しておられるのかお聞きしたいと思いま

す。 

○田口観光課長 

 基本的にはフルマラソン、大曲湖畔園地を中心

としまして、起発着点としましたフルマラソンを

メーンとしてやりたいと思っていますけれども、

今、委員のおっしゃったとおり特徴づけをしなけ

ればならないというふうに思っていますので、こ

のマラソンにつきましては食と景観を魅力づけし

たマラソン大会にしたいというふうに考えており

ます。 

 その一環として、今回、行いました大曲の海と

大地の収穫祭というイベントになりますけれど

も、これをセットにすることによってより魅力の

ある、魅力の高いマラソン大会を開催していきた

いというふうに考えております。 

○飯田委員 

 実際、マラソンとなりますと道路、公道を通る

のですよね。ことしのやつは公道を通って、最後

のほうでサイクリングロードから大曲湖畔園地に

帰っていくというようなことだったのですけれど

も、実際、公道を通る場合のマラソン大会、これ

は二通りありまして、公認を取るか取らないか、

それから舗装しているかしていないか、さまざま

な面があると思うのです。 

 実際、試走した参加者は市内の方が多かったと

思うのですけれども、そういうことからすると実

際、42.195キロがフルマラソンだと思います。今

回は37キロというようなことだったのですが、そ

れも含めた公道含めたマラソンとなりますと、今

回は信号に沿って走るというユニークと言えばユ

ニークな試走だったのですけれども、どういうよ

うなマラソンを、公道を信号に沿って走るのか、

道路許可をもらって走るのか、その辺はもう決め

ておかないとある程度、進まないと思うのですけ

れどもどうなのですか。 

○田口観光課長 

 マラソンはこの間、試走を終えたばかりであり

まして、当然、その結果をもとにこれから決めて

いく検討段階の事業ではございますけれども、

今、観光課で検討しているのは本格的なマラソン

を考えておりまして、当然、公道を走って信号も

道路使用の許可を取りまして、普通のマラソンと

いうか、当然、信号も関係なく走っていく一般の

マラソンを考えております。 

 それで今回の試走につきましては、あくまでも

試走でございまして、コースの適正を見てもらう

ということでやったものですから、道路の占用許

可も取っておりませんし、そういう関係もあって

交通ルールは守った上でのランニングということ

でお願いをしてきたところでございます。 

○七夕委員長 

 ここで暫時休憩をいたします。 

午後２時00分 休憩 

 

午後２時07分 再開 

○七夕委員長 

 それでは、休憩前に引き続き、再開をいたしま

す。 

 質疑を続行いたします。 

○飯田委員 

 首都圏の誘客ということで始まった事業がトレ

イルランと、トレイルランの反省から、ことしの

そういうような事業になったということなのです

が、いずれにしてもこれらの事業は観光事業とし

て網走を売り出して、できるだけ網走に来て泊

まってもらうという事業だと思います。 

 近隣の人だけを集めるのではなくて、ターゲッ

トは首都圏なり、網走に宿泊するということが、

私は一番のターゲットとしてやっていると思いま

す。 

 そういうような意味も込めまして、そういうよ

うな目的に沿うような私は大会になるのが一番の

観光の望みだと思いますので、そういうことで今

後の企画に生かしてもらいたいと思います。 

 それでは次に移ります。中心市街地の活性化で

す。実は、中心市街地の活性化事業にはかなりな

予算がついています。空き店舗なり、中心市街地

活性化対策支援事業、まちなかイベント情報な

ど、これも長年中心市街地の活性化ということな

のですけれども、なかなかイベント以外では人が

集まらないというか、大変な状況にあると。 

 実は、道の駅もつくるときは中心市街地と連動

するというか、そういう形でつくられた経緯があ
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ると思います。何年か前、質疑のときには中心市

街地はどこまで入るかという議論にもなったと思

います。２条も入るというような、たしかそうで

した。 

 それでいきますと、そのときの議論は駅前も含

めてです、実際、網走駅、ＪＲをおりまして宿泊

施設はあるのですけれども、なかなか街まで連動

しないというようなことの議論もしたことがあり

ます。 

 そういうような意味で、中心市街地地域活性化

事業をただ４条通なり、イベントなりだけでなく

て、駅前も含めた２条、４条、それから道の駅ま

での連携をどう捉えて考えているのか、ちょっと

その辺をお聞かせください。 

○嶋田商工労働課長 

 中心市街地のエリアなのですけれども、広い意

味では駅前も含めた中でという考え方もあろうか

と思いますけれども、とりあえず今、早急に取り

組みを優先的に進めているエリアというのは南３

条から東５丁目の間で、東西では東３丁目から西

４丁目と、このエリアを重点的に今、取り組んで

いる状況でございます。 

 委員からお話しがあったとおり、道の駅の利用

者が年々増加していると、年間でいくと30万人入

館者がいらっしゃって、駐車場の状況も道の駅の

駐車場だけは伸びていっているというような結果

もございます。 

 そうしたことから道の駅の利用者をいかに中心

市街地のほうへ誘導化していくかということが

今、活性化会議の中でもその辺が議論になってい

るところで、今後、その辺を含めて検討していき

たいというふうに考えております。 

○飯田委員 

 その今、課長が言った答弁は数年前から課題だ

と思うのですけれども、特に駅前がなぜ駅前かと

いうと、駅前には大きなホテルが二つあります。

それから小さなホテルもございます。 

 そうなりますと、必ず夕方、夕食が出ないから

あそこから中心市街地のほうへ向かって歩いてく

る集団というのですか、相当あります。 

 そういうことから含めて、ホテルとタイアップ

なり、あそこに食べられる大きなところがないだ

とか、さまざまな問題があります。宿泊客を取り

込んだ中心市街地の連携だとか、そういう考えと

いうものは予算についているまちなかイベント情

報発信絡めて、その辺は何か考えがあるのです

か。 

○嶋田商工労働課長 

 なかなか網走駅近辺の宿泊客をいかに中心市街

地のほうに呼び込むかといったようなことにつき

ましては、具体的な取り組みとしては社交業組合

が飲食店を利用された方に対して初乗りのタク

シーの助成券を交付したといったような事業があ

ります。 

○飯田委員 

 本当にそういう意味では駅前も含めて、宿泊客

がそう絶えること、時期はあると思うのですけれ

ども、絶えることがないと、それから合宿でも同

じような傾向が見られます。 

 そういう意味からも、もっと中心市街地を限定

しないで、今言った２条も含めた中で駅前と、そ

れから道の駅と、本来、道の駅は本当に４条、中

心市街地との連携を本来もっとしなければならな

いというようなことで、私は建てた建設経過があ

ると思います。その辺も含めてやっていただきた

いと思います。 

 もう一つ、それにはラルズの跡地の問題が当

然、出てきます。その中心市街地の活性化なるた

めには、ラルズの跡地の日々進捗した状況がある

と思うのですけれども、最新の現状とある程度の

方向性はどういうふうになっているのでしょう

か。 

○三島経済部長 

 ラルズが閉店したのが平成21年の４月でござい

ますけれども、閉店以降、営業が再開されないと

いう形の中で空き店舗がずっと続いているという

状況となっております。 

 商店街、市、そして市民としても、何とかあそ

こを今のままではなくて、何とかしたいという強

い考えは持っておりますけれども、閉店以降、ビ

ル所有者であります金市舘に対しまして店舗とし

ての営業再開、活用方法について関係団体ととも

に要請活動を行ってきている状況ではありますけ

れども、具体的な進展が見られていないという状

況となっております。 

 経済団体、商店街など関係団体と中心市街地の

活性化、またにぎわいを取り戻す方策について検

討を行っておりますけれども、ラルズの対策につ

いては現在進展はないという状況でございます。 

○飯田委員 
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 ４条なり、２条なり、３条なり、５条なりの居

住している中心街に住んでいる人も含めて非常に

跡地への希望は多いのです。どういう形になって

いくかと、違う形であそこを利用できないのかと

いうことなのですが、それはとりもなおさず、あ

の地域の活性化ということになるということで頑

張っている方々もいると思うのです。 

 そういう意味も含めてあそこの中央商店街の人

方も入って、ラルズの跡地の関係やっていると思

うのですけれども、1日も早くいい形で解決でき

るようにやってもらいたいと思います。 

 あと、イベントの問題です。網走は経済部でつ

けているイベント、それから観光部でつけている

イベントの補助金なり、事業支援というのがあり

ます。 

 今、ここにきてかなりイベントの数が多くなっ

てきました。多くなってきた分、それはそれで市

民が集ったり、近隣から集ってにぎわうからいい

ではないかということもありますけれども、同じ

顔ぶれがずっと出ているのと、顔ぶれも疲れてく

るということがこのごろ顕著に出てきたのでない

かなと思います。 

 ここ９月にきまして、たまたま連休が続きまし

た。私もいろいろ行ったのですけれども、サンゴ

草祭りが２日間やったら、次が秋の収穫祭と、で

は収穫祭に来ない人だとか、サンゴ草に来ない人

はどこに行ったかといったら市民会館で踊りの発

表会から違う発表会か何かだと、何かどこで調整

しているのかと、ここ29日も市民駅伝がありまし

て、その後、午後に健康フェスティバルもありま

して、もう目白押し、それはそれでいいのですけ

れども、やる人数も主催する人数も毎週出てい

る。ある程度、イベント整理ではないですけれど

も、十分な連携をとって話し合って同じようなも

のなら規模を大きくして集中したところでやるだ

とかということも考えられるのですけれども、補

助金や何かを出している市としてもその辺の感じ

というのですか、今までここ二、三年の傾向等を

どう感じていますか。 

○三島経済部長 

 イベントの数、それからスタッフ等につきまし

ては、先日の一般質問の中でもいろいろと議論の

あったところでございますけれども、それぞれイ

ベント主催団体がそれぞれの目的を持って行われ

ているというふうに思っておりますし、その目的

がやはりそれぞれの団体、市民の方々がまちの活

性化をいかに図っていくかという観点も非常に大

きな目的ではないのかなというふうに思っており

ます。 

 市がその辺の調整を行って重ならないようにと

いうような飯田委員のお話ですけれども、やはり

時期的にこの秋、収穫の秋であったり、文化の秋

であったりということで、どうしても日程が重

なってくるということは一つはやむを得ないのか

なというふうにも考えております。 

 それぞれの団体でなるべく重ならないような日

程で設定をされているというふうに聞いておりま

すけれども、市がそこに入って調整を図っていく

ということは非常にそのイベントの目的、それか

らかかわっている人たちの考えもあることですか

ら非常に難しい問題であるというふうに考えてお

ります。 

○飯田委員 

 今、部長の答弁のとおり、それは市がこれや

れ、あれやれという立場にはないですし、実行委

員会なりがするものです。私は、多くても一向に

構わないと思うのですけれども、同じような目的

なり、性格なり持ったのもある程度、見受けられ

て、同じ顔ぶれで運営していくと。その運営して

いく顔ぶれが今度、私は疲れてきているというよ

うな傾向も見られないわけではないから、その辺

も含めて、余り疲れるといい発想が出ないという

ようなことにもなりますから、私はイベントはい

ろいろな団体がやって重なろうと、それはそれで

意義があると思いますし、それをやめれというあ

れも何もないのですけれども、その辺も含めてで

はそのようなイベントやったときには点がしっか

りと線になって、次の点から線に結びつくかとい

うことも含めて私は発展的には考えているのです

が、なかなかそうもいかないで疲れだけが残って

しまうということもありますので、その辺を

ちょっと聞いてみたのですけれども、今後の課題

として私は受けとめていただきたいと思います。 

 終わります。 

○近藤委員 

 大事なことだけかいつまんで幾つかお伺いをし

たいと思います。 

 まず、農政課所管の分のちょっと各種政策全般

にわたってお伺いをしたいのですけれども、今、

網走農業の現状というのは畑作三品中心に非常に
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活気を呈していると、安定した生産に多少、天候

によって影響が出るところがありますけれども、

畑作三品中心に安定した生産力を維持している

と、それはやはり現場の農家の皆さんの努力、そ

して農協の皆さんの努力、そして農政関係の市役

所の職員の皆さん努力の上に成り立っていると思

います。 

 そういった前提を持ってお伺いするのですけれ

ども、まず今の平成24年度ベースの網走農業の総

括を農政課としてはどういうふうに受けとめてい

るか、まずお伺いをいたします。 

○川合農政課長 

 網走農業の平成24年度の総括ということです

が、畑作三品を中心に展開されていると、やはり

網走は土地、大型機械を使いました土地利用型農

業ということでもありますので、畑作三品を中心

に。また、戸別所得補償制度、今は経営安定対策

という制度で担っておりますが、そういう戸別補

償も出てきているということからも、その三品の

ウエートが高いということでありますが、24年度

も天候不順ということもありながら、皆さん生産

者の努力によってある程度の収量も確保できて、

それなりの所得があったのではないかと考えてお

ります。 

○近藤委員 

 私も同じような受けとめをしております。 

 そこでお伺いをさらに進めていくわけなのです

けれども、今、確かに毎年毎年、非常に安定した

生産力を発揮している網走農業なのですけれど

も、網走の経済の一つの柱であるわけなのです

が、この安定した状況をやはり今後も維持してい

く必要があるというふうに考えます。 

 各種施策というのは、そういった前提から打た

れているのだとは思うのですけれども、今後の農

業を取り巻く状況を考えれば、ＴＰＰの議論も進

んでいて私自身としては聖域なき関税撤廃という

のは反対なのだけれども、現実的には関税障壁が

徐々に縮小されていって、世界中にあらゆる食べ

物が行き来をするという時代、ＴＰＰを抜きにし

てもやって来るであろうというふうに考えていま

す。 

 そういった10年、20年先を見据えた中での網走

農業の生き残り策、または今の安定した生産力を

維持する方策というのは、その平成24年度のこの

各種施策を打ちながらの中でも、いろいろな形で

原課では議論をされてきたという経過はあるので

しょうか。 

○川合農政課長 

 これからの農業ということですが、ＴＰＰとい

う交渉を今しているところですが、こちらのほう

は網走市としても情報公開をしていただきなが

ら、皆さんの意見を聞いて国民の議論をしながら

その判断をしてくださいというふうに言っており

ます。 

 また、網走市の農業としましてもＴＰＰ、その

いかんにかかわらず、やはり持続的に発展できる

農業ということを目指しておりますし、それに対

しましてやはり土地であれば、農地であれば基盤

整備事業を継続的にしていく。またとれたもの

に、収穫されたものに対しては先ほどもお話しし

ましたけれども、麦類乾燥調製貯蔵施設を造設し

ましてコストの軽減なり、網走の麦の実需者から

のニーズの高いものを生産していくということを

考えておりまして、やはり今後は網走の農産物の

付加価値を高めていくような方策を考えていかな

ければならないというふうにも考えております。 

○近藤委員 

 やはり、どの時代でも盛者必衰といいますか、

常に栄えるということはなかなかないわけで、や

はりきちんと利益が上がっている、安定した生産

力がある間に時代の先を読みながら次の手を打っ

ていくというのが必要ですし、やはりそこは網走

全体の司令塔としての市役所に求められている役

割の一つなのかなというふうに思いますので、そ

ういった取り組みをお願いしたいと思います。 

 次の質問に移ります。観光部所管の、またこれ

も政策全般についてでありますが、観光部になっ

て初めての決算であるという部分については平賀

委員からの質問からでありました。 

 受けとめの部分ではおおむね順調な滑り出し

だったというふうに答弁をされていて、私も各種

施策の中身を見ながら非常に新しいことにも挑戦

をしながら、外からのお客さんも呼び、そしてま

た地域の皆さんが盛り上がっているところに観光

客を巻き込んでいこうというような発想を持った

取り組みが幾つかあって、そこは高く評価をして

いるところであります。 

 ただ、現実的にそれがでは数字としてどう出た

かというところがどうしても議論になってしまう

のですが、その入り込みベースで見れば東日本大
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震災の影響からは脱却をしたけれども、完全に回

復基調には乗っていないというような現状がある

というふうに私自身は受けとめているのですけれ

ども、まずその数字の面で捉えた平成24年度の状

況をどう受けとめていらっしゃるか伺います。 

○田口観光課長 

 平成24年度の観光客の入り込み数、宿泊数につ

きましては、宿泊数につきましては136万台、そ

れから入り込み数につきましては36万台に回復し

ております。これは、震災前の平成22年度の数字

に匹敵する数字に戻ったというふうには考えてお

りますけれども、もともとそれまでがずっと下

がっていた状態であったわけですから、決してそ

こに戻ったからといって好調に推移したというわ

けではないというふうに判断しておりますので、

これから一層、努力していかなければならないと

いうふうに考えております。 

○近藤委員 

 観光施策の評価の基準として、どうしてもその

こういう議会などでは何人来たという話がどうし

ても出てしまうのですけれども、やはりこれか

ら、これからと言いますか、一つの指標として重

要なのがどれだけお客さんがお金を落としてくれ

たかという消費力の部分や、それから本当に大事

なのは来たお客さんがどれだけ満足をして帰って

くれて、また網走に行ってみようと思ってもらえ

たかという、そのメンタルの部分の評価が本当は

必要なのではないのかなと思うのですけれども、

平成24年度いろいろな施策を打ちながら原課レベ

ルで感じられたことがあると思うのですが、そう

いった観光客個々の受けとめの部分ではどういう

ふうな評価をされていますでしょうか。 

○田口観光課長 

 施策の内容なのですけれども、今までの観光客

というのは景観を中心としました首都圏からの大

人数、バスで50人ぐらいが来て、そのまま帰って

いくというような、そういう景観に対する団体観

光だったのですけれども、これからの観光という

のは、観光客自体が全体的に減少してきている状

況で、いかに網走に1日でも長く滞在していただ

くかという、着地型観光になるわけですけれど

も、これの商品をいかに磨いていくことが大切だ

というふうに考えております。 

○近藤委員 

 僕の質問しようと思ったのは、平成24度にさま

ざまな施策を打つ中で、そういった来たお客様が

網走に対してどういう印象を持ったかというよう

な、そういったお客様の満足度に対しての評価、

振り返りみたいなものというのは何かなされてい

るのでしょうか。 

○田口観光課長 

 いろいろな施策があるわけですけれども、その

施策一つ一つがどうかということは、なかなか難

しい部分があるかと思いますが、旅行エージェン

トですとか、航空会社とか、そういう方々から網

走に対する意見というのを伺っておりまして、そ

の中から今後の施策というものも考えていってい

るというような状況でございます。 

○近藤委員 

 そのエージェントさんたちがどういうふうに受

けとめたかを知りたいのです。その平成24年度、

いろいろやった中で、感覚的な部分でもいいの

で。 

○田口観光部長 

 平成24年度の事業の成果として満足度がどう

だったかということでございますが、御案内のと

おりさまざまな事業をやっているところでござい

ます。 

 その中で、今、課長のほうからエージェントへ

とか、航空会社への取り組みがどうだったかとい

う、そういうチェックは必ずして、その評価がど

うだったかということもありますし、我々当然そ

この現場にも行っておりますので、お客様の評価

というものもお聞きしております。 

 ただ、いろいろなアンケートというのもありま

して、総合的に考えているのですけれども、今、

説明しましたように、なかなか１対１でそれが全

ての評価を少しの声で全体を捉えていいかどうか

というのもありますけれども、やはりいろいろな

お話をしている中ではいいところ、悪いところそ

れぞれありますが、お話を聞く中では網走に対す

る評価は非常に高い評価を持っておられるし、そ

れからやったイベントなどのいい点と悪い点とい

ろいろ御指摘をいただいておりますので、これは

全然だめだよというような評価のものは当然ない

ですし、どちらかというといい評価が全体的には

あったというふうに受けとめております。 

○近藤委員 

 私自身もいろいろなイベントに出向いたりと

か、観光施設に行って観光客の方とお話しする機
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会をなるべく多く持つようにしているのですけれ

ども、やはりここ一、二年の網走の観光施策は非

常に何度も来ている方には非常にプラスに受けと

められているように感じています。 

 少なくても、新しいことを打ち出して網走にさ

らにお客さんを呼び込んでいこうという意識がお

客さん側にも伝わっているのかなと思う局面が

多々あって、その部分は非常に評価をしたいなと

いうふうに思っていますので、これからも頑張っ

ていただきたいというふうに思います。 

 最後、平賀委員の御質問にもありましたけれど

も、インバウンド対策の部分でチャイナリスクの

お話しがあって、中国からの観光客が減っている

のですけれどというお話しがあったのですけれど

も、そのあたり平成24年度ベースでいいので深く

掘り下げて見ていただきたいのですけれども、確

かに今、中国国内では余り日本に観光に行くとい

うのははばかられる状況があるそうです。 

 ただ、一方で日本に行きたいという需用も非常

にあって、実は香港に一度出てから、そこから香

港発のツアーに乗っかったり、航空路線を使って

日本に入ってきて各地を観光すると、つまり日本

側から見るとこの人は香港から来たというふうに

認知されるのだけれども、現実的には中国から来

ているというような観光客は一定数いるというふ

うに私は認識しているのですけれども、そのあた

りはいかがでしょうか。 

○田口観光課長 

 中国からの観光客は団体で見るとかなり減って

いるという状況にはあるのですけれども、かなり

の富裕層におきましては個人的にこちらのほうに

来ているという状況もございますので、一概に全

てがだめというふうには考えていないような状況

にございます。 

○近藤委員 

 人口規模、市場の大きさ考えて、今、水面下で

はいろいろと中国と日本の関係改善に向けて経団

連の幹部の方が行ったりとか、国会議員が何人か

行き来したりとかしているようでありますし、こ

れから関係改善の兆しが出てくるというふうに思

いますので、そのあたりは積極的にやっていただ

きたいというのと、実は東南アジア向けの情報発

信でも中国語というのは非常に重要なのだそうで

す。 

 つまり、タイ、シンガポールで日本に観光に行

こうとしている富裕層というのは、実は華僑が多

くて、彼らは中国語ベースの情報を入手したがっ

ているという側面もあるので、中国語による情報

発信は今までどおりやっていただく必要があるの

かなというふうに思いますが、そのあたりはいか

がでしょうか。 

○田口観光課長 

 東南アジア、特にシンガポールとかタイもそう

なのかもしれませんけれども、華僑が多いという

のは感じておりまして、特に繁体字の情報が必要

かというふうに考えております。 

 英語、繁体、どちらかというと繁体のほうが多

いぐらいだというふうにシンガポールあたりでは

聞いておりますので、中国語におけるＰＲという

のも積極的に継続していきたいというふうに考え

ております。 

○近藤委員 

 終わります。 

○七夕委員長 

 ほか。 

（「なし」の声あり） 

○七夕委員長 

 なければ以上で、認定第１号中、経済部、観光

部、農業委員会の所管に関する細部質疑を終了し

ました。 

 理事者入れかえのため、そのまま暫時休憩をし

ます。 

午後２時39分 休憩 

 

午後２時41分 再開 

○七夕委員長 

 休憩前に引き続き、再開をいたします。 

 認定第１号中、水産港湾部の所管に関する細部

質疑に入ります。 

○山田委員 

 私のほうから２点ほど質問いたします。 

 成果報告書の76ページです、サケマス頭部等有

効活用試験事業ということなのですけれども、こ

れを見ますと平成22年、23年、24年と含有分析を

して24年には試食までこぎ着けたというような感

じで書いてあります。 

 網走においては、カラフトマスというのが大量

に取れまして、カラフトマスの別称が青マスとか

セッパリとか、そういうのもあるようです。 

 網走で取れる、このカラフトマスの頭なのです
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けれども、これは加工されてないという、利用さ

れていないというふうに書いてありますけれど

も、現実的には相当捨てているのかなと、ちょっ

とわかりませんのでいかがでしょうか。 

○河野水産港湾部次長 

 カラフトマスの頭部等の未利用部分につきまし

ては、カラフトマス１本のうち、大体30％ぐらい

が未利用といいますか、不可食部分という形で、

ほとんどミールだとか、そういった部分に回され

ていますね。ミール工場なり。 

 ですので、全体的なマスの量価自体が減ってい

ますけれども、その全体の漁獲量のそういった部

分が未利用になっているというふうな状況です。 

○山田委員 

 今のでわかったのですけれども、30％ぐらいは

食用というよりもミールのほうに行っている。だ

から、頭のほうをもっと有効利用できないかとい

う取り組みの中で３年間、いろいろ勉強されたの

かというふうに思います。 

 そこで、研究内容を見ますと、粉末処理をした

り、ペースト状にしたりして、その中の有効成分

であるＤＨＡとかＥＤＡの含有量分析をしていっ

たということですけれども、私が知っている範囲

の中では青魚がそういう成分を持っているという

ことなのですけれども、カラフトマスは青魚の部

分に入っているのかなと、それはわかりませんけ

れども、多分、相当な成分が青魚と同じようにあ

るのかなと、その研究されている中で比較はされ

ていると思いますけれども、この辺はどうなって

いるのでしょうか。 

○河野水産港湾部次長 

 カラフトマスの部分でのＤＨＡとかＥＰＡの含

有量についてのお伺いですが。 

○山田委員 

 青魚と比べてどうなのかということです。 

○河野水産港湾部次長 

 残念ながら、その青魚と比べてどのぐらい多い

のか少ないのかというのは、入っているのかとい

うのは、そういったところまでは調べてはいませ

ん。 

○山田委員 

 調べてはいないというけれども、この成分があ

るということは、多分、この研究の中でされてい

るということだと思います。 

 着眼点はなかなかいいと思います。ＤＨＡとか

ＥＰＡというのは我々もサプリメントや何かでよ

く知ってまして、ｎ‐３系の多可不飽和脂肪酸の

一つだと書いてあって、そこの重要なところは血

液脳関門を通過できる唯一の脂肪酸ということ

で、脳にいいと。それから脳にとっていいことは

軽い痴呆性の人とか、あるいは物忘れのする人と

か、そういう人たちのために有効性あると。そし

てもう一つは攻撃性のある人たちが飲めば、スト

レス解消になって性格が穏やかになると、そう

いった面があるというようなことを書いてありま

す。 

 そこで、今回の事業を見ますと、やはり生徒の

ほうにも学校給食で使いたいというところがあっ

て、一つの目的の中にはそういったいい成分を地

元の食材で何とか供給できないかということと、

未加工のものをもっと有効にすると、そういう取

り組みのように私は思うわけであります。 

 学校給食に利用しようという流れにいったの

は、どういうようなことなのかなということで

ちょっと、学校給食の関係で。 

○河野水産港湾部次長 

 山田委員がおっしゃったように、サケマス頭部

にはＤＨＡ、ＥＰＡが非常に多く含まれていると

いうことで、その効果につきましてもおっしゃっ

たような効果があるというふうに、いろいろな文

献で調べてはおります。 

 それで、そういった効果が一番期待できるの

は、やはり将来ある子どもたちの学校給食に使わ

れれば非常に有効利用ができるなというふうな考

えのもとで、そういった研究を始めたのがきっか

けでございます。 

 それで、昨年の実績としまして学校給食として

受け入れられるものなのかどうかと、加工能力自

体が非常に低いものですから、まだ研究の途につ

いたばかりなものですから、すりつぶしてＤＨ

Ａ、ＥＰＡをたくさん残して、それをいろいろな

製品に混ぜて、学校給食の中で提供できるという

ようなスタイルにまでしていって、それが実際、

子どもたちが受け入れられるのかといったところ

を教育委員会と協力しながらやって、まずはアン

ケート調査をやってみようといったところが昨年

の事業の中でございます。 

 その結果としましては、いろいろ賛否がござい

まして、やはりどうしても生臭さというのが大き

な壁となっておりまして、そこら辺は解決すべき
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課題だというふうに思っているところでございま

す。 

○山田委員 

 今おっしゃったとおり、いろいろ課題がある

と、有効利用したいというその取り組み自体は非

常にいいと思います。 

 ここをさっき聞こうと思ったのですけれども、

試食会はどうでしたかということなのですけれど

も、試食会ですね、生臭さがあって、子どもたち

にはちょっと若干、提供しづらい段階であろう

と。今後は、もう少し研究をしたいという形であ

ると思います。 

 それで、今回の事業で一応終了したことになる

のですけれども、そのデータについては市内の水

産加工場に提供して、今後も研究成果を活用しま

すとあるのですけれども、これは市内の水産加工

場というのはカラフトマスを扱っている会社、あ

るいはそれ以外にも提供されているのでしょう

か。 

○河野水産港湾部次長 

 市内の水産加工業のほうにデータを提供すると

いう形で説明いたしましたけれども、現在、当市

のほうで事務局を持っております水産加工振興会

という団体がございまして、そこには市内の二十

数社の加盟しております団体がございます。 

 そちらのほうにデータ等を渡すとともに、そし

て各加工業者に渡すとともに加工振興会の総会で

も、そのＥＰＡが多く含まれた加工製品を、これ

は蒲鉾製品でつくって試食会などをやりましたけ

れども、そういった実際に食べてもらうとか、そ

ういったこともやっております。 

○山田委員 

 今言ったとおりせっかくやった事業ですから有

効利用をするということの積極的な取り組みに感

じます。 

 提供して、蒲鉾にも混ぜて使おうというような

取り組みなんですけれども、現実的にも商品で

やっている蒲鉾屋さんとかあるのでしょうか。 

○河野水産港湾部次長 

 現実的に製品化して売っているのかという御質

問であれば、まだそこまでにはいっていません。 

○山田委員 

 わかりました。これからは、課題を克服してや

られる事業だと思います。 

 この売りとしてはＤＨＡ、ＥＰＡ、なかなかい

いものですから何とか製品を製品化されるような

取り組みを継続していただければいいなというふ

うに思っております。この質問はこの辺にしてお

きます。 

 次に、76ページの沿岸浅海域漁場造成・調査事

業補助金というところですけれども、市内のウ

ニ、ナマコ業者に関する目的で行われている事業

です。 

 この中に書かれているのは、大しけとか流氷に

よる被害を受けない漁場の造成という形になって

いるようですけれども、これをやることによって

こういう漁場が荒らされないようないい場所をつ

くっていくということだと思うのですけれども、

今まではやはりそういうことで漁場が自然災害で

荒らされてというようなことはあったからやって

いると思うのですけれども、その辺お聞かせくだ

さい。 

○河野水産港湾部次長 

 沿岸浅海域漁場造成・調査事業の内容でござい

ますけれども、浅海域の漁場がどれぐらい壊して

いるのかといったところを含みましてですけれど

も、荒廃といいますか漂砂だとか、それから実際

には流氷だとか、そういったもので藻場、そう

いったものが削られたり、そしてウニだとかナマ

コが住めるような岩場だとか、そういったものが

漂砂によって埋められてしまう、そういったよう

な状況で荒廃してきているといったことに着目し

まして、ではやはりどういったことでそれが解消

されるのかといったところで、やはりウニだとか

ナマコ、こういったものが育つ、そういった環境

に戻してやる、そういった部分では保育礁だと

か、それからウニが育つようなそういった魚礁、

そういったものを置いてやるとか、岩を投入して

隠れる場所をつくってやるとか、それから藻場が

形成しやすいようなシェルナースといった、貝を

利用した魚礁があるのですけれども、そういった

ものを沈めてやるとか、そういったことで元に戻

してやるといったことが今回のこの事業の目的で

す。 

 それとともに、住んでいるナマコだとかそれか

らウニの稚貝、そういったものを住んでいるとこ

ろから集めて、そして浅海域のほうに戻してやっ

て、そこら辺でたくさん取れるような状況に戻し

てやるといったようなことがこの事業の目的でご

ざいます。 
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○山田委員 

 今の説明の中で、やはりそういう災害という

か、生育するための阻害要因があったと。その中

でこの事業を取り組んできたということで、成果

的には、これは４基設置して漁場の拡大や大型の

褐藻が出て、要するにえさですね、そういうもの

が出て、そこにナマコとかウニがたくさんとは

言っていませんけれども、多く確認されたという

ことで、今後はこの成功例で事例を持って、場合

によっては拡大をしていくというような形なので

しょうか。 

○河野水産港湾部次長 

 山田委員おっしゃったとおり、この今現在やっ

ているのはあくまでも調査事業でして、こういっ

た保育礁の設置だとか、魚礁の設置、それから移

殖、放流、こういったことが有効なのかどうか

と、今、調査して実際どういうやり方がどこにど

ういったやり方が効果があるのかというのを今現

在、検証していて、それが十分効果があるという

ふうに確認できましたら、国の大きな事業がござ

いますので、それに乗っかってやっていきたいと

いうふうに考えております。 

○山田委員 

 今ので、事業については理解いたしました。 

 ちょっと違うのですけれども、ナマコというの

が北海道全体で考えますと平成14年までは1,000

トンから1,500トンぐらいらしいのですけれど

も、それが最近では平成23年度でいくと2,500ト

ンに伸びている、生産量が。これは恐らく中国に

送っているものが、中国に需用があったりしてふ

えていると思うのですけれども、ちょっと私調べ

てもナマコの生産量が網走はそういう中でどのぐ

らいあるのかということがちょっとわからないの

で、お聞かせください。 

○河野水産港湾部次長 

 平成24年度の数値なのですけれども、ナマコ、

網走漁業の生産量、これが8,188キログラム、金

額にして1,673万6,753円という水揚げがございま

す。 

○山田委員 

 ８トンですね、わかりました。 

 全体的には、北海道全体としての中の位置づけ

では少ないは少ないですけれども、これがもっと

生産できるように今後もやっていただきたいとい

うふうに思ってございますので、この辺で私の質

問は終わります。 

○高橋委員 

 今の質問に関連しますけれども、サケマス頭部

等有効活用の件でございますけれども、学校給食

にちょっと適さなかったと、そんなふうに感じま

したけれども、もしこれがこれから研究すること

あったらの話ですけれども、進んでいかれて、お

いしいものになってくれれば、これは給食を食べ

た子どもがお母さんにその味を伝えると思いま

す。 

 それでお伺いしますけれども、家庭で頭を使っ

た同じような効能のある料理というのは可能なの

でしょうか。 

○河野水産港湾部次長 

 今回の方式はミールにする特殊な加工機械を利

用してつくっております。もし、家庭で利用する

のであれば、そういった機械は当然、使えないわ

けですから、それにかわる料理の仕方、骨だと

か、頭をもっと柔らかく煮て食べさせてやると

いったことは可能だと思いますので、何もその今

回のこの事業の製品をそのまま真似してつくると

いう必要はないと思いますので、家庭ではそう

いった料理の方法で利用していただきたいという

ふうに考えております。 

○高橋委員 

 また、ほかにも白子という普段は使われない部

分がございますけれども、そういったものに今回

の研究の中に考えなかったのでしょうか。 

○河野水産港湾部次長 

 白子自体につきましての研究は今までは検討は

しておりませんでした。 

 ただ、いろいろ話を聞く中で白子もおいしいと

いう話も聞いておりますので、今後の研究課題と

して白子は対象となるのかなというふうには考え

ております。 

○高橋委員 

 上の事業名の中にサケマスと書かれております

けれども、サケもこの研究の対象になったので

しょうか。並行して研究されたかどうか、これは

同じ仲間ですので聞きたいと思います。 

○河野水産港湾部次長 

 当然、事業名がサケマスですので、サケとマス

の頭部を利用してこの製品を開発したということ

でございます。 

 もちろん、マスが未利用という形で余り使われ



 

－ 153 －

ていない、安いということもございますが、最近

は非常に量が少なくなって、水揚げも少なくなっ

てきましたので、今後はサケも大変多く取れます

ので、サケマスこだわらず不可食部分をどんどん

利用していこうといった趣旨は変わりません。 

○高橋委員 

 次に、新製品の研究開発事業、この中で特に大

コマイを原料とする加工製品の研究開発、これ

ちょっと興味持たせていただいたのですけれど

も、このコマイについてどのような加工の研究が

されたのでしょうか。 

○河野水産港湾部次長 

 大コマイの部分につきましては、新製品等開発

研究事業の中で、第一水産加工業協同組合に委託

しまして、現在、能取湖のほうで非常にたくさん

取れておりますので、何とか利用できないかとい

う声がございました。 

 それで、この製品開発につきましては３枚にお

ろして、フィレにできないか、あるいは一夜干し

にして使えないか、それからフレーク状にして煮

炊きに使えないかといったようなことを研究して

おります。 

○高橋委員 

 この大きなコマイというのは、ちょっと年中、

一年通して漁獲されるものなのですか。 

○河野水産港湾部次長 

 時期的な部分については、詳細はちょっとわか

らないのですけれども、大体時期的に取れるとい

うふうに聞いておりまして、小さいものについて

は非常に利用はされています。大コマイというの

がなかなか利用されづらいといったことがござい

ますので、そういったところに着眼して製品開発

をしようといったところでございます。 

○高橋委員 

 こういった加工というものは、専門的な分野だ

と思いますので、そんなに多くの業者が加工され

ていらっしゃるとは思えないのですけれども、一

部の業者が頑張っていただくと、将来期待したい

のですけれども、特に肉質というものからみます

とすり身に適しているのではないかなと感じたの

ですけれども、こういった分野には利用できな

かったのでしょうか。 

○河野水産港湾部次長 

 今回の製品開発の中にはすり身製品というもの

は含まれておりませんけれども、とりあえず全く

使われていないといったところが中心で、一番簡

単にできるのは一夜干しではないかと、それから

フレークだとかそういったものではないかと、す

り身製品になると、それなりの機械がいりますの

で、それについては今後の検討という形になろう

かと思います。 

○高橋委員 

 乾物としてのものがやはりイメージ的に感じま

した。先ほど通年でと言われたので、特に冬の時

期というのは腹に子を持っている時期だと思いま

す。その時期というものは利用に問題はないので

しょうか。 

○河野水産港湾部次長 

 冬期間というのは、そういった時期もございま

すけれども、やはり能取湖は結氷してしまいます

ので、現状では確保が非常に難しいのかなという

ふうに考えておりますので、そういったところを

十分検証しながら、いつ取って、いつ加工するの

かといったことも今後の研究課題になろうかと思

います。 

○高橋委員 

 いろいろこれからやることがいっぱいあると思

いますけれども、そういった使われていないもの

の開発に力を入れていただきたいなと感じまし

て、私の質問を終わります。 

○飯田委員 

 それでは特別会計、網走港整備です。この会計

は、重要港湾計画に乗って、過大な事業見積もり

を立ててやった結果、このような繰上充用金を生

んでいる会計です。 

 実際に、当初計画からなのですけれども、資料

の中で34ページ、計画で平成30年代全般とある

が、これは20年代全般ですね。 

○酒井港湾課長 

 今の計画は平成30年代前半を目標としているも

のでございます。 

○飯田委員 

 それでいきますと、当初計画が昭和53年、その

10年後の２回目の変更、昭和63年、それから平成

10年、この30年代というのはいつというか、いつ

までの平成30年いっぱいまでということなので

しょうか。 

○酒井港湾課長 

 港湾計画の改定は基本的に10年スパンで改定し

ていきますので、おっしゃるとおりでおおむね平
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成30年の改定を目指すというような形でございま

す。 

○飯田委員 

 それでいきますと50万トンから80万トンに上

がって、それから30万トンに下がって、10年おき

でいいますと平成10年から、20年に、平成30年代

の全般という形で、20.6万トン、20万6,000トン

ということで外貿で。内貿で170万トンが200万ト

ンに上がって80万トンに減らして、現在、64万

6,000トンということです。 

 これでいきますと、大まかに言うと外貿で４分

の１、内貿で３分の１の実績になると思うのです

けれども、実際、外貿は平成23年度に比べて若

干、ふえましたけれども、内貿は10万トン近く落

ちているのですけれども、年次別港湾統計により

ますと、落ちた主なものが麦とそれから重油と石

油製品、それから化学肥料とか、これは何か原因

があるのですか。 

○酒井港湾課長 

 まず、麦のほうですけれども、麦については、

その年度の生産量と、それに応じて増減が出てま

いります。 

 基本的には、麦自体は網走港からの出荷調整と

か、そういうもので直接下ろしたものではないと

いうふうに認識しております。 

 次に、重油とそれから石油製品ですけれども、

これにつきましては今まで従来、網走港にありま

した出光興産の網走の輸送場ですけれども、これ

が網走港から撤退するということになりました。

採算性を考えると、かなりこの地域での需用も落

ちているということがございましたけれども、企

業のほうの採算性を考える上で釧路港を利用し

て、網走に持ってくるというような部分になりま

したので、この分がそのまま落ちるような形とな

りまして、トータルとして約10万トン落ちたとい

うことでございます。 

 化学肥料につきましては、この地域で肥料がか

なり有機肥料を多く使うようになってきたという

ような傾向がございまして、この分が減ったとい

うふうに認識しております。 

○飯田委員 

 これからいくと、今後、内貿ではふえる要素と

いうのはどの部分と考えていますか、それともそ

のままある程度この数字がある程度、固定的にな

るのかと、そのような見通しはいかがですか。 

○酒井港湾課長 

 今、網走港で小麦の集出荷施設を建設してござ

います。従来の小麦サイロの能力では７万トンか

ら８万トンが限界だったのですが、今度の施設は

積み込み能力、それから保管能力とかも向上しま

す。 

 こちらについては、おおむね12万トン程度は出

せるのではないかというふうに見込んでおりま

す。管内の麦の収量が大体12万トンから16万トン

ぐらいあるということで承知しておりますので、

それを極力、網走港のほうに集約しながら、まず

ここの出荷量の増加のほうに力を集中していきた

いというふうに考えています。 

○飯田委員 

 今の御答弁では５万トン、それからそれ以上。

それでも５万トンとしてもまだ及びもつかないの

ですけれども、その他の石油製品なり、企業の落

ち込みをどこでカバーするか、それとも違うもの

で内貿向上させるか見通しはいかがですか。 

○酒井港湾課長 

 それ以外の品目ということになりますと、具体

的にすぐに上がってくるものはないような状態で

ございます。 

 企業訪問とかをしていきながらでは、例えば網

走港で塩が使えないかとか、取り扱うことができ

ないかとか、そのようなヒントはいただいたりし

ていますが、いろいろ商社とか企業の流通形態と

かもしっかり固まっているような中で、それを切

りかえるというような作業も出てきますので、こ

ういうような企業の聞き取りなどを含めながら有

望な貨物について、また検討していきたいという

ふうに考えております。 

○飯田委員 

 いずれにしても、現在、内貿がかなり苦戦され

ると、麦の集出荷施設ーが建設されたりしてもな

かなか大変だという状況です。 

 そういうような中で、実際、造成事業で、平成

24年度に売れています。 

 現在のところ売却可能面積が減りまして、4,100

万円ほど2,531平米で、あと債務が14億9,350万円と

いう形になっているのですけれども、これは実

際、23年のときに価格を改定しまたよね。改定し

たのですけれども、従来、新港地区と新港たまり

地区とで値段の格差がついていたのを一緒にし

て、多く買ったところに割り引き価格という形を
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つけたのですけれども、そういうのをこれは利用

したということだと思うのですけれども、それら

の経過をお知らせ願いたいと思います。 

○酒井港湾課長 

 おっしゃるように、価格を改定したことにより

まして、今まで網走港の土地の値段が高いと言っ

ていた方々に対しまして、その内容を御説明しま

して、その結果としてこの売却は進んだというよ

うなところもございます。 

○飯田委員 

 これが売れたと、これが石炭ですか、特に石炭

が多く入ってきましたので、ホクレンの中斜里工

場がボイラーが重油から石炭にかえた結果だと思

います。 

 そういう意味からすると、ほかにそのような例

というか、実際、売るときにこれだけ価格を改定

して、統一して多く買ったら割引率も多いという

ようなことでセールスを私はしていると思うので

すけれども、その見通しというのですか、セール

スの状況と今後の見通しわかりますか。 

○酒井港湾課長 

 用地の引き合いということにつきましては、

今、おっしゃられたホクレンの関係とかもござい

ます。ホクレンについては、今は貸し地で使って

いただいていますけれども、その用地を買ってい

ただくことはできないかということもあります。 

 それから、よく市内の業者では港湾用地を取得

したいというようなことも引き合いとしてござい

ますので、そういうような過去にこちらのほうに

申し入れがあったようなところについては、引き

続き検討の結果はいかがでしょうかというような

ことで打診をしているというような状況でござい

ます。 

○飯田委員 

 従来は市内から漁船保険組合とか、網走木材だ

とか、かなりな形で移りまして、結果的には網走

木材のところは、そういう形での利用はなくて本

当に、私は大変な、大変というか減ったは減った

のですけれども、約10億円、15億円の繰上充用金

を抱えている。現在、金利が安いですからそうな

のですけれども、金利が上がればふえていくとい

うような、やはり危機的な問題があります。 

 毎年のことなのですけれども、引き続いて土地

の売却なり、貸し出しというのですか、借りると

ころがあれば、貸した料金で何とかやると思うの

ですけれども、やはり15億円というのは非常に重

いと思います。 

 そのような意味で、担当の原課では努力してい

ると思うのですけれども、いかんせん私は過大な

事業見積もりが今ここにきて、本当になかなか努

力してもいけないというような現状で、この会計

は本当に大変な会計だということの認識で次に移

りたいと思います。 

 能取漁港です、能取は実はこの年はメガソー

ラー、売れてはいないのですけれども貸すと、20

年間。そういう形で市有財産に買ってもらいまし

て、それで２億3,500万円になるのですけれど

も、それだけ減ったということなのですけれど

も、実際、減った中での見通しというのですか、

残された繰上充用と実際、売るのに割り引きして

いるものですから、そういうような関係を含めて

の現在、金額的なものと見通しをお示しいただき

たいなと思います。 

○河野水産港湾部次長 

 能取特別会計の状況でございますけれども、御

案内のとおり、平成23年度の決算でメガソーラー

建設のための市有財産への所管がえがございまし

て、土地の売却収入がございましたので、繰上充

用金等々が約６億9,000万円までに減った状況と

なっております。 

 平成24年度につきましては、土地の売却収入が

なかったため、赤字がそのまま６億9,133万1,000

円ですか、こういった数字が赤字として残ってお

ります。 

 土地の売却も合わせての将来的な展開というこ

とでございますが、売却予定地が今現在17万平米

ございまして、それを今現在の単価3,500円とい

うことで、全て売ったとしても５億9,727万5,000

円ということで、それを相殺しても約9,400万円

ぐらいですか、赤字が残ってしまうというような

状況でございます。 

 いずれにしても、やはり将来的な部分につきま

しては、土地を売ってもこういうような状況です

ので、一般財源の繰り入れだとか、そういったと

ころに頼っていかざるを得ないなというふうには

考えております。 

○飯田委員 

 実際、能取会計の歴史というか、経過を見る

と、やはり売るより、基金投入で何とか財政健全

化法で不良債権と認定されまして、網走港整備の
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ほうはまだ売れるというような判断でそれに当て

はまらないということと、能取は売れないだろう

という判断のもとに、能取のほうが健全化法に

引っかかって基金から投入して何とか今、逃れて

いるという感じです。 

 その前も23億5,000万円ほど基金を投入して危

機を免れてきたのですけれども、売るよか市の基

金を取り崩して能取を小さくしていると、全体的

にずっとここ10年間、そういうような形で能取会

計は基金頼みといったら変なのですけれども、そ

ういうことで小さく６億9,000万円になっており

ます。 

 ただ、基金頼みの感じを受けないで、やはり土

地売却なり、土地のメガソーラーで貸すといって

も、そんなに大きい額ではないのですけれども、

それでも売れないより会計には寄与するという形

でございます。 

 特に、寄与するというのは、実は一般会計から

繰り入れしているのですよね。予算では２億

8,000万円ちょっと予算化していたのですけれど

も、実際は決算では１億2,000万円になっており

ます、繰り入れです。 

 これは去年、近隣の関係か、それともこの関係

なのか、実際、この乖離にはどのような理由なの

ですか。 

○河野水産港湾部次長 

 1,200万円ということでよろしかったでしょう

か。 

 これにつきましては、金利等の返していく部分

でこの金額になったと。予算時見込んだ金利が決

算でこういった数字になったということですね。 

○飯田委員 

 ちょっと数字間違っていてごめんなさい。２億

円ではなく、2,800万円が1,200万円と、要するに

金利が安かったということ。ということは、裏返

せば金利が高くなると、2,800万円で予定してい

たのが急激に情勢が変わって3,000万円、4,000万

円になるという場合もあります。 

 だから、せめて繰り上げ分を何とか売却した

り、貸したりするのでやる営業努力というものが

私は必要だと思うのですけれども、その辺も含め

て展望はいかがでしょうか。 

○河野水産港湾部次長 

 やはり最終的にはそういう一般財源に頼らざる

を得ないというような状況ではございましたけれ

ども、少しでもやはりその金額を減らすためには

土地を売る努力をしなければならないというのは

十分わかっております。 

 ただ、御存じのようにこういった景気低迷が続

いている中で、能取工業団地の土地がなかなか売

れないと。たまたまそのメガソーラーというブー

ムもございまして、平成23年度はできたと、今

後、そのメガソーラーがさらに拡張するのかと

いったら、北電が再度、その送電線の容量が足り

なくて、それが原因でちょっと能取工業団地への

メガソーラーといいましょうか、今後そういった

展開がなかなか難しいというふうにも聞いており

ます。 

 そういったことも合わせますと、非常に土地売

却というのはますます難しくなってくるのかなと

いうふうには考えておりますが、今後とも売却促

進に向けた努力は進めていきたいというふうに考

えております。 

○飯田委員 

 最大57億円まで膨れ上がった特別会計です。繰

上充用金という形で、そう目立たない、目立つの

ですけれどもなってきました。 

 実際、57億円を地総債の40億円で減らしまし

て、その債務も非常に苦戦しているところなので

すけれども、そういう意味から17億円に減ってか

らも私は売れなかったらどうするかということに

なりますと、やはり財政的には前市長が最終的に

は一般会計というか見ざるを得ないということで

基金投入になったと思う。 

 そういう意味では、現在の水谷市長には直接責

任はないとは思うのですけれども、そのような意

味で私は最大の負の遺産ということを指摘して、

特別会計の質疑を終わりたいと思います。 

○近藤委員 

 漁業振興政策全般についてお伺いします。 

 先ほどの農政の話と同じなのですけれども、ま

ず平成24年度網走漁業全般の総括について、どう

受けとめておられるのかお伺いいたします。 

○河野水産港湾部次長 

 網走の漁業の総括という部分でございます。 

 やはり、水産業は農業と違いまして、農業もそ

うですけれども、非常に天候だとか、それから自

然の部分での影響も非常に多くございます。 

 代表されるサケ、マス、ホタテ、これが網走の

主要魚種で、この水揚げいかんによって網走の水
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産経済が違ってくるということは言えると思いま

す。 

 全体的な水産業としては、若干ではございます

けれども右肩下がりではございます。ただ、その

右肩下がりも、きちっと下がりぐあいを抑えなが

ら進んできているのかなと今、思っております。 

 新聞等でも御存じのとおり、サケについては北

海道全体で水揚げが非常に少なくなってきている

にもかかわらず、オホーツク海では非常に取れて

いるといったこともございます。 

 また、ホタテ漁業につきましても今回、非常に

歩留まりもよく、価格も高くなっているといった

ことがございます。それは自然の海の状況によっ

て左右するわけでございますけれども、それにし

てもホタテ漁業に代表されますように、つくり育

てる漁業が非常に効果が上がっているのではない

かと、それでその右肩下がりも少なくて済んでい

るというふうに考えております。 

 今後、こういった限られた資源をきちんと守っ

ていくような形での水産行政に取り組んでいきた

いというふうに考えております。 

○近藤委員 

 よくわかりました。 

 今、お話しにあったように非常に生産力がまだ

まだ高い状況にあって、網走の経済を支える大黒

柱の一つであるという認識は私も同じでありま

す。 

 ただ、今、少し答弁の中でも取り上げておりま

したけれども、気候変動の関係、さらにはその食

料をめぐる国際情勢の変化等もあって、網走の水

産業の今の生産力を今後、今の活況をどう維持し

ていくのかというのは、やはり非常に重要な課題

であるというふうに思います。 

 各種施策、そういった思いの中で打たれきてい

るのだとは思いますが、それとは別に先ほど農政

の部分でも触れましたが、今の活況を10年、20

年、この先どういうふうに維持していくのかとい

う視点を原課としても持つ必要があるのだろうと

いうふうに思っていますが、今、少し答弁でもそ

ういったことをやっていかなければいけないと思

いますというふうにお話しされていましたけれど

も、もう一度改めてそのあたり具体的に思うとこ

ろがあればお伺いしたいと思います。 

○鈴木水産港湾部長 

 今後の原資の執行等についてでございますけれ

ども、今、次長からもお話しをさせていただきま

したけれども、今後、その網走の漁業をどうして

いくかという部分につきましては、今現在、その

豊かな資源をいかに安定的に持続して利用を図っ

ていくか。そのためには資源の適正な管理ですと

か、積極的な増養殖ですとか、あとは漁業環境の

保全ですとか、そういうものについて引き続き取

り組んで、現状維持していきながらそのような状

況に対応していくというようなことで考えており

ます。 

○近藤委員 

 網走前浜も内水面も含めてさまざまな漁場あり

ますけれども、水揚げしている魚種もいろいろあ

るのですけれども、そのあたり維持しながら、今

の漁業の活況をこれからも引き続き守っていくよ

うな取り組みをしていただきたいと思いますし、

折りに触れてまた議論させていただきたいと思い

ます。 

 以上で終わります。 

○七夕委員長 

 ここで、暫時休憩をいたします。 

午後３時36分 休憩 

 

午後３時42分 再開 

○七夕委員長 

 再開をいたします。 

 質疑を続行いたします。 

○平賀副委員長 

 それでは質問させていただきます。 

 最初にみなと観光交流センターの関係のことを

何点か伺いたいと思いますが、まず確認なのです

けれども、あの施設は指定管理者で運営されてい

て、大きく２社で専有部分をほかに占めているよ

うな状態に今なっているのだというふうに思いま

すけれども、そこであそこの中で、その二つの占

用している業者さんでないところが使うという

ケースもあるのですけれども、その場合について

はどこがそこの事業者さんが入っていいという許

可を出しているというような状態になっているの

でしょうか。 

○酒井港湾課長 

 ここの場合の使用許可につきましては、網走市

が出すという形にしております。 

○平賀副委員長 

 網走市が出すということですから、歳入として



 

－ 158 －

は網走市に入ってくるという形になるのですね。 

○酒井港湾課長 

 はい、そのとおりです。 

○平賀副委員長 

 その状況については理解をさせていただきまし

た。 

 そこは確認なのですけれども、もう１点、指定

管理者のところは指定管理者として債務負担行為

を設定をしながらやっていただいているので、そ

こは更新になる、はっきりしていていいのですけ

れども、大きな面積を占有している２社について

なのですけれども、条例だとか施行規則を読んで

いくと、あの建物の中を貸すということができる

ということは書いてあるのですけれども、長期に

わたってずっと使っているというところについて

の根拠になる部分というのはどこなのかなとよく

わからなかったのですけれども、その辺はどこに

なるのでしょうか。 

○酒井港湾課長 

 行政財産の使用許可という形で使用許可を出し

てございまして、基本的には１年更新ということ

で行っております。 

 特に条例にうたっているわけではございません

けれども、自治法の趣旨に従いまして単年度で許

可を出すという形にしております。 

○平賀副委員長 

 単年度の許可ということです、わかりました。 

 そうすると、更新の時期がいつになるかによる

のですけれども、もしもほかの事業者さんが同様

な形態でそこを使いたいという申し出があった場

合については、どういった扱いになるのでしょう

か。 

○酒井港湾課長 

 現在の事業者を募集したときは、そこに説明会

を行いまして、そこで参入してくださる事業者を

そこから応募していただいて、プレゼンをしても

らうと、それで決定していたという経過がありま

す。 

 今、直接港湾課には参入したいというような希

望は寄せられておりませんけれども、今後もし行

うとすれば同じような手続きを行うということは

考えられます。 

○平賀副委員長 

 その場合は改めて入札を行う形になるのか、ど

ういう形になるのかわかりませんけれども、何ら

かの審査を経て選定されるわけですね。そこは理

解をさせていただきました。そこは状況について

の確認でした。 

 もう１点、当時、指定管理者とそれから二つの

会社が大きく面積を占めるということで、ランニ

ングコストの部分については、そこによって負担

額が決まってくるという状況があったのだという

ふうに思いますけれども、現在でもその状況に変

わりはないということですね。 

○酒井港湾課長 

 これは当時と現在は変わっておりません。 

○平賀副委員長 

 わかりました。当時は、それぞれ資本体系が

別々の会社が指定管理者除くと入っていたのです

けれども、今、資本の関連がある会社になってい

て、当時と条件が変わってきていると思います。 

 スケールメリットというところが出てくるのか

なと思うのですけれども、一体的に一つのグルー

プ会社が使っている状態のときの料金とそうでな

い今までの料金は違っていてもいいのではないか

という考え方、当然、スケールメリットが出てく

ることを考えればあると思うのですけれども、そ

の辺については原課ではどういう検討をされてき

ているのでしょうか。 

○酒井港湾課長 

 ２社というのが多分、冬季運行しているおーろ

らの運行会社のお話しだと思いますけれども、こ

れにつきましては確かに最初に応募したときにこ

の業者が一体になるということは全然想定してご

ざいませんでした。 

 結果として、そういう形になったわけですけれ

ども、年間の使用料、それからおっしゃられた共

益費、これはおおむね金額が大体年間の使用料額

というのは決まっておりますので、これを入居者

の方に負担していただきながら、そこで運営を

やっていくということで、この方針については基

本的には変わらないと。 

 現在の得られる収益の中でその分を賄っていた

だきながら、そこで営業活動を続けていただくと

いうことで考えてございます。 

○平賀副委員長 

 スケールメリットが出てくるということは、市

というよりは運営する民間のほうにプラスが出て

くるということになるということになると思うの

ですけれども、その辺を考えたときに順調な経
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緯、経過であるということも含めてなのですけれ

ども、利用料金という言い方が適切なのかわから

ないのですけれども、施設の利用料、そういった

ものを見直していくということも政策の判断とし

ては一つ考えていく必要があるのではないかなと

思いますがいかがですか。 

○酒井港湾課長 

 利用料金の見直しということ、好調な営業結果

ということも踏まえてかということもあろうかと

思いますけれども、今のところはこの利用料の見

直しについては検討してございません。 

 今後、またそのような情報を収集しながら検討

課題という形にさせていただきたいというふうに

思います。 

○平賀副委員長 

 状況と考え方について理解させていただきまし

た。 

 どのような形になっていくかということがある

と思いますので、そこは状況の推移を見ていきた

いと思います。次の質問に移ります。 

 成果報告書の77ページ、網走湖ワカサギ、シジ

ミ種苗生産技術開発試験事業補助金について伺い

たいと思います。 

 ワカサギとシジミの人工ふ化等の技術の開発が

基本的なものですけれども、あわせて水質環境に

ついての総合的な調査も行うということになって

いる事業ですから、事業の結果、どういう形に

なっているのかをまず成果を伺いたいと思いま

す。 

○河野水産港湾部次長 

 網走湖のワカサギ・シジミ種苗生産技術開発試

験事業の成果等でございますけれども、まず事業

内容につきましては、詳細につきましてはまずシ

ジミの調査、資源調査ですね、それから分布調

査、それからワカサギにつきましては人工ふ化放

流の試験、またさらにシラウオにつきましても資

源調査と、それから環境調査、これにつきまして

は水温、塩分濃度、そういった調査を経年してや

るというような中身になっております。 

 それで、シジミにつきましては昨年度、種苗生

産を行いまして、これは初めての試みであります

１トンタンク８基に種苗を新たにつくりまして、

それを網走湖内に放流したといったことでござい

ます。それにつきましては、まだ放流効果等はま

だこれからの調査になります。それから、シジミ

分布調査、これにつきましては網走湖11ライン、

五つの水の深さそれぞれどのような分布になって

いるのか、そういった調査を行っております。 

 環境調査につきましては、漁協単位でやってお

りますので、水温、塩分濃度、そういったものぐ

らいで調査しているだけで、それがどのような効

果があったとか、影響があるのかといったところ

までは、なかなか調べきれてはいないという、そ

の経年的な変化を見ていこうというようなのが今

回のこの事業の趣旨でございます。 

○平賀副委員長 

 水質環境調査については基礎調査をやっていこ

うということだと思うのです、わかりました。 

 非常にその基礎調査が重要だなというふうに

思ってきますが、水質そのものの変化というのも

多分、網走湖については大きいのかなと思ってい

まして、年々思うのですけれども、網走湖の湖の

表面上にある湖上の植物が面積が拡大していると

いう状況があります。 

 それについては、漁師さんたちの中でも見解が

分かれておりまして、それがあったほうが水がき

れいになっていいという方もいれば、返ってそこ

に水がよどむからよくないという方もいて、いろ

いろな解釈があるなと思っているのですけれど

も、そういった状況、恐らく水質の変化によって

起きてくる、あるいは水温の変化によっても起き

てくるかと思うのですけれども、そういったもの

の漁業面への影響についてはどう捉えています

か。 

○河野水産港湾部次長 

 確かに平賀委員おっしゃったように、ことしに

つきましては高温であったこと、それから水が少

なかった、雨が少なかったといったことで、たし

かケシの一種だと思うのですけれども、それが異

常に発生していると。 

 ただ、あの部分につきましては漁業生産が行わ

れていない部分ですので、それほど漁業には影響

がないのかなと。 

 ただ、ああいった植物というのは普段、そんな

にあらわれていないので、確かに環境的にはよろ

しくないと、生物が生息するにはよろしくない環

境にあるのかなというふうには考えております。 

 現にことし新聞等々で御存じのとおり、シジミ

にカビ臭が生じたといったこともございますの

で、そういったことではことしは特にそういった
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異常気象によってそういった現象があらわれたの

かなと思っております。 

 ただ、網走湖の水質環境改善につきましては、

１級河川でありますので開発がその浄化対策等々

行っておりまして、これまでの分析によりますと

やはり窒素、リンこれが非常にその富栄養化の原

因になっておりますので、この数値につきまして

はやはり非常に下がっているというような評価を

受けております。 

 そしてさらに、一番青潮が起きる原因となって

いる塩炎境界層、これも、この上昇によってアオ

コ、青潮が起きるというふうに言われておりまし

て、それも今の段階では６メートル前後で、低い

ところで安定しているという状況になっていると

いった部分では、これまでの環境の評価としては

平均的にはそれほど悪くなってはいないというふ

うには思っておりますが、ただことしはそういっ

た異常気象によって悪い状況になったというふう

に評価しております。 

○平賀副委員長 

 毎年、呼人の地域で敬老会をやっていまして、

実はその網走湖荘でやっているものですから、毎

年同じ時期に見るのです。 

 それを見ると、ふえてきているのはここ二、三

年の話で、ことしはたしか物すごかったのですけ

れども、去年もなかなか見事だったのです。そう

いった意味でこれは状況としては表面上の悪化な

のかもしれませんけれども、何らかの変化が多分

起きているということの一つの目安なのだろうな

というふうに思っていますので、こういう調査は

やっていますから、その辺のこと、ぜひ開発と連

携をしてとなりますけれども、何らかの湖水の浄

化というのでしょうか、今以上に浄化をしていく

ということをやっていかないと、なかなか環境の

変化の対応についていけなくなってきているのか

なという印象を持っています。 

 もちろん、それは浚渫のことだとか含めてだと

思いますけれども、その辺、市として必要な調査

も行いつつ、国に対しての積極的な要望と漁業者

との協力ですとか、研究機関等の協力だとかをこ

れは強力に進めていかなければいけない状態に今

あるのではないかなと思うのですけれども、その

辺はいかがでしょうか。 

○河野水産港湾部次長 

 先ほどの説明の中に窒素、リン、この数字は落

ち着いてきて、環境上、それほど悪くなっていな

いという評価を国、開発のほうではしておりま

す。それをもちまして、昨年から浚渫等、水草刈

り等々の事業が中心になっております。 

 しかしながら、やはりそういった見た目の悪い

状況というのは確かに定性的には判断できますの

で、そういったこともございまして、ことしの

春、市長と、それから西網走漁業協同組合長と一

緒に開発建設部の部長に浚渫と、それから水草刈

り、これを要望した経緯がございます。 

 ただ、なかなか国のほうも予算が厳しいという

ことで、すぐに実施できないと、平成26年の事業

の中で予算が確保できればやっていきたいという

ようなお返事をいただきました。 

 そういった要望活動もやっておりますので、今

後とも網走湖のそういった基礎調査も進めなが

ら、環境調査を行いながら、必要な部分につきま

しては国等々に要望を行っていきたいというふう

に考えております。 

○平賀副委員長 

 漁協のほうでも独自の取り組みも含めてされて

きた経緯も特に今回はあるのだと思いますし、そ

ういうところも参考にしながら連携をして、場合

によっては市で、開発が動かないのであれば市で

何らかの予算をつけて、もう少し詳しい基礎調査

を進めるですとか、そういったものを持って国に

対して強く要望するというのは状況としては必要

かもしれませんので、引き続きそこについては検

討していただきたいというふうに思います。 

 次に、サケマスの関係を一点触れたいのですけ

れども、全道的にサケとマスの回遊、帰ってくる

率も随分下がってきている状況があります。網走

でも、サケは比較的順調ですが、マスのほうにつ

いてはいろいろ課題があるのだというふうに思っ

ています。 

 最近の調査だと、生まれてきた川に帰ってくる

のが基本なのだけれども、水温が下がらないとそ

うではない川にも入ってしまって、それで結果と

して帰ってこないですとか、いろいろな要素もあ

るのだということがわかってきたようですけれど

も、対応としては水温が下がる時期に帰ってきて

くれないことにはどうしようもないのだというこ

とで、放流する時期をずらすようなことをやり始

めた自治体もあるようですけれども、網走のほう

としてはそういった状況も参考にしながら何らか
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の対応を考えたりされているのでしょうか。 

○河野水産港湾部次長 

 サケの放流時期につきましては、おっしゃると

おりいろいろ検討しながら進めております。 

 詳しくはさけます・内水面水産試験場が中心に

なって調査等を行いながら、市としてはそれをそ

こで連携して、協力しながらやっていくというよ

うな形での事業を進めております。 

 この沿岸調査さけ・オホーツクサーモン資源安

定化事業につきましても、この沿岸調査につきま

しても、これも連携した事業でございます。 

 それで、回帰時期をずらすといったことは、確

かに高水温が続いておりますので、11月ごろの寒

い時期にもっとたくさん帰ってくるように、確か

これは前期群、中期群、後期群というふうにサケ

が分かれて入ってくるのですけれども、道として

はその後期群、水が冷たくなったときに帰ってく

る魚を多くするようにと、後期群を多く放流しよ

うというようなことも聞いております。 

 そういったことも踏まえて道と連携をとりなが

ら放流事業を進めていきたいというふうに考えて

おります。 

○平賀副委員長 

 特にその事業は道との連携というのがやはりポ

イントになってくるなというふうに思っておりま

して、網走の場合はまだほかの地域に比べればま

だまだいいほうですから、まだ転換を大きくする

というところにはまだいかないのかもしれません

けれども、状況においては対応しなければならな

いと、そうすると回遊する時期の適切な時期に

戻ってくる魚をつかまえ、そこの稚魚を多く育て

るとかという対応が多分、必要になってくるはず

ですので情報をうまく共有しながら、漁協とも連

携しながら取り組みをしていただきたいというふ

うに思います。 

 以上で終わります。 

○七夕委員長 

 ほか。 

（「なし」の声あり） 

○七夕委員長 

 なければ、以上で、認定第１号中、水産港湾部

の所管に関する細部質疑を終了しました。 

 そのまま、理事者入れかえのため、暫時休憩と

いたします。 

午後４時02分 休憩 

 

午後４時04分 再開 

○七夕委員長 

 それでは、休憩前に引き続き、再開をいたしま

す。 

 認定第１号中、建設部の所管に関する細部質疑

に入ります。 

○飯田委員 

 質問いたします。平成24年度は集中豪雨という

被害が非常にあったところです。ことしは一転、

春先の天候不順から降雨不足、その後もまた集中

豪雨という形で起きました。 

 それで、去年の決算の年度を見るのですけれど

も、去年のさまざまな御答弁で実際、道路の冠水

があったときには飲み込みがかなり悪いといっ

て、決壊するというようなことがあったのですけ

れども、そういうような去年みたいな雨が想定で

きないようなつくりになっていたというようなこ

とです。 

 ただ、ことしの状況も見ますと去年、おととし

もそうなのですけれども、北海道も内地というの

ですか、本州の状況とだんだん似てきているよう

な状況になっているのは皆さん御承知と思いま

す。それに対応する対策もやはり立てなければな

らないというようなことです。 

 私ここで一つ注目したのは、3･4･8西山通整備

事業が24年度で終わりました。これで終了と、完

了と、今後も交通環境の整備に努めるということ

なのですけれども、実はここの道路は毎日と言っ

ていいぐらい私も通りますので、雨のときもかな

り通っています。 

 ただ、あそこの道路は傾斜が６度ぐらいだと思

いますけれども、橋が三つありまして、当然、雨

が下に落ちてくるというのがかなりな量が落ちて

いるのですけれども、一度も下のほうにあの道路

から落ちていった形跡はありません。というと、

排水がかなりうまくつくっているといったらあれ

なのですけれども、よくできた道路だなというよ

うな感じを受けました。 

 その原因を実際、車に乗ったり歩いたりしてみ

たのですけれども、道路脇の側溝のつくりが非常

によくできていまして、三つの橋で排水落とす

と、それから橋と橋との間でもかなり排水溝があ

りまして、まんべんなくやっていると。 

 そして葉っぱが落ちる傾向が市道ではあるので
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すが、あの道路ではない、余り見当たらないと

私、受け取ったのですけれども、最後は平地にな

る部面のところに横断的なスレッジが入っている

というようなことなので、今後、市道になるので

すけれども、まだまだ道が関与していると思うの

ですけれども、その辺も含めて、あの道路のつく

り方と工法、今後の冠水が起きて市もつくしだと

か、さまざまなところで対策を講じなければなら

ないのですけれども、どういうような評価と今

後、あの道路のいいところを生かしていくという

ようなことは考えていらっしゃいますか。 

○石川都市開発課長 

 委員おっしゃるとおり、近年、特に集中豪雨と

いいますか、局地的に短時間でたくさんの雨が降

るということがふえてきております。 

 当市におきましても、本年度から冠水対策事業

ということで、道路の冠水の対策に取り組んでい

るところでございます。 

 先ほどお話のありました西山通なのですけれど

も、勾配がついて坂が上がっていく道路になって

いますけれども、通常、勾配が強い道路、大きい

道路等、表面が雨が流れる速度が速くなります。

そういう場合は速やかに排水を行うために、通常

よりも、平地よりも大目のグレーチングのますを

設けたりということがございます。 

 ちょっと現地確認しているわけではないのです

けれども、通常はそういう坂道には飲み口の大き

なますをつけたりということもやっています。 

 今回、ことしから取り組んでおります冠水対策

事業で、これまでもお話ししていますとおり、ま

ず路面の排水を速やかに飲んでパイプに落とすと

いう対策が一つ、もう一つはその流れている先、

流末の管を能力の大きいものに変えるという２本

立てで進めておりますけれども、まずことしにつ

きましてはます、路面の水を速やかに飲むとい

う、ますの飲み口を大きくするという事業を中心

に進めてきておりますので、おっしゃったとおり

西山通のようにできるだけ飲み口の大きい、ある

いはさらに飲みやすくするために横断側溝の設置

ですとか、そういう対策を今後も冠水しやすい場

所等にはできるだけそういう形で整備を進めてい

きたいと考えております。 

○飯田委員 

 そういう方向でやってもらいたいのです。実は

ことしも集中豪雨がありまして、二度ほど冠水で

すか、降雨がない、１カ月ない後なのですけれど

も、同じようなところも懸念されたのですけれど

も、あの中で一つの例としてつくしヶ丘の靴流通

センターのところで、開発の官舎まで水が流れて

いってしまう。２回目のときは若干の通行どめが

あった。１回目もそうなのですけれども。その前

に当然、あそこはますは踏切のほうに水が流れて

いくということなのですけれども、まだ街路事業

でやられたものであって、管が細いと、それから

グレーチングもなかなか適用できていないという

のですけれども、雨水の関係で恐らく工事をやら

れると思うのですけれども、それまでに緊急的な

今の傾斜なり、グレーチングなり、そういうもの

で対応できる策というものがあるのかどうか、完

全そこまで待たなければだめなのか、完全に直す

のか、その辺は何か見解を持っていますか。 

○石川都市開発課長 

 今、つくしヶ丘の６丁目の公住付近のお話しか

と思いますけれども、あそこについても昨年、こ

とし続けまして冠水が発生している状態です。 

 先ほど申し上げましたけれども、冠水の対策と

して路面のますと、それと管の整備というのがあ

りますけれども、やはり管の整備となりますと多

額の事業費がかかるということもありまして、考

え方としましては下水道の補助制度等活用して進

めていく費用があるのかなと考えています。 

 ただ、ますにつきましては当面の緊急の対策と

して先行してやるという手法も考えておりまし

て、つくしヶ丘の公住のところにつきましては、

今定例会におきまして補正予算で対策費用を計上

させていただきまして、ことし一部ますの設置が

えと、横断側溝の設置について施工する予定でご

ざいまして、それらができますと完全に管を太く

しないと対策にはなりませんけれども、一定程度

の効果はあるのではないかというふうに考えてい

ます。 

○飯田委員 

 一定程度の結果を見定めて、本格的工事に入る

前に緊急ということで採用してもらいたいと思い

ます。 

 あとは、道路関係では向陽ヶ丘の雨水管、今で

もまだ通行どめになって、全面的にやらなければ

ならないということで、この間の補正が上がりま

して、この平成24年度でも向陽ヶ丘の雨水管に水

が入りまして、マンホールのふたが浮き上がらな
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くて、ふたの横のところから浸水して、流れなく

て中が空洞になって、陥没するというような24年

度にありました。 

 今回もそれと同じような関係なのですけれど

も、まだ去年の事故のときにはそれらのマンホー

ルもつくり取りかえるということだったのですけ

れども、そういうような流れる道路には、そうい

うようなマンホールがまだ残っているのでしょう

か。 

○石川都市開発課長 

 向陽ヶ丘の昨年、ことしの被災状況ですけれど

も、今おっしゃられたとおり雨水の管が満水にな

りまして、マンホール部分に圧力がかかったと、

ふたから水が抜けないものですから、場所によっ

てはふたが持ち上がったりして圧力が抜ける場合

があるのですけれども、今回、被災を受けたとこ

ろについてはふたが空かないで内圧がかかった

と、それによってマンホールの一部が持ち上げら

れて、路盤と舗装の間に水が走ったというような

状況になっております。 

 昨年の被災箇所、ことしの被災箇所について

は、順次、同じマンホールでも圧力が抜けるタイ

プのマンホールぶたというのがありまして、順次

それに取りかえていこうということで考えており

ますけれども、まだ全部ができていない状況でほ

かの箇所ということでございますけれども、大体

は圧力の抜けないタイプのマンホールがほとんど

でございまして、ほかの箇所についてもまだたく

さんあるということなものですから、できる限り

早目に順次、かえていくようなことで考えていき

たいと思います。 

○飯田委員 

 今回のやつもマンホールだけだったらすぐ直る

かなと思ったら、補正の額が見通しが違っていて

1,400万円ぐらいになったと、マンホールを取り

かえていればそんなにかからないというか、本当

になかったというようなことなので、やはり先に

火が広がる前に、ぼやぐらいで抑えるというよう

なことからいうと、早急に私は取り組むべきもの

だと思います。 

 次に、除雪の関係なのですけれども、市道と道

道と国道が網走市内では入り乱れています。国道

につきましては、大曲から来まして新橋、川向通

りまして、また網走橋通って中央病院から市役所

のところから抜けていっています。 

 道道につきましては、駅前から南２条なのです

けれども、２条を真っ直ぐ抜けて道の駅の前を通

りまして、抜けていくと。そのほかは全部市道と

いうことでございまして、市道、道道、国道、全

部またがりますと、毎年そうなのですけれども、

一番除雪しているのは市道です。２番目に除雪し

ているのは国道です、道道はなかなかしないとい

うことになります。 

 特に危険なところと申しますと、道道ではちょ

うど市役所の前から２条のところから、ずっと中

園線に向かって道道です。ここが除雪しないと非

常に危険なので、特に潮見小学校校区ですと通学

路が非常に除雪はするのですけれども、雪の壁が

２メーター50センチぐらいになって、直接、道の

振興局の除雪担当の部長宛てに交渉したのですけ

れども、私たち議員団で交渉したのですけれど

も、実際、写真を持っていったらすぐ高さを切り

落としたのです。 

 実際、そこで事故が起きなかったのが不幸中の

幸いで、やはりその辺は市道はよくやっていま

す。ただ、道道なり、国道が入ったら、その一番

いい例がそこの市役所の角の西庁舎との角で、

ちょうど道道と国道が重なり合っているものです

から、角が切っていないのですね。国道という

か、開発建設部に申し入れすると認識していまし

たと、道道では余り見ていないような感じだった

のです。 

 今、思うには、やはり年度当初に市道と道道と

国道の打ち合わせがあるそうですけれども、そこ

でやはり本当に実態をきちっと認識してもらっ

て、どこがやるということではなしに、安全・安

心の道路ということからいえば、市役所やってい

ると思うのです。だけども重なったところのやつ

です、私特にひどいなと思ったのは北海ホテルの

前にスタンドあります。あそこのところは駅につ

くまでに街路樹がすごくあるのです、そして冬に

なりますと人１人通れるぐらいの歩道しか開けら

れないと、特にあの角は雪が積みますから人は冬

になりますとスタンドの中のほうを通っているの

です。夜になりますとスタンドはロープ張ります

から、ロープ張ってしまったら通れないというよ

うな現状が見られました。 

 そういうことからやはり、道路パトロールして

やはり連携しながら申し入れるということは私、

必要だと思うので、その辺の認識と対策について
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伺いたいと思います。 

○鈴木土木管理課参事 

 委員御指摘のとおり、例年、国、道、市と、そ

して網走市の近隣市町村で除雪会議を実施し、こ

れまでも道道、国道、市道、町道の取り扱いにつ

いては、各接合している部分については最後の取

り扱う除雪業者が整備をすると、こういうような

形で今まで進んでいる状況でございます。 

 今、御指摘のありました道道の部分、網走中園

停車場線、それと新町２丁目のスタンドの前の部

分につきましては、来月なろうかなと思います

が、そのときに再度要請してまいりたいと思って

おります。 

○飯田委員 

 本当にそういうことでよろしくお願いしたいと

思います。市の除雪センターのですとか、私は努

力は非常に評価するもので、北見なんかから比べ

ると数段どころか、住民の要求をかなり取り入れ

てやっていることを評価して、私の質問を終わり

たいと思います。 

○七夕委員長 

 ほか、井戸委員。 

○井戸委員 

 私のほうから１点だけ、道路に関することで一

つお伺いをいたします。 

 西山通の整備とあわせて、平成24年度の事業の

中でも鉄南地区の道路整備については行われてき

ているところであります。過去にもお話しをして

きておりますけれども、鉄南地区は御承知のとお

り特に地盤が悪いというところで、定期的な点検

と整備が必要であるというふうに思うところであ

ります。 

 本来、雨水等を飲み込む排水溝という部分が、

場所によっては盛り上がってしまって、道路より

高いところに上がってしまっているということ

で、その飲み込むことができないというか、よそ

に流れていってしまうというようなところが南10

条あたりから12条あたりにかけてあるという部分

で、これは何とか対策とっていただけないかとい

う声が聞かれるわけであります。 

 冬になると御承知のとおり、あの地区はしばれ

上がって道路が盛り上がると、そして春になると

解けて下がると、こういった状態で西山通をやっ

ていく上で調査等で非常に苦労したという話も聞

いております。 

 そのような形になって幾つかの場所が非常にお

かしな状態になっていると、こういう現状をどの

ように把握しているかということをちょっとお聞

きしたいと思います。 

○石川都市開発課長 

 車止内地区の道路ということでございますけれ

ども、実は私ども市道整備につきましては現在、

老朽化した舗装の改修ですとか、トラフをパイプ

にかえる改修ですとか、いわゆるその改修事業を

中心にやっております。 

 今、お話のありました側溝のがたつきですと

か、舗装の傷み、それは市内にも全域にわたって

たくさんあるわけでございまして、毎年、地域か

らもそういうところの改修の要望が多くたくさん

上がっている状況です。 

 その中から、例えば通学路ですとか、交通量の

多いところですとか、非常に通行に危険な場所等

を優先的に、あるいは地区別にある程度バランス

も考慮しながら進めているというのが実態でござ

いまして、おっしゃるとおり車止内もたくさんそ

ういう箇所があるということで、今、車止内につ

きましては鉄南西３丁目の通りの整備を進めてい

ますけれども、そういうところも順次、確認をし

ながら危険であれば早急に直す等、対応を図って

まいりたいと思います。 

○井戸委員 

 現状についてはわかりました。 

 緊急的なものが、優先されるということで順次

そういった道路整備については手をかけられてい

くということでありますので、先ほどお話ししま

したようにそういった地盤の関係もございまし

て、問題点もたくさんあると思いますけれども、

その辺は確認しながらできるだけ、できる範囲で

進めていただきたいということを要望としてさせ

ていただいて終わります。 

○七夕委員長 

 ほか、栗田委員。 

○栗田委員 

 市道の整備の件なのですが、平成24年度の決算

ですから24年度の流れの中で非常に少ない予算の

中で御苦労されながらいろいろな市道の整備、ま

た維持管理に努められてきたということを高く評

価をしたいと思います。 

 そんな中で、今までは縮小、縮小、24年度も当

然そうなのですが、縮小縮小ということでかなり
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市民の要望というのが多岐にわたりいろいろな要

望が出てくるわけですけれども、特に私、これ何

度もお願いをしているのですけれども、郊外地域

のおくれた幹線道路の整備について、最近の大型

車の導入、もう既にトレーラーが入るような状況

というのは今、生まれています。 

 それは環境保護だとか、コストの面だとかいろ

いろな部分で大型化をせざるを得ないという現況

が、特にこれから輸送繁忙期にかけていろいろな

大型車両がその道路を活用しながらやるというこ

とで、昔であれば砂利道でも何とかなったので

しょうが、今の車両というのはなかなかそれに対

応できていないというのが現況かと思います。 

 そんなことも踏まえながら、ぜひとも公共事業

になるわけですから多額で、特に道路工事に建設

というのは多額の費用が発生するところです。市

の単費ではなかなかやれないというのが正直なと

ころかなと思いますけれども、そういうことを踏

まえた中で、もしかすると多少、いろいろな国の

政策等が25年度ぐらいから変化していると思うの

です。 

 そういう中で、今までやりたくてもできなかっ

た部分についてやれる可能性が出てきたのではな

いかというふうに私は思うのですけれども、その

辺の総体的な考え方についてお聞きをしたいと思

います。 

○石川都市開発課長 

 郊外地の道路の舗装化ということですけれど

も、市道の現状を申し上げますと市道全体で約

600キロ近くがあります。そのうち、約400キロ近

くが郊外地の道路でありまして、舗装率でいいま

すと50％程度と、50％ですからまだ200キロ未舗

装道路が残っているということになります。 

 先ほどちょっとお話ししましたけれども、今現

在２億円という決算ベースですけれども、このう

ち委託費等を除きますと、工事費でいきますと１

億5,000万円以内ぐらい、その中でこれまで近年

は市街地の改修を中心に工事を進めてきているわ

けですけれども、おっしゃるとおり郊外地の道路

の整備、舗装化といいますと郊外地でいきますと

延長も長く、多額の費用がかかるので、この予算

の中ではなかなか進めていけないというのが現状

です。 

 補助制度等はあるのですけれども、最近でいき

ますと防災、安全、安心、防災系統については補

正予算とかの対象になるのですけれども、通常の

道路整備についてはなかなか補助採択が難しいと

いう状況があります。 

 そうはいってもまちなかと同様に郊外地にも重

要な路線がございますので、例えばその重車両が

特に走る場所ですとか、人家があるところですと

か、そういうところを少しずつでもやるというふ

うなことで、今後は検討したいと思いますけれど

も、もう一つは今、舗装化する場合には再生合材

といいまして古い合剤を使って新しい材料を混ぜ

てやるのですけれども、例えば100％再生合材で

ある程度、安価に舗装できるとか、そういうこと

もございますので、そういうのをうまく活用しな

がら郊外地についても要望の高い箇所について舗

装化を少しずつ考えていきたいなというふうに考

えております。 

○栗田委員 

 その１億円ちょっとくらいの予算の中で本当に

御苦労されてきたのかなと思います。極端にこの

部分が多くなるということではないでしょうし、

いろいろな事業に乗っけての整備という形になろ

うかと思いますけれども、繰り返しになりますけ

れども、重車両がもう入られないような市道、市

道と認定されながらも重車両がちょっと入るのが

危険だなというところもその舗装に限らず、現実

にあるのですね。そういうところで事故等が起き

た場合に、基本的には個人の責任なのですけれど

も、市道としていかがなものかなという気もしま

すし、そういう体制をしっかり整えないと、しっ

かりとした我々の地域の第１次産業の根幹である

農業の発展につながらないということも踏まえ

て、決して多分に無理なあれではなくて、必要最

小限の整備をしっかりと進めていただくことをお

願いして、質問を終わります。 

○七夕委員長 

 ほか、平賀委員。 

○平賀副委員長 

 災害復旧費に関連して若干、伺いたいと思いま

す。 

 このところ雨を含めたいろいろな被害が多いの

で、どうしてもこの金額がふえていく、やむを得

ない部分もあると思うのですけれども、特に雨の

被害が続いている状況の中で、さまざまな経済対

策がとられてきていると思いますけれども、毎

回、この平成24年度に対処したのだけれども、ま
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たこの25年度で同じような場所で起きてしまった

というような場所というのはどの程度あるものな

のでしょうか。 

○石川都市開発課長 

 災害復旧ですけれども、主要施策の成果等報告

書の83ページになろうかと思います。 

 災害復旧事業の中で、昨年で言いますと７月31

日の大雨と８月26日の大雨が二度ありました。こ

としにつきましては８月20日とこの間の８月16日

もちょっと大きな雨が降りましたけれども、やは

り河川の護岸が洗掘を受ける場所ですとか、例え

ば第２千草川の主流になりますけれども、そうい

うところでありますと昨年に引き続き同じような

場所で被害を受けたということがございます。 

 ただ、道路について申し上げますと、昨年の７

月、８月の大雨で舗装道路の路肩が被害を受けた

というところがありましたけれども、そこについ

ては復旧に合わせましてますを大きくするですと

か、排水を良好にする手当をした成果もございま

して、ことしの２回の大雨については同じ箇所の

被災を受けていないという状況でありますので、

一定程度の改良復旧の効果が出ているのではない

かというふうには考えております。 

○平賀副委員長 

 対策が功を奏して道路の面では大丈夫だったと

いうことでありますけれども、河川のほうではや

はり課題がまだあるなのですね。それについては

何らかの対策をまたこれからも進めていく形にな

るのだと思いますけれども、河川のほうは何とか

その対応していて、余りそういうことが起きない

ようにやっていけるという見込みはあるのでしょ

うか。 

○石川都市開発課長 

 河川ですけれども、災害を受けた場合に被災し

た箇所の復旧をするわけですけれども、申し上げ

ているとおり災害復旧事業につきましては原形復

旧が原則ということで、部分的な補強等が認めら

れるのですけれども、根本的な能力不足で川を広

げるとかということはなかなかできないのが現状

です。 

 その場合、河川整備事業で根本的に改修すると

いうことになるのですけれども、それもなかなか

多額の費用がかかるということで取り組めないの

が現状ですけれども、お話しのあったとおり同じ

ような箇所が毎年、被害を受けるということもご

ざいますので、そういうところに特に、そういう

被害の受けやすいところについてはそういう河川

改修も含めて今後、考えていきたいというふうに

思います。 

○平賀副委員長 

 状況に応じてだと思いますけれども、ぜひ必要

な箇所については積極的な事業展開をしていただ

きたいと思います。 

 もう１点、被害というわけではないですけれど

も、以前から指摘があるとおり雨が降ると冠水を

してしまう箇所というのはほぼ同じ場所だという

ふうに言われています。 

 雨の回数がこれだけふえてくると、それだけそ

こに住んでいる方々の不満というのも比例して上

昇してくるものでありまして、さまざまな苦情が

恐らく市のほうにも寄せられるというふうに思い

ます。 

 やはりそこについては順序立てて、排水対策な

り根本的な解決をしていかなければならないのか

なというふうに思うのです。 

 以前、私は学校の近くはやはり優先してやらな

ければいけないですとか、危険の可能性があると

ころを優先しなければいけないということもお話

ししてきましたけれども、個人の家の目の前で冠

水しているような場所も実はあるということは市

のほうも当然、把握していると思います。それが

心理的なトラウマになって怖いのだというお話も

含めていろいろあるわけですから、そういったと

ころ含めて計画的にやっていくのだということを

姿勢として示していって、場合によっては対象と

なる方々には説明をしていくというのもやってい

かなければいけないのかなと、これだけ頻度が高

くなると、そんな気がするのですけれども、どの

ようにお考えでしょうか。 

○石川都市開発課長 

 冠水対策ということでございますけれども、先

ほどお話ししましたことしから冠水対策事業に取

り組んでございます。 

 一部、なかなか排水の状況が把握できていない

部分がありまして、先だって詳細の排水の系統を

調査したところでございます。 

 その結果、やはり能力の足りない細い管という

ところも明らかになったわけですけれども、そう

いうところを今後、対策をしていくということに

なろうかと思います。 
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 おっしゃったように冠水が発生するたびに住民

の方から苦情等が寄せられまして、非常に大変な

思いをしていることもございますので、その計画

等が明らかになった時点で、何らかの形で市民の

皆様にお知らせする等について検討してまいりた

いと思います。 

○平賀副委員長 

 予算もかかるところですし、箇所数も決して少

なくはないと認識しておりますので、一度にとい

うのはなかなか難しいと思います。できるだけ、

早くその整備をしていただいて、計画を示すとい

うことでどのぐらい待っていれば何とかなるのか

なというところで、多少、溜飲が下がるといいま

すか、ある程度、納得していただける部分という

のも出てくると思いますので、ぜひ対応のほうを

検討していただきたいと思います。 

 これは、ここ数年のことだけではなくて、その

前からずっとこういうことが起きているから不満

として出てきていることが多分にありますので、

ぜひ積極的な検討と対応を求めて質問を終わりま

す。 

○七夕委員長 

 ほか。 

（「なし」の声あり） 

○七夕委員長 

 なければ以上で、認定第１号中、建設部の所管

に関する細部質疑を終了しました。 

 理事者入れかえのため、そのまま暫時休憩とし

ます。 

午後４時39分 休憩 

 

午後４時40分 再開 

○七夕委員長 

 休憩前に引き続き、再開をいたします。 

 認定第１号中、水道部の所管に関する細部質疑

に入ります。 

 なお、認定第２号水道事業会計の利益の処分及

び決算につきましては、後ほど審査しますので、

了承願います。 

○飯田委員 

 下水道は操出金というのですか、それにかなり

依存しているのですけれども、実際、公共下水道

の関係では私は管がかなり損傷というのですか、

上水道は水の流れそのものは異物が入っているわ

けではないですから、通過するとき、中はかなり

きれいで管そのものの中からの損傷ということは

少ないと思いますけれども、下水道はかなり異物

というのですか、入っているものですから、通過

するときにかなり内部からの損傷も多いと思いま

す。 

 管の更新そのものは恐らく公共下水道のあれで

いきますと、管の老朽化による布設がえの時期は

約10年後であり、計画的に整備を行うといいます

けれども、現在、管の漏水なり、損傷なりの件数

というのは年間、普通想定したのに比べて多いの

か少ないのか、それとも管そのものの老朽化とい

うものは、ここには10年後と書いてあるのですけ

れども、その前に行わなければならないものなの

か、その辺の見解を聞きたいと思います。 

○吉田下水道課長 

 管の更新時期ということなのですが、下水道の

施設の耐用年数については、機器類についてはお

おむね15年、建築構造物及び管渠については50年

となっています。 

 下水道の事業開始から40年が経過しまして、そ

のため、あと10年後から耐用年数が来るというこ

とで更新の検討も必要だということでは考えてお

りますけれども、基本的に下水道については自然

流下、高いところから低いところへ流すという形

で自然流下の管と、あとはポンプ場からの圧送

管、この２種類になっています。 

 基本的に自然流下の管については、今のところ

の維持管理の状況に関してはさほど問題はないの

ですけれども、圧送管については実際に送られて

いる量が基本的には送る量が少なくなってきてい

るだとか、そういう状況はあるのですけれども、

今のところ何件という形で漏水だとか、そういう

ことは今の状況ではありません。 

○飯田委員 

 そういうような状況なのですけれども、今、二

つの流れがあるということです。 

 そういう意味からいくと、10年後となっている

のですけれども、私はそれなりの整備計画、15年

と50年ということなのですけれども、相当な無理

がかかって、いつ下水道が結構、破裂したり何か

すると大変な状況が起きますので、その辺はやは

り整備計画をもっと綿密に私は練るべきだと思い

ます。 

○吉田下水道課長 

 更新計画については、昨年から下水道施設の長
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寿命化についての計画は策定しております。 

 昨年、ことしについては機器類の長寿命化の整

備計画を立てまして、今後、管渠、または土木構

造物の長寿命化による整備計画を立てて更新に向

けて計画を立てていく形で考えております。 

○飯田委員 

 下水道も、これも債務というか、かなり多い会

計です。恐らく整備したときには、私の感覚では

かなり無理してやったというようなことが今、こ

ういうようなつけに回ってきているということが

ありますので、その辺も考えながら持たせていて

も大変な状態になったら困るということを容認、

にらみしながら今後、下水道のことについてしっ

かりと取り組んでもらいたいと思います。 

 以上です。 

○七夕委員長 

 ほか。 

（「なし」の声あり） 

○七夕委員長 

 なければ、以上で、認定第１号中、水道部の所

管分の細部質疑を終了しました。 

 ここで暫時休憩をいたします。 

午後４時48分 休憩 

 

午後４時54分 再開 

○七夕委員長 

 それでは、休憩前に引き続き、再開をいたしま

す。 

 次に、認定第２号平成24年度網走市水道事業会

計の利益の処分及び決算についてを議題としま

す。 

 本件につきましては、既に本会議上で提案説明

が終えていますが、理事者部局から追加説明があ

りましたらお願いします。 

（「ありません」の声あり） 

○七夕委員長 

 それでは、早速、認定第２号平成24年度網走市

水道事業会計の利益の処分及び決算についての細

部質疑に入ります。 

○平賀副委員長 

 決算審査意見書の５ページを見せていただく

と、営業費用並びに給水原価の増加の幅が大きく

なっております。 

 同じ資料の12ページ、13ページを見せていただ

くと、経営分析と総括及び意見のところで量水器

の更新工事というのが特記事項として書かれてお

りますけれども、この原価、営業費用の増加と、

それから給水原価の上昇は、これが主な原因とい

うふうに考えて差し支えないのか、ほかにも要因

があるのか確認をさせていただきたいと思いま

す。 

○佐々木施設課長 

 量水器の更新工事の増加での要因の関係です

が、量水器の更新については量水器の使用期限が

８年間ということで、今現在、網走市で２万29戸

量水器がございます。その量水器を８年間で更新

するということで、平均ですと2,503戸、８年平

均ですればその程度の更新戸数になるのですが、

平成24年につきましてはそのときの更新の戸数が

多くありまして、恐らく新築年度のそのときの増

加ですとか、その辺の要因もございまして、

3,581件と非常に８年平均からすれば非常にふえ

ている状況でございます。 

 この結果によって24年度については、量水器の

ほうで費用がかなりの増加をしたところでござい

ます。 

○平賀副委員長 

 給水原価の上昇と営業費用の上昇の要因は、そ

の両水器の更新が主だという理解でよかったで

しょうか。 

○佐々木施設課長 

 主な要因は、その要因でございます。 

○平賀副委員長 

 わかりました。２万29戸ということですから、

これは家庭用の量水器だというふうに考えてよろ

しいでしょうか。 

○佐々木施設課長 

 全体の戸数でございます。家庭用から、営業用

から、全部の合わせての合計の戸数でございま

す。 

○平賀副委員長 

 全体の戸数だということで理解をさせていただ

きました。 

 今回、3,581件のほうは、全体の戸数でいくと

個人用というのですか、家庭用のものが多いとい

うことなのでしょうか。 

○佐々木施設課長 

 その区分については家庭用の部分で、全体が大

体約６割程度ございますので、その割合で変わら

ないと思います。 
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○平賀副委員長 

 そうすると４割業務用、営業に使われている

方々の更新だということですね。 

○佐々木施設課長 

 はい、そのとおりでございます。 

○平賀副委員長 

 ４割ということで、営業用の割合が随分多いな

というのが印象に残るのですけれども、そこは何

か、個人のほうは今、答弁にあったとおり、新築

が多かったからということで理解はできるのです

けれども、営業用が４割を占めるとなると、

ちょっと多いなと思うのですけれども、営業用が

多かったのはなぜなのでしょうか。 

○山崎営業課長 

 営業用が特に多かったというのは、あくまで新

築の更新だけではなくて、過去からの部分も常に

足ささってきているということで、８年おきに更

新していますので、その部分も合算してのという

話になります。 

 ですから、たまたまと言ったら変なのですけれ

ども、そのときが多かったということではないと

いうことでございます。 

○平賀副委員長 

 ちょっと申しわけないですけれども、意味がい

ま一つ理解できないのですけれども、3,581件、

総数が２万29戸ということで、その中の3,581

件、６割はその中で家庭で４割が事業用だという

ことですから、事業用を占める割合が今回の更新

が非常に多いのですけれども、家庭用だと建築し

た家が多かった年は８年後に多くなると、それは

当然なのですけれども、営業用だと新しく営業し

たとか、建てかえたところが８年前に多かったと

いう状況があったのかなとは余り思えないもので

すから、どういう要因なのかなというのを確認さ

せていただきたいのですけれども。 

○佐々木施設課長 

 ８年ごとに更新して、その積み起こしでどんど

ん８年が加わっていって、８年周期でふえていく

のですけれども、今回の網走市の今持っている

メーターの部分については約６割が家庭用という

ことで、今回の更新については3,581件のうち、

3,216件が13ミリと20ミリですので、それが家庭

用だとすれば、その全体の比率の６割よりはかな

り、今回は家庭用が多かったというような状況に

なっております。 

 全体の２万のうちの６割が家庭用なのですが、

今回につきましては個人用が６割を超えている状

況にあります。 

○山崎営業課長 

 今回の更新でいきますと25ミリ以上、企業向け

ですけれども、これにつきましては130戸が事業

用という形になりまして、トータルでいきますと

3.6％が事業用という形になります。残りは家事

用という形になります。 

○平賀副委員長 

 ２万件の全体数が６対４ということですね、わ

かりました。そういうことであれば、特に今回、

その事業用が極端に多かったとうわけではないの

で、更新が発生していくのだとわかりました。 

 その意見の中にも、この更新工事については今

後、数カ年にわたり同様の傾向が見込まれてお

り、収益を圧迫する可能性がというふうに書かれ

ています。 

 今回、その平均でいけば2,503戸だけれども、

多い形なのですけれども、この後はどのような形

で推移する見込みなのでしょうか。 

○山崎営業課長 

 今、平成25年の予定でいきますと、新規の部分

が250戸、更新が2,710戸、合わせますと2,960

戸、今年度予定しています。 

 26年につきましては、トータルでいきますと

1,995戸、27年が1,964戸というふうな形で更新し

ていくという形になっています。 

○平賀副委員長 

 わかりました。何年かそういう形で更新をして

いかなければならない事件が続くということです

ね。 

 これがその水道財政への影響を一定程度及ぼし

ているのだなと思います。そこら辺は理解をさせ

ていただきました。 

 29ページの経営分析数値表をそれを踏まえて見

ていくと、流動比率が今まで400％を超えていた

のですけれども、300％台ということで、200％を

一応超えていますと問題ない数値ですけれども、

大きく下がっています。 

 それから、総資本利益率もいつも１％前後だっ

たはずですけれども、半減までいかないですけれ

ども、それに近いくらいの形になっておりまし

て、これは指標が高いほど収益性が高いというこ

とになりますから、大きく下がったということに
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なります。 

 この二つの要因についてはどのように考えてい

らっしゃるのでしょうか。 

○山崎営業課長 

 やはり、まずは給水収益の減少というのが、ま

ず収入が減っているということが大きな要因とい

うふうに考えております。また、老朽施設の工事

と、先ほども出ておりました量水器の取りかえ、

この辺のものが重なっているということで、この

比率が落ちているというふうに考えております。 

○平賀副委員長 

 わかりました。この総資本の利益率の下げ幅が

ちょっと大きいなというふうに思うのですけれど

も、これも今言った要因だけで判断をするという

形で間違いないのでしょうか。 

○山崎営業課長 

 間違いございません。 

○平賀副委員長 

 わかりました。これをどうやって改善していく

かということが営業のためには当然、必要になっ

てくるというふうに思いますけれども、料金の改

定の話も出ていますが、そのことはきょう議論す

る場ではありませんのであれですけれども、特殊

要因だと思うのです、先ほどの量水器の更新とい

うのは、特殊要因なので、これを除いて考えると

この数字はどうなりますか。 

○今野水道部長 

 総資本利益率でいいますと、平成24年度で0.58

ということで、前年1.01から相当下がっておりま

すけれども、量水器の更新工事にかかる費用とし

ては、約3,000万円と少しあったと思うのですけ

れども、それが費用としてもし支出がないとすれ

ば、１に近づくというような判断をしておりま

す。 

 ただ、給水収益が下がってきているということ

で、当然、純利益はやはり下がっていくものとい

うふうに考えております。 

○平賀副委員長 

 意見書の13ページを見ますと3,096万円の増と

なったと書いてありますので、その金額がふえた

というのはわかります。 

 それで、１％に近づくということですけれど

も、やはり１％を切る状態、電卓で計算してみれ

ばわかるのかもしれませんけれども、１％を切る

ような状態に現状、その特殊要因を除いてあるの

かどうかということを把握したかったのですけれ

ども、そういう形で間違いないでしょうか。 

○今野水道部長 

 済みません、正確に計算をしておりませんけれ

ども、近づくのではないかというふうな判断をし

ております。 

○平賀副委員長 

 やはりこの特殊要因を除いてどうなのかという

ところを把握しておかないと、その料金の改定が

どうなのかというところを見ていくときも影響が

あるというふうに思いますので、それは普段の事

務作業の中でやっていただければいいのかなと思

いますけれども、特殊要因を除いてどうなるのか

ということは、ある程度、正確に把握をしていた

だきたいなというふうに思いますが、人口の減少

だとか、さまざまな要因もあって使用する水のも

のが減っているということは多分、この特殊要因

よりも要因としては大きいのかなというふうには

思っていますので、そういう状況であれば営業費

用がふえてくるのもある程度、やむを得ないのか

なというふうには思いますけれども、この傾向は

その特殊要因を除いて考えたときでもまだ続いて

いくのでしょうか。 

○今野水道部長 

 量水器につきましては、８年ごとということで

平成24年度が少し経費としては高いものというふ

うには判断していますけれども、給水収益自体が

今1.5％程度ずつ、毎年、減少してきております

ので、その部分で費用に対する率というのは上

がってくるというふうには判断しておりますし、

今まで給水収益が多少下がったとしても、いろい

ろな経費の軽減策をやっておりまして、その中で

収支のバランスを保ってきたということでありま

すので、これからについてはそのバランスがなか

なか維持できない状況になるのではないかという

のは判断をしております。 

○平賀副委員長 

 職員１人当たりの営業収益、あるいは、職員１

人当たりの給水人口についても、もちろん変化を

してきている状況もありますし、いろいろな指標

を見ていっても、今までの傾向よりも変化があっ

たと言ったらいいですか、これまではいろいろな

努力をされて、ある程度、均衡が保たれていたと

いうのですか、徐々には下がっているけれども、

それほど大きな下がり方ではなかったと思うので
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すけれども、今年度に限っては特殊要因もあり大

きく数字が下がったものですから、気になったの

で質問させていただきました。 

 料金改定の議論はまた別の機会にすることにな

りますけれども、さまざまな営業努力をされた中

でこういう結果だというふうに思いますので、特

殊要因もあるということですので、内容について

は理解をさせていただきました。 

 以上です。 

○飯田委員 

 平成24年度は２回目の断水、破断事故がありま

して、１回目のときには事故調査検討委員会が開

かれまして、平成23年４月13、14日、それから23

年８月12日、このときに導水管の更新に関する考

え方が示されました。 

 実際のところ、今後20年間の耐力及び安全率が

確保されていると、これは電気防食の効果等を考

慮しない条件での評価、検討結果であると。それ

を受けまして、今後20年後までに導水管の全面更

新40％更新すると、60％を管路全体としてやる

と、それまでの間の維持管理対策、中期対策で進

んだ年が24年度だったのです。 

 それで24年度で済みました。また２月の中旬に

起きました。実際、原因としては今回の第２回目

の事故の委員会がつくられまして、議会にも報告

があったのですけれども、２回とも真冬の２月の

初旬の厳寒期だったと、350ミリではなく450ミ

リ、沢地での事故、むき出しということがありま

す。 

 今後、２回目の委員会が開かれまして、結論な

り方向が出ると思うのですけれども、実際、私は

この委員会のあれを待っての議論になると思いま

すので、この基本計画はその後のことになると思

います。料金改定も委員会で閉会中の継続審査と

なりましたのですけれども、実は現行料金は平成

17年４月から20年の３月31日までの３年間として

いたのです。 

 それをさまざまな企業努力で本当に延ばして、

ただ24年度はもう25年度に値上げしなければなら

ないというような状況と委員会でありました。予

算特別委員会なり、決算委員会でもそのような話

が出たりしたのですけれども、26年度ということ

になったのですけれども、私はこの中で緊急対

策、これも議論されましたけれども、一つに450

ミリを中心に今の沢地での事故むき出しがありま

す。実際、私の聞いたところではむき出しはもう

解消されていたのではないかなと思っていたので

すけれども、ある委員会での報告では16カ所か17

カ所あるというような報告も受けましたけれど

も、現在はどのような状況になっていますか。24

年決算時の状況と現在の状況。 

○佐々木施設課長 

 導水管の露出しているところの状況ですが、露

出した状態でそのまま、管が露出していてもそれ

を二重にして、防護して、そういう措置をとって

いるところがかなりの数あります。 

 恐らく、前の委員会で言ったこの箇所について

は、その防護している箇所、その箇所が今まで年

度計画で露出しているところ、防護工事という形

で予算化してやらさせていただいているのですけ

れども、この箇所が防護し終わっている箇所にな

ります。 

○飯田委員 

 むき出しは350ミリも同じですよね。 

○佐々木施設課長 

 350も450もあります。 

○飯田委員 

 前回は埋まっている、今回はむき出しだった、

同じ450なのです。これもまた原因は次の２回目

の委員会で出ると思いますけれども、現在、むき

出ししているところの箇所はどんなようになって

いますか。 

○佐々木施設課長 

 今、むき出しになっているのがその防護で、防

護工事済みの箇所ということで、これはむき出し

で補強されているような状況になっています。 

○飯田委員 

 前に言いましたのは、むき出しは余りなくて、

１回目の事故のときにむき出しになっているとこ

ろは埋めたり、そういうことになったというので

すけれども、実際、第１回目の事故のときに、む

き出しになったところは埋めていなかったり、今

回の事故のところも流されたというような経過も

ありますけれども、そういうようなところという

のは埋めれるところは埋めていった経過があると

思いますけれども、そういう状況にはなかったの

ですか。 

○佐々木施設課長 

 まず、今回、ことしの２月に起こった漏水箇所

ですが、もともとうちのほうで年２回、点検して
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いる沢地形の箇所で露出している箇所とか、そう

いう箇所ではございませんでした。 

 というのは、もともと畑と畑を結ぶ耕作道の中

に埋設された状態でして、今回の漏水が起きて露

出したのか、それともその以前に何かの要因で露

出して、それがその箇所が漏水したのか、それに

ついてはどちらがということについてははっきり

しておりません。 

 その委員会の中でも、破断に至った原因の中で

どういう原因があったのかという中でも、そうい

う議論がございましたけれども、まだ委員会のほ

うで正式に要因の中で取りまとめが行われており

ませんので、それについては今後の委員会の中で

最終的な推定といいますか、推察といいますか、

その中で委員会が報告する形になると思います。 

○飯田委員 

 それは委員会の結論を待って、また議論をした

いと思います。 

 実際、断水に備える対策は20年持ちますとして

４割更新していますと、あとの６割を20年間でや

るのだということで、その間に事故が起きたらど

うするかということで、前回、２回目のときには

察知するのが早かったのですけれども、実際、現

場まで行くのが時間かかったということから、12

時間以内なら原因箇所を特定して復旧できるとい

うことなのですけれども、現在も事故は12時間以

内でしたらできるというような方針で間違いでは

ないですね。 

○佐々木施設課長 

 ３年前のときと比べまして今回、漏水箇所の特

定ということで、常設型の流量計、これは今まで

漏水箇所を特定するためにポータブル流量計でま

すの中にセットして、場所を特定するという方法

をとっていましたが、それと比べるとかなりの時

間の短縮、特に冬期間は計測するときのますの部

分に雪があれば除雪等の時間もありますので、今

回と同じ漏水が発生したときに、常設型にすれば

おおよそ９時間、短縮できると想定しておりま

す。 

 また、バイパス工事で桂町浄水場に潮見浄水場

から来ている浄水を配水池に流入させる工事をも

うすぐ完成する予定でおりますが、それと第２水

源系の水を直接桂町浄水場に入れる増量の工事も

一緒に合わせております。 

 それが完成すれば、39時間もつという状態に

なっております。ですから、発見してから、発見

してというか、漏水が発生してから、その時間以

内であれば断水を起こさずに復旧、工事が終われ

ば起こらないという、そういう形でうちのほうで

対策をしている状態であります。 

○飯田委員 

 12時間以上にリスク管理で39時間ということで

あれば、対応できます。２月という雪のときで厳

寒期ですから、なかなか大変だということなので

すけれども、39時間あればとめなくても給水しな

がら復旧できるということがわかりました。 

 あと、最後になのですけれども、実際、平成24

年度というのはもう値上げを想定している時期で

すね。今回の値上げのやつは閉会中審査で経済建

設委員会でやることになっています。 

 ただ、値上げに対する市民へのＰＲというも

の、私はもうちょっと早く行うべきだったと思う

のです。実は今回、最低が８立米ということで、

５立米に落としたのですけれども、一番、水道を

使うのは子育て世代の子どもがいっぱいいまし

て、今は２人とか３人とかなのですけれども、御

夫婦と合わせて４人か５人世帯というのは一番、

水道を使うのです。 

 そうなったときに、私は３年間と設定してずっ

と努力して延ばしたのですけれども、ある程度、

近づく、こうしなければならないというときに

は、アンケート調査などをしまして、これはやは

り子育て世代のどういうような要望を持って大変

なのかということを含めて、私はアンケート調査

を今回、実施すればもっと違った意味で執行部と

しての提案も違ってきたのではないかなと思いま

す。 

 ただ、これから委員会がありますので、これら

を含めて審査されると思うので、今度は導水管の

調査結果で、導水管の計画が変わるかもしれませ

ん。状況によって。それによって、今回の改定に

はそれらは入らないということなので、それらも

含めて私は３年と想定したら、それ以降で営業努

力で延ばしても、やはり一番水を使う者の意向を

アンケート調査なりで、私は市民への説明責任の

一つとして果たせるのではないかと思うので、そ

れらもお願いしたいと思います。 

 ただ、委員会がこれからありますので、その中

でそれらのことも反映されるかもしれませんけれ

ども、そういうことでお願いしたいと思います。
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終わります。 

○七夕委員長 

 ほか。 

（「なし」の声あり） 

○七夕委員長 

 以上で、本日の日程であります認定第２号平成

24年度網走市水道事業会計の利益の処分及び決算

についての細部質疑を終了しました。 

 理事者の皆様には、長期間にわたり誠心誠意審

査、御協力をいただき心から御礼申し上げます。 

 再開は、審査取りまとめのため、９月30日、午

前10時としますから、御参集をお願いします。 

 なお、取りまとめに当たりましては、賛否、認

定、不認定について総括的な御意見及び附帯意見

を付すか否かについて発言していただきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 本日は、これで散会といたします。 

 御苦労さまでした。 

午後５時19分 散会 

 

 


